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PROLOGUE







　幼いころから、シグルドリーファは独りであった。

　この地上の全権を神より授さずけられた神帝テイウダンスの御み子こである。

　そこに加え、生まれ落ちた時から肌はだも髪かみも、雪のようにという言葉が比ひ喩ゆではないほどに異様なまでに白く、また身体もきわめて病弱とあっては、周りも薄うす気き味み悪わるがり、どうしても周囲から腫れ物扱あつかいされる。

　彼かの女じよにとって不幸だったのは、その中には親兄弟も含ふくまれたということである。

　彼かれらはシグルドリーファのことなど、まるでいないかのように振ふる舞まった。

　彼女にとっての唯ゆい一いつの癒いやしは、乳ち兄弟きようだいであるファグラヴェールの存在であったが、その彼女にしてもその生き真ま面じ目めさゆえか、決して臣下の分を超こえてくることはなかった。

　だからだろうか。

　短いながらも《狼おおかみ》での日々は、彼女の中でとてもとてもきらびやかな想おもい出でとなっていた。

　スオウユウトという男は、なんとも不思議な少年だった。

　それなりの数、地方から拝はい謁えつに来た宗主パトリアークと会ったことがあるが、だいたい彼らは神帝テイウダンスの権けん威いしか眼中になかった。

　リーファがどのような人物かなどまるで関心がない。

　表面上こそ恭うやうやしく接してくるが、なんとも作業的で、空くう疎そなものだった。

　それに比べると、ユウトは礼れい儀ぎ作法は雑で、敬語も適当で、一見、失礼この上ない。

　だが、その言葉にはちくいち真心があった。

　神帝テイウダンスの入れ物ではなく、ただのリーファとして見てくれているのだと感じた。

　こんなことは生まれて初めてであった。

　ファグラヴェールはとてもよくはしてくれるが、その優やさしさに哀れみを感じるときが多々あった。

　傀かい儡らいである自分、身体の弱い自分、望まぬ男の下へ嫁とつがねばならぬ自分……。

　自分を思いやってくれていることはわかるのだ。

　とてもありがたいとも思っているのだ。

　だが、同時に自分はそんなに憐あわれまれるような境きよう遇ぐうなのかと、自分はそんなに可哀かわい想そうなのかと、どうしようもなくみじめさも感じてしまうのだ。

　ファグラヴェールは才気にあふれた傑けつ物ぶつであっただけに、余計に劣れつ等とう感かんは募つのる。

　ただありのままに、ほとんど対等の立場で接してくれたのは、接することができたのは、後にも先にも彼一人だったのだ。

　惚ほれてしまうのも仕方のないことだったと思う。

　鳥は卵から生まれ出いでた時、最初に見たものを親と思い込むという。

　それに似たようなものかもしれない。

　自分には彼しかいないのだと心に刷り込まれてしまった。

　彼とずっと一いつ緒しよにいたいと思った。

　彼のためなら、なんでもしてあげたかった。

　一個の女として、愛する彼の子を授かりたいとも思う。

　惜おしむらくは――

　自分にはおそらくそこまでの時間が残されてはいないだろうということだ。







ACT 1







「リーファ様！」

　バンッと部屋の扉とびらが開き、ファグラヴェールが部屋に駆かけ込んでくる。

　凛り々りしさが際きわ立だつキリッとした顔立ちの女性である。

　今、勇ゆう斗とたちがいる《剣つるぎ》の氏族の宗主パトリアークであり、神聖アースガルズ帝てい国こく神帝テイウダンスシグルドリーファとは乳兄弟の間あいだ柄がらである。

　リーファの意識が戻もどったと聞き、とるものもとりあえず走ってきたようだった。

「はあはあ、ご、ご無事ですか!?」

「おおっ、ファグラヴェールか。久しいの」

　シグルドリーファが懐なつかしそうに目を細める。

　それだけで、ファグラヴェールはぶわっと涙るい腺せんを潤うるませる。

「お、おお！　その笑い方は……」

　その場にひざまずき、ファグラヴェールはリーファの手を取る。

　物心つくかつかないかの頃ころからの付き合いだ。

　やはり仕草一つでわかるものがあるのだろう。

「ふん、今いま更さら気づくでないわ。あんなじじいに騙だまされおって」

「はっ……その件に関しましては申し開きのしようも……」

「よい。こうして二人とも無事会えたのじゃからな」

　そう言って笑い、リーファは目の前でかしずくファグラヴェールを抱だき締しめる。

　わなわなとファグラヴェールの体が震ふるえ、

「リ、リ、リーファ様……ひっく、よ、よくぞ……ひっく、よくぞご無事で！　う、うわああああ！」

　ぼろぼろぼろぼろとその双そう眸ぼうから涙なみだを零こぼし、ひきつけを起こしたように泣きじゃくる。

「お、おい!?　……仕方ないのう」

　そんな彼女にリーファは驚おどろいたように目を丸くしたが、すぐに柔やわらかく微笑ほほえんで、ファグラヴェールの背中をポンポンと優しく叩たたく。

「まったく……困った姉じゃて」

「っ!?　り、り、リーファ様、今なんと!?」

「うるさい。二度は言わんわ」

「う、ううう、こんな至らぬ私に、こ、光栄の極きわみにございます～！　うわああああ!!」

　それでまたファグラヴェールは感かん極きわまったのか号ごう泣きゆうである。

　その場にいた勇斗も、思わず呆あつ気けに取られていた。

「こんな人だったのか」

　確かに、リーファへの忠誠が並々ならぬひとだとは感じていた。

　だが、凛りんとした硬こう骨こつの武人という印象だった。

　実際、《鋼はがね》討とう伐ばつ軍の盟主をつとめ、王のルーンと称しようされる《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》を有し、近きん隣りんでもその名を広く知られた猛もう将しようであり、精せい鋭えい九人のエインヘリアルからなる『波の乙おと女め』のメンバーからも、心からの忠誠と崇すう敬けいを捧ささげられている傑物である。

　まさかそんな女性が、人目もはばからず大泣きするとは思いもよらなかった。

「う、ううっ……」

　隣となりでは美み月つきももらい泣きをしていた。

　感動シーンに共感している――

「なんであたし、泣いてるの？」

　わけではどうやらないようだった。

　そのことに彼女自身、驚き、戸と惑まどっているようだった。

　やはりリーファと美月、この二人の間には余人にはうかがい知れない「何か」があるようだった。







「神都グラズヘイムへの進軍か。請うけ負おいはしたものの、正直、なかなかに厳しいな」

　積もる話もあるだろうと、しばらくリーファとファグラヴェールを二人っきりにしてあげようと寝しん室しつを明あけ渡わたした勇斗は、執しつ務む室しつで思案にふけっていた。

　フェリシアが報告してくれた兵士の数と持ってきた兵ひよう糧ろうの残りを考えると、いかにそれが無む茶ちや無む謀ぼうなことか、その現実を突つきつけられる。

「こんな時期に軍を進めようとか、我ながら無茶なことをしようとしているな」

　自じ嘲ちようするように笑って、勇斗は肩かたをすくめる。

　季節は秋も終わり、すっかり冬を迎むかえていた。

　ここにくるまでに通りかかった中庭も、すっかり雪が降ふり積もっていた。

　平地のここシグトゥーナでもそうなのだから、補給路となる山間のビフレスト地方はもっともっと降り積もっているに違ちがいない。

　当分止やむ気配もなく、兵糧の供給はしばらく、どうしても遅おくれがちになるだろう。

「ただでさえ補給線も伸のび切っているってのに」

　考えるだけで頭が痛くなりそうだった。

　現在、《鋼はがね》軍はヴィーグリーズ会戦の勝利の余勢をかって、《剣つるぎ》の族都シグトゥーナまで一気に軍を進めていた。

　占せん領りようしたばかりの場所は、土と地ち勘かんもないし風習も違うことが多々ある。それらの齟そ齬ごを埋うめ、住民の信しん頼らいを得るにはそれなりの時間が必要だ。

　支配者が変わったことで既き得とく権益を奪うばわれた層の中には、山さん賊ぞくなどに身を落とすケースも多い。

　当然、治安はすこぶる悪くなりがちである。

《剣つるぎ》の宗主ファグラヴェールは勇斗に臣従を誓ちかっており、その点では通常の占領よりはかなり楽ではあるものの、彼女の配下の隅すみ々ずみまでそうかと言われれば、疑問である。

《鋼はがね》の傘さん下かとなることをよしとせず、面従腹背の者もいると見ておくほうが安全だろう。

　そんな不安定な危険地帯の中、大量の兵糧を運うん搬ぱんするなど、略りやく奪だつの格好のカモにしてくれと言っているようなものである。

「あの、それでも神都グラズヘイムまで軍をお進めになるのですか？」

　隣にいた長い金きん髪ぱつの落ち着いた感じの美女が、おずおずと訊きいてくる。

　勇斗の副官のフェリシアである。

　勇斗は決然と頷うなずいて見せる。

「ああ、さすがに春まで待ちたくはない」

　美月の知り合いの話では、今勇斗がいるここユグドラシルは、かつて海に沈しずんだとされる幻まぼろしの大陸アトランティスである可能性が高いという。

　勇斗としてはあまり信じたくはなかったが、《妖精の銅オリハルコン》の存在を始め、状じよう況きよう証しよう拠こ・物証も揃そろっており、もはや疑う余地はない。

　いつ沈むのかわからない以上、それこそ明日にでも起こり得るのだ。

　あまり悠ゆう長ちようにはしていられなかった。

「正直、ここはリネーアの手しゆ腕わんに期待するしかないか」

　まだ十代半ばながら、行政手腕にすこぶる優すぐれた、頼たよりになる《鋼はがね》の若頭かしらを脳のう裏りに思おもい浮うかべる。

　彼女の存在がなければ、さすがの勇斗もこの状況で軍をさらに進めるのはさすがに断念していたであろう。

　出会ったばかりの頃は自分に自信がなく自己の無能を嘆なげいていた彼女だが、今や《鋼はがね》にとっても勇斗にとっても、なくてはならない存在だった。

「リネーア殿どのの卓たく越えつした手腕はわたくしも存じ上げておりますが……」

　フェリシアが奥おく歯ばにものが挟はさまったような物言いをする。

　勇斗を神聖視している節があり、基本的には勇斗の方針には疑いもせずに「お兄様が仰おつしやるのなら」と従う彼女がこう何度も懸け念ねんを示すあたりからも、状況の厳しさが窺うかがえる。

「本来ならば、春まで待てばいいだけの話です。その間にいろいろ状況も好転しましょう。今までのお兄様なら、絶対にそうしていたはずです」

「まあ、な」

　生来、勇斗はあまり賭かけを好むタイプではない。

　石橋を叩いて渡り、危なげなく事を進め、常に勝てる状況を作り、勝つべくして勝つ。

　世間一いつ般ぱんでは突とつ飛ぴなことばかりするので豪ごう快かいな人物と誤解されがちだが、本来はそういう慎しん重ちような性格の人間である。

　先々代の《狼おおかみ》宗主ファールバウティを自身の迂う闊かつさで亡なくしてからは、特に万ばん全ぜんに万全を期すようになったことを、副官であるフェリシアは、間近でよく見て、誰だれよりも知っているはずだ。

　今の危険を承知でなお突き進すすむ姿は、相当に違い和わ感かんと不安を与あたえているのだろう。

「そこまで焦あせっておられるわけは、やっぱり教えてはくださらないのですね？」

　フェリシアがふうっと小さく白い息を吐はき、じとっとした目で睨ねめつけてくる。

　ことがことだ。

　ユグドラシル沈ちん没ぼつのことは現在、あまりおおっぴらに言えば、民衆を大パニックに陥おとしいれかねず、《鋼はがね》の若頭かしらであるリネーアにしか伝えていない。

　それこそ妻である美月や、副官であるフェリシアにも秘密にしていた。

　こんな重く救いのない事実、知らずに済むのならそれがいい、と。

「《剣つるぎ》侵しん攻こう前は、お兄様にも色々とおありなのだろうとリネーア殿にお任せし、お兄様から仰ってくださるのを待とうと思っておりました」

「…………」

　なんと答えるべきかわからず、勇斗は押おし黙だまる。

「しかし、此こ度たびの神都侵攻はさすがにお兄様らしくなさすぎます。二万の兵の命にもかかわること、さすがに副官として問いただしたく思います」

「むぅ……」

　ここまで厳しくフェリシアに詰きつ問もんされたのは、流石さすがに初めてである。

　自分が秘密を抱かかえていることを二人に気づかれていることは、勇斗も気づいていたが、聞かないでくれる優しさに甘あまえていたところがある。

　こうしてはっきり口で言われると、それを突きつけられたようで、やはり罪悪感がこみ上げてくる。

「そこまでわたくしのことが信用できませんか？　確かにわたくしは器き用よう貧びん乏ぼうで、お兄様と秘密を共有するには、力が足りないことは重々自覚しておりますが……」

「いや、そうじゃない。信用してないわけじゃない。ただ…………ん～、そうだな。そろそろ教えてもいい頃ころ合あいだな」

「えっ!?　ほ、本当ですか!?」

　フェリシアがパッと目を輝かがやかせる。

　先さき程ほどまでの目に涙を溜ためた痛切な表情から一転、心底から嬉うれしそうだった。

　その様子に、チクチクとまた勇斗は罪悪感を刺し激げきされる。

　この件に関して秘密にしていたことは、勇斗の想像以上に彼女を不安にさせ、傷つけていたらしい。

「まあ、いつかは話さねばならないことだったしな。それに今のお前なら、もう大だい丈じよう夫ぶと思えるし」

「はい？　何かそんなに以前と今でわたくし、変わりました？　あまりそんな自覚はないのですが」

「そうか。じゃあ、やっぱりやめておくか」

「ちょっ!?　そこまで言っておいてそれはさすがにひどすぎます！」

「ははっ、冗じよう談だん冗談」

「ひどいです、洒落しやれになっていないです。さすがにちょっとムカッときました。お兄様の大好きな胸でのご奉ほう仕しはしばらく控ひかえたいと思います」

「わ～、ちょっ、ごめんって。言う言う。ちゃんと言うから。それだけは！」

　慌あわてて勇斗は平ひら謝あやまりする。

　奉仕精神に溢あふれたフェリシアのアレは絶品であり、日々激務に追われる勇斗にとっては最高の癒いやしなのである。

　しばらくお預けというのはさすがに痛すぎた。

「ちゃんと教えてくれたら、またしてあげますわ」

「お前もずいぶんと言うようになったなぁ」

　思わず苦く笑しようを禁じ得ない勇斗である。

　かつてのフェリシアは、勇斗を誘ゆう惑わくすることはあっても、決して不満や異を唱えることはなかった。

　ましてや冗談半分とは言え、脅おどしめいたことなど、絶対にしなかった。

「でもそうやって軽口叩けるようになったってところだよ。言っても大丈夫そうって思えるようになったのは」

　一見お茶ちや目めでひょうひょうとしているように見えるが、それは彼女の繊せん細さいさを隠かくすポーズだということを、もう長い付き合いの勇斗はよく知っている。

　勇斗をこの地に招き寄せてしまったことや、実じつ兄けいロプトの裏切りなどの罪悪感にずっと悩なやみ苦しみ、いつ見捨てられるのかと不安で不安で仕方なかったと先日、寝ね物もの語がたりで聞かせてくれた。

　今から思えば、その強きよう迫はく観念的な不安を払ふつ拭しよくするため、勇斗に病的なまでに尽つくしていたし、逆らうことなどもってのほかだったのだろう。

　だが、それはとても不自然で歪いびつで極めて脆いものだ。

「生意気になったから大丈夫と信頼されたというのは、なかなか複雑ですね」

　む～っとフェリシアが納なつ得とくいかないように眉まゆをひそめる。

　まあ、たしかに褒ほめてないなと勇斗も肩をすくめ、訂てい正せいする。

「心にしなやかさが出てきたってことさ」

「はあ……しなやかさ、ですか？」

「ああ。俺おれのいた国にはさ、軍の新兵に関する研究があってさ」

　弱肉強食が基本のユグドラシルでは、軍の強化は不可欠である。

　そのため、そういう類たぐいのものは一通り読よみ漁あさったのだが、その中にそういうものがあって印象的だったのでよく覚えていた。

「不平不満を言わず、日々の訓練を黙もく々もくとこなすような優等生は、ある日突とつ然ぜん、なんの前まえ触ぶれもなく辞やめる事が多く、毎日毎日、辞めたいだのつらいだのと言ってる奴やつのほうがなんだかんだ辞めないんだそうだ」

「それは……意外ですね。逆だとばかり思っておりましたわ」

「ああ、俺もだ。一見、そう思えちゃうよな」

　目を丸くするフェリシアに、勇斗もうんうんと頷く。

「でも、そういうのって脆いんだよな。苦しさを誰にも言えず抱え込んでしまうやつは、一見強いけど、何かの拍ひよう子しで簡単に折れる。俺も、そういうところがあるし」

　まだユグドラシルに来て間もないころ、帰き還かんできなかった不満をフェリシアに最悪な形で叩きつけたことは、今でも地面に穴を掘ほって埋まりたくなるような黒歴史だ。

　宗主関連の愚ぐ痴ちは、かつては美月に聞いてもらうことで適度に吐き出だすことができていたが、ユグドラシル沈没の事は彼女にも言えない。

　独り抱え込んで、焦しよう燥そう感に追われ、悪夢にうなされろくに眠ねむれず、外面は取とり繕つくろっていたものの内面はかなりボロボロに憔しよう悴すいしきっていた。
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　リネーアにだけでも話せるようになって随ずい分ぶんと心が軽くなったことは、とても印象的でよく覚えている。

「なるほど、わたくしもそうだった、と。言われてみれば確かに思い当たるところはございますね」

「だろ？」

　こっそりとフェリシアの幼おさな馴な染じみで一番の悪友でもあるジークルーネに訊いたことがある。

　ロプトのことや、自分を呼び寄せてしまったことで何か聞いていないか、と。

　答えは否だった。

「けど、最近はさ。さっきみたいに軽口も叩けるようになってきたじゃん。心の奥おくを見せない、どこか一線を張って遠えん慮りよしたような感じが消えたなって思うよ」

「それは……お兄様に何度となく優しく抱いてもらえたことで、毎日が幸せで幸せで、不安を感じなくなったから、でしょうね」

　言って、フェリシアは幸せそうにはにかむ。

「あ、あ～、そ、そうか」

　その微笑みに見み惚とれ、勇斗は今更ながらに心臓がドキンと脈打つ。

　もうすることを済ませ、男女の仲になったというのに、だ。

　それほどの破は壊かい力りよくがあった。

　以前も笑うことはあったのだが、今から思えば明るさの裏にどこか影かげが差しているようなところがあった。

　おそらくは、贖しよく罪ざいの意識から来る硬かたさだったのだろう。

　今の笑えみにしても、先程の拗すねにしても、もうそんなこうしなければならない、という楔くさびは感じない。

　彼女の感情が素す直なおに表れた本当の笑え顔がおなのだ。

　だからこそ、これまでよりはるかに魅み力りよく的てきなのだろう。

「そ、それで俺の抱えている秘密のことだが……」

　平静を装よそおいつつ、勇斗は話を元に戻す。

　内心のドギマギを悟さとられぬよう、なにげに必死だった。

　好いた女の前で情けない姿を晒さらしたくはないというのが男心というものである。

　もっともそのことはフェリシアにはあっさりと見み抜ぬかれていて、美月やリネーア相手のようにもっとそういうところを見せてくれてもいいのに、などと思われていたのだが。







「なっ!?　ユ、ユグドラシルが海に沈む!?」

　そう叫さけんだのはフェリシア……ではなかった。

　声のしたほうを振り返かえると、執務室の扉がいつの間にかわずかに開いている。

　そしてそこから中を覗のぞいていたのは……

「リ、リーファ様!?　い、いったいいつからそこに!?」

　フェリシアが心底驚いたように声を張り上げる。

　当然だろう。

　彼女は勇斗の副官であると同時に、護衛でもある。

　こんな近くまで人が接近していたというのに気づかないなど、失態以外の何物でもない。

「え、いや、ろくに礼も言ってもおらんのに、おぬしらがいつの間にやらいなくなっておるから、改めて礼を言いに来たんじゃが……どうにも割り込める空気じゃなくてなぁ」

　ポリポリとバツが悪そうに頬ほおを掻かきながら、リーファがすごすご出てくる。

「恐おそれながら、神帝テイウダンス陛下ともあろうお方が盗ぬすみ聞ぎきなど……」

「それはまあ、なかなかにおもしろそうな話題じゃったからつい、の」

　ペロッとリーファが悪戯いたずらっぽく舌を出す。

　おそらくは呪歌ガルドルか秘法を用いて気配を断っていたのだろう。

　相変わらずしょうもないことに、その双そう紋もんから得られる絶大な力を無む駄だ遣づかいすることに定評のあるひとだった。

「そしたらその、とんでもない話が聞こえてな。さすがに黙ってはおられんかった。本当なのか、その話は？」

「…………はあ、聞かれてしまったのなら仕方ないか」

　観念したように、勇斗は嘆たん息そくして手短に話して聞かせる。

　自分が三五〇〇年先の未来から来たこと。

　そこにはユグドラシルは存在していないこと。

「異い端たんの巨きよ人じん神アトラスの島」という意味のアトランティスという大陸が海の藻も屑くずと消えた伝説があること。

　ユグドラシルでも中央三大山脈のみで取れる希少金属《妖精の銅アールヴキプフアー》が、そのアトランティスにもあること。

「なるほど。アースガルズとは、古語で『神が囲った地』という意。他国の者たちの目にはまさしく異端の神の島というわけじゃな」

　ふむとシグルドリーファが頷く。

　常識はないのだが、こういうあたり、地頭のよさを勇斗は感じる。

「お兄様のお言葉を疑うつもりは毛頭ございませんが、それでも、にわかには信じられませんね」

　じっと地面を見定めて、フェリシアがゴクリとつばを飲み込む。

　確かに大地というものは、なくなることなく常にあるのが普ふ通つうなものだ。

　それが失われるというのは、信じる信じない以前に想像もつかないのだろう。

「ふむ、いろいろ荒こう唐とう無む稽けいではあるが、『黒きもの』の伝承とも一いつ致ちする。一いつ笑しように付せるものではないな」

　リーファは何か思い当たる節でもあるのか、考え込んだ様子でそんなことをつぶやく。

「……『黒きもの』？」

　聞きなれない単語に、勇斗は思わずオウム返しで問い返した。

　何かその単語が、妙みように心にひっかかったのだ。

「我わがアースガルズ帝国の開祖ボーダンが、自らの築き上げた帝国の未来を憂うれい、巫女みこヴォルヴァに未来を予言させたのじゃ。そのとき、『黒きもの』と呼ばれる存在が、帝てい国こく及およびこのユグドラシルそのものを滅ほろぼすと出た」

「ふむ……」

　割とどこにでもよくある話といえばよくある話のようには聞こえる。

　歴史的事実とは認められていないが、新約聖書の『マタイによる福ふく音いん書しよ』にも、ヘロデ大王が、星が予言した新たな王（イエス・キリスト）の誕生を阻そ止しするため、二歳さい以下の幼児の虐ぎやく殺さつを行ったとの記述がある。

　ギリシャ神話にも、父ウラノスを殺して世界の支配権を得たクロノスだが、そのウラノスから自分の息子むすこによって王位を追放されると予言を受けている。

　これもその手の代しろ物ものかと思われたが、

「我が帝国では、お主こそがその世界を滅ぼす『黒きもの』に違いないとまことしやかに語られておった」

「はあ!?　俺がっ!?」

　思わず目を剥むき、素すっ頓とん狂きような声をあげるしかなかった。

　さすがにこれは、青せい天てんの霹へき靂れきすぎた。

「いやいやいやいや！　俺はユグドラシルを滅ぼすつもりなんて毛頭ないぞ！」

　むしろ滅んでほしくないと切に願ってさえいる。

　それが避さけられないならせめて民だけでも救おうと必死になって頑がん張ばっているところだ。

　実態と真逆もいいところであり、怒いかりさえ覚える勇斗である。

「じゃが、アースガルズ神聖帝国はまさしく滅ぼそうとしておるのぅ？」

「うっ。でもそれは円満な禅ぜん譲じようによる平和的な政権交代というか」

「どれだけ言いい繕ったところで、世間からは簒さん奪だつと思われるじゃろうて」

「まあ、そのへんもわかっちゃいるけど、さ」

　できることなら、争あらそわず、無血開城を目指してさえいるのだ。

　グラズヘイムの民にも無体なことはしないよう重々、兵士たちには言いつけてもおくつもりである。

　リーファも殺さず、第二正せい妃ひとして迎え入いれようとしている。

　これで滅ぼすだの簒奪だの言われるのは、正直心外ではあった。

「とにかく俺はその『黒きもの』なんかじゃ断じてない。確かに目と髪の毛けの色は黒いかもしれないが、それだけだ」

　ユグドラシルには基本的に黒くろ髪かみの人間はいない。

　勇斗の知る限り、自分と美月の他には、せいぜい《炎ほのお》の宗主織田信長ぐらいであろう。

　むしろ彼のほうが、足利一五代将軍足利義昭を追放し旧体制を崩ほう壊かいさせたし、自分に歯向かう者には容よう赦しやなく虐殺も行っている。

　自分よりはるかにイメージに合がつ致ちしていると勇斗は思ったものだが、リーファの意見は違ったようだった。

「いや、妾わらわもおぬしこそが『黒きもの』じゃと確信しておる。予言の内容がまさしくおぬしの歩んで来た軌き跡せきなのじゃよ」

「どういうことだ？」

「『終末ラグナレクの刻、太陽を狼が喰くらい尽くし、星々が天から落ちる。黒きもの、その手に炎を鍛きたえし勝利の剣を掲かかげ、天の架かけ橋はしより馬を駆って現れん』、どうじゃ、思い当たる節がないか？」

「んん？」

　そう言われても、勇斗にはピンとくるものがなかった。

　まったく身に覚えがないというか、妙に表現が仰ぎよう々ぎようしくてわかりにくい。

　こっちはネイティブスピーカーじゃねえんだぞと。

「ああ！　イアールンヴィズ籠ろう城じよう戦！」

　ポンッとフェリシアがはっとしたように手を打つ。

「は？」

　そう言われてすら、勇斗にはなんのことだかわからない。

　そんな四年近くも前のことはもううろ覚えだった。

　特にその戦いは、直後に起こったロプトの裏切りとファールバウティの死という事件のインパクトが勇斗にとっては強すぎ、そちらのことばかり印象に残っている。

「お忘れですか？　日食を操あやつり、平衡錘投石機トレビユシエツトを使って隕いん石せきを演出し、炎を鍛えし勝利の剣とは、おそらく鉄の剣、天の架け橋とはビフレストのことでしょう。そこより馬を駆って現れる。確かにお兄様の為なされたことと一致しております」

「……単なる偶ぐう然ぜんじゃね？」

　未いまだにどこか疑わしげな様子で勇斗は眉をひそめている。

　さすがにそんな破は壊かい者しや扱あつかいされるのは意地でも御ご免めん被こうむりたかった。

「別におぬしがこのユグドラシルを滅ぼそうとしておるとは妾も思っておらぬよ。先の一節をもう一度思い浮かべてみよ。終末の刻に黒きものが現れるとはあるが、黒きものが終末をもたらすとは記されておらん」

「ん？　あ～、そういえば……」

　言葉のマジックで、さも黒きものが崩壊させるかのような印象を受けるが、そのような記述は確かにない。

　読みようによっては逆に――

「むしろ妾は、崩壊の危機に神が遣つかわせてくれたのではないかと、今は思っておるよ。どうせおぬしのことじゃ。このまま黙って海に沈むつもりはあるまい？」

　そう、リーファの言うように、救世主が現れると読むこともできる。

　まあ、柄がらじゃないと自分でも思うが、実際にそういう行動を取っているのも事実だった。

「わ、わたくしもそう思いますわ！　確かに知ってしまったことで、不安や焦燥は感じます。でも、お兄様なら絶対になんとかしてくださると信じております。またその下で働けることを心から光栄に感じますわ」

　フェリシアも力強く頷く。

　彼女は熱心な勇斗の信者でもあるので、さもありなんという感じだ。

「ははっ、女のひとってのは案外、いざってときに強いのかもな」

　正直、かなり深刻な事態であり状況なのだが、二人とも勇斗が懸念していたほどに不安に押しつぶされるといった様子は見えない。

　自分がこれを聞いたときには、本当に夜も眠れなくなったほどなのに。

　自分が小心者なのだろうかと少し男として悲しくなる。

「あら、それは違いますよ、お兄様」

「ん？　そうか？　前に話したリネーアといい、強いと思うけどな」

　しみじみと勇斗は言うが、フェリシアはクスリと笑う。

　それはもう蕩とろけるように嬉しそうに微笑んで、

「女は頼りになる殿方がそばにいてさえくれれば、どんな苦難にも耐たえられるんですよ」







「おぬしが未来から来たという話はもはや疑う余地はない。ならばいつ沈むのかということもわかっておるのか？」

　単刀直入に、リーファが聞いてくる。

　このあたりの歯はに衣きぬ着きせぬ物言いは、やはり神帝テイウダンスだと勇斗は思う。

「あまりに昔すぎて、そこまでは……」

　眉み間けんにしわを寄せ、難しい顔で勇斗は首を左右に振ふる。

　ざっと三五〇〇年も前のことである。

　文ぶん献けんらしい文献がほとんど残っていないのだ。

　なにより、「今」がいつなのかさえ正確にはわからないのが実情である。

「ただ、プラトンの『ティマイオス』によれば、『異常な地じ震しんや洪こう水ずいが何度も起こり』とあります」

「ふむ、少なくとも妾が即そく位いして以来、ユグドラシルで地震は一度も起きてはおらぬな。ということは多少の猶ゆう予よはあるようじゃな」

　ほうっとリーファは安あん堵どの吐と息いきをつく。

　勇斗は頷くも、しかしその顔は厳しいままである。

「確かにまだ何も起こってはいません。案外数十年先ということもありえますが、下手すると、明日起こるかもしれません」

「むぅ……」

「一国を預かる者として、楽観は禁物と考えております」

　勇斗の背には、《鋼はがね》の民数十万の命が乗っかっているのだ。

　楽観論でそれらを危険にさらすわけにはいかなかった。

　常に最悪を想定し、行動するのが将たる者の務めである。

「ふむぅ……それで、具体的にはどうするつもりなのじゃ？」

「今、イングリッドに大型船を作らせています」

　ここまで来たら隠しても仕方ないと勇斗も答えた。

「なるほど、まあ、それしか道はないな」

　リーファも納得したように頷く。

　大陸そのものが海に沈む以上、どこか別の場所に移動するしかないというのは、ごく自然な帰結ではある。

「確かにこの大陸の東にはまた別の大陸があると聞く。そこへ向かうのじゃな」

「やはりあるのか！」

　思わず勇斗はリーファに詰つめ寄よる。

　リーファはきょとんとしつつ、

「なんじゃ、知らずに船など作っておったのか」

「ほぼ間ま違ちがいなくあるとは踏ふんでいたんですが、確たる情報をもらったのはこれが初めてですね」

　正直、入ってくるのはユグドラシル東部ヨルムンガンド地方のことまでで、その先の地方の話は、ほとんど情報を得られていないのが実情だった。

　そしてそれは、別段おかしいことではない。

　実際、ほぼ同時代の古代オリエントの王たちは、自らを四方世界の王、つまり「世界すべてを治めた王」を気取っていた。

　中国やヨーロッパは地続きだというのに、だ。

　二一世紀とは違い、とにかく遠方の情報を取得するのがひどく困難なのだ。

　その意味で、リーファから確定情報を得られたのは大きかった。

「ふむ、とは言え問題は山積みじゃな。さしあたっては、どう民を納得させるか、あたりかのぅ」

　リーファが口元に手を当てて言う。

　このあたりはやはり、傀かい儡らいとはいえユグドラシルを治める神帝テイウダンスである。

　その点こそ勇斗が一番に危き惧ぐしているところでもあった。

　人間、生まれ育った地には当然愛着がある。

　先祖代々受うけ継ついできた土地も、家もだ。

　しかも今の《鋼はがね》の民は、勇斗の施し政せいの下、空前の豊かさを享きよう受じゆしている。それらを捨てて、何処どこともしれぬ土地で一からやり直せなど、承しよう諾だくする者はそうそういないに違いない。

「そのためにも、俺は神帝テイウダンスにならねばならないと思っています」

「なるほど、現あら人ひと神がみたる神帝テイウダンスの権けん威いを使うわけじゃな」

　リーファが自嘲気味に笑う。

　二一世紀と違い、神の存在がまだ根強く息づいている時代である。

　エインヘリアルなどという神の存在を裏付けるような者たちもいる。

　そんなユグドラシルの民たちにとっては、代々、双紋を受け継ぐ神帝テイウダンスは極めて特別な存在である。

　神にこのユグドラシルの統治を直々に任された一族だと、信じている者が大半だ。

　その「信心」を知っているからこそ、各地の宗主たちも、領地の支配を正当化するため、神帝テイウダンスに礼を尽くしているのである。

「それこそ神しん託たくでもなんでもでっち上げるつもりですよ」

　悪びれもなく、勇斗はしれっと言い切る。

　我ながら、神をも恐れぬ所業だと思う。

　だがそれで民を救えるのなら、神を騙かたるぐらい何ほどのことでもなかった。







「おお、若頭かしら。こんな場でまで真顔はいけませんぞ！　こんな時ぐらい少しは肩の力を抜ぬいて笑顔を見せねば。ほら、笑って笑って！　ぶわっはっはっはっはっはっ！」

　豪快に笑いながら、バンバンとリネーアの背中を叩たたいていたのは、《鋼はがね》の若頭補佐ほさにして勇斗の後を継いで《狼おおかみ》の新たな宗主となったヨルゲンである。

　禿とく頭とうに、頬と眉にキズありの、そんじょそこらの兵士が裸足はだしで逃にげ出すような強面こわもての巨漢だが、今日はまるで人が変わったように明るく騒さわぎ、普ふ段だんの威い厳げんや貫かん禄ろくがかけらも感じられなかった。

「随分と呑のんでますね」

　引きつったような笑みを浮かべつつ、リネーアが返す。

　見ればヨルゲンの脇わきには、これでもかと空の樽たるが並んでいる。

　中身は言うまでもなく全部、酒である。

　これだけ呑めば、どれほど彼かれが酒しゆ豪ごうといえど、すっかり出来上がって陽気に笑いだしもするというものだった。

「ハッハッハッハッ！　これが呑まずにいられますか！　さあ、若頭かしらももう一いつ杯ぱい！」

「いや、ボクはもういいから！」

　半ば強ごう引いんに酒を注ごうとしてくる彼を、リネーアは必死に固辞する。

　こちらは薄うすい赤毛の可愛かわいらしい少女である。

　パッと見、幼くなんとも可か憐れんだが、これでも《角つの》の宗主であり、ユグドラシル最大の版図を誇ほこる《鋼はがね》のナンバー２、若頭かしらを勇斗より任された辣らつ腕わんの女じよ傑けつだった。

「そう言わずに！　私の酒が呑めないとでも!?」

　そんな上司を相手に、実にタチの悪い悪わる酔よいっぷりである。

　普段、生き真ま面じ目めで堅かた物ぶつとさえ言える彼がここまで羽目を外すなど、本当によっぽどのことだったが、

「まあ、今日のところは仕方ないか」

　苦笑しつつ、やれやれとリネーアは嘆息する。

　今、ここ《鋼はがね》の族都ギムレーは、空前のお祝いムードに包まれていた。

　ヴィーグリーズ会戦における大勝利に始まり、敵の盟主である《剣つるぎ》宗主ファグラヴェールの捕ほ縛ばくと臣従ときて、その他ほか討とう伐ばつ軍残党の撃げき破は、大宗主レギンアークスオウユウトと神帝テイウダンスシグルドリーファの婚こん約やく発表である。

　これで浮かれるなというほうが無理というものだろう。

「しかし、ついに神帝テイウダンス陛下まで嫁よめにしてしまわれるとは。我らが親父おやじ殿どのは本当に底知れぬお方だ！　そんな方を父と仰あおげる我らはまったく幸せ者ですな!?」

「ええ、それに関しては異存はありません」

　リネーアも頷く。

　女としては競争相手が増えるというのはあまり面白おもしろいものではないが、ユグドラシル存亡の危機の今、現人神たる神帝テイウダンスの権威は民衆の信を得るために必要不可欠であると、政治家としては重々承知していた。

「もはや我らに敵対する勢力はなく、討とう伐ばつ令に端を発する戦乱もようやく一段落というところですな。あとは女将様がお世よ継つぎを無事お産みくだされば、我が《鋼はがね》は安あん泰たいと言えましょう」

「……うん、そうだな」

　少しだけ間が空いたのは、むしろ本当の危機はこれからであり、安泰などまだまだ程ほど遠とおいことを彼かの女じよは知っていたからだ。

　だが、それは最重要の機密であり、言うわけにもいかず言葉を濁にごすしかない。

「おお、そう言えば、若頭かしらのご懐かい妊にんはまだなのですかな？」

「ええっ!?」

　突然、矢や面おもてに立たされ、リネーアは素っ頓狂な声をあげる。

　二一世紀の日本ならば、いかな酒の席とは言えセクハラ以外の何物でもなかったが、ここは紀元前一四世紀のユグドラシルである。

　そんな概がい念ねんはそも存在すらしていない。

「親父殿の側室に上がられてからというもの、可憐さが増したと頓とみに評判ですぞ。そのへんどうなのです？」

「い、い、いや、ボクも欲ほしいとは思ってるけど、ま、まだそんな兆候は……」

　そもそも、相手の勇斗は出しゆつ征せいして不在なのである。

　することをしなければできるはずもない。

　だが、そんなことをおおっぴらに口にするのもはばかられる。

（だ、誰か助けて～）

　と、内心思ったが、《鋼はがね》ナンバー３に意見できるものはそうそういない。

　我が慢まんするしかないかと諦あきらめかけた矢先、しかし意外にも救世主が現れる。

「若頭かしら、《豹ひよう》の宗主スカーヴィズ、遅おくればせながら参上つかまつりました」

「おお、スカーの兄弟！　本当に久しぶりだ！」

　リネーアは声をかけてきた男に、嬉しげに言葉を返す。

　痩そう身しんで頬もこけ、顔色も悪く、見る者に不ふ吉きつな印象を与える男だが、今日ばかりはその顔が吉きつ兆ちように思えるリネーアだった。







「西部戦線ではご苦労だった。よくぞ《蹄ひづめ》を降こう伏ふくさせた。さすがは音に聞こえし『嘲笑する虐殺者ニーズヘツグ』だ」

　自身の執しつ務む室しつに場所を移すや、リネーアはまずは絶賛の言葉を口にした。

　実際、彼の活かつ躍やくには目覚ましいものがあった。
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　旧《豹ひよう》の残党たちを追い返し、返す刀で《角つの》の若頭補佐ほさのハウグスポリと連れん携けいしつつ《蹄ひづめ》領に攻せめ込み、ついに先日、《蹄ひづめ》の宗主を生いけ捕どり、見事降伏勧かん告こくを受け入れさせたのだから。

　これによりアールヴヘイム地方から我が《鋼はがね》に逆らう勢力を一いつ掃そうできたことになる。

「俺の力など微び々びたるもの。此度の勝利も、ヴィーグリーズでの御お館やかた様の大勝あってのものです」

　口元をわずかも緩ゆるめることなく、スカーヴィズは淡たん々たんと返す。

　どうやら本心からそう思っているらしい。

「そんなことはないと思うぞ。貴方あなたの獅し子し奮ふん迅じんの活躍ぶりは、ハウグスポリからも聞きき及およんでいる」

　彼からの手紙には、スカーヴィズへの賞賛が延々と書き連ねられていたものだ。

　その記述を引用するなら、

『軍の隅すみ々ずみにまで彼の意志は染しみ渡わたり、行軍には一糸の乱れもなく、その指示にも迅じん速そくに反応していた。大宗主レギンアーク殿どののような派手さはないが、その判断は的確にして迅速、その用兵ぶりは巧こう緻ちの一言に尽き、まさに名将と呼ぶにふさわしい』

　と皮肉家であるハウグスポリをして、この大絶賛である。

　よほどその采さい配はいに感かん銘めいを受けたらしかった。

「獅子奮迅とは、有あり難がたいですが、過大な評価ですな。獅し子しとはまさしく御館様にこそ相応ふさわしい言葉。あの方の前では俺などせいぜい犬いぬ猫ねこといったところでしょう」

　しかし、スカーヴィズの反応は、結局、淡々としたものである。

　リネーアからすれば、ハウグスポリでさえ十分すぎるほどに信しん頼らいに値あたいする将なのだが、その彼が絶賛するスカーヴィズさえ足あし下もとにも及ばないとは……。

　改めて、自分の父親の偉い大だいさを感じるリネーアである。

「その父上が、神帝テイウダンス陛下とご婚約されたことは知っているな？」

「ええ、まあ」

「肝かん心じんの式は神都グラズヘイムで執とり行おこなわれる。ついてはこの冬の間にも軍を進め、神都の支配を万ばん全ぜんなものにしたいというのが父上のご意向だ」

「……ふむ、それはまた随分と忙せわしない。慎しん重ちような御館様らしくありませんな」

「どうも色々ご事情があるようだ」

　リネーアは言葉を濁しつつ答える。

　若頭かしらである彼女は当然、そのあたりの問題を勇斗と細部にわたり共有しているが、それを口にするわけにはいかないのだ。

「それで貴き殿でんに頼たのみたいことがある」

「俺に？」

「うん。神都グラズヘイム進軍となれば、兵ひよう糧ろうを追加で送る必要がある。補給線も伸のび切っており、危険も高い。貴方ぐらいにしか頼めない」

　二万の兵を春先まで食わせるほどの量の兵糧である。

　相当な量になることが予想される。

　送り届けるだけでも困難であろうし、仮に奪うばわれようものなら、前線に壊かい滅めつ的てきな損害が出る。

　人は食べずには生きていけないのだから。

　万が一にも失敗は許されず、まさにこの男以外の適任はいなかった。







　人間、なぜそれをしなければならないのか、がわかっているほうがモチベーションは上がるものだ。

　準備の総指揮を任されていたフェリシアが俄が然ぜんやる気になったことで、それは周りにも伝でん播ぱしていく。

　あれよあれよという間に、《鋼はがね》は進軍再開の日を迎むかえていた。

「ようやく神都グラズヘイムへと戻もどれるのか」

　言って、シグルドリーファは自らの為ためにしつらえた特別製の馬車を見上げる。

　人が乗る屋形部分は、太陽の光を浴びることができない彼女のため漆しつ喰くいで白く塗ぬり固かためられており、そこに華か美びにならぬ程度の装そう飾しよくを施ほどこされている。

　一目で貴人が乗っているとわかる上品な代物だった。

「感覚的にはつい二週間ほど前までそこにいた感覚なのじゃが、それはもう半年以上も前なんじゃのう。不思議な感覚じゃ」

　しみじみとリーファは首をひねる。

　気が付いたら外の季節が初夏から真冬になっていたのだ。それは違い和わ感かんの一つも覚えるのも当然といえば当然だった。

「プチ浦うら島しま太た郎ろう気分といったところなんだろうな」

「ん、なんじゃその、プチウラシマタロウとは？」

　勇斗としては誰だれに言うでもない独り言だったのだが、リーファの耳に届いてしまったようだった。

　別段、隠かくすようなことでもないので勇斗は肩かたをすくめ、

「俺おれの国に伝わる昔話ですよ。亀かめを助けたら、海底の宮きゆう殿でんに連れていかれて豪ごう遊ゆう三ざん昧まい、楽しんだ後に地上に戻ったら、そこはもう数百年の時が経たっていた、ってね」

「ほむ、まさしく妾じゃな。まあ、その者に比べると、妾は半年程度で大したことはないが」

「ええ、それがプチです。俺の国の言葉で小さいとか、少しって意味です」

「ほうほう。異国の言葉は面白いな。そういえば、ヒルドールヴは前に会った時はまるでプチじゃったが、今はもうまるでプチではないのう」

「いや、なんかその使い方は違ちがいます」

「む？　小さいという意味なのだろう？」

「ええ、そうなんですが、なにかがおかしい感じがするんです」

　説明はできないのだが、違和感は確かに感じるのだ。

「ん～、なかなか難しいのぅ」

　リーファも眉間にしわをよせ首を傾かしげるが、すぐにクスリと笑みをこぼす。

「まあ、良い。どうせ道中たっぷり時間はあるのじゃ。ぜひプチの使い方を教えてもらうとしよう。ほれ、さっさと乗り込むのじゃ」

「えっ!?　俺は別の戦車チヤリオツトに……」

「む？　聞き捨てならんな。これから式を挙げようというのに、花はな嫁よめを独りにして不安にさせるのは、花はな婿むことしてどうかと思うぞ？」

「そんな……むっ……」

　内心不安になるような玉かと思った勇斗だったが、リーファの表情の中に嘘うそではない陰かげりが見えて、押おし黙だまる。

　何かに怯おびえているかのようだった。

「わかりました」

「ま、まことか!?」

「ええ。道中ご一いつ緒しよします」

「そ、そうか！　感謝するぞ、ユウト殿どの！」

　心から嬉うれしそうに、リーファは明るい笑みを浮うかべる。

　それを見ただけで、よっぽど不安だったのがわかる。

　考えてみれば当然のことであった。

　ハールバルズに操られてのこととはいえ、《鋼はがね》討伐令を発したのは他でもない神帝テイウダンスシグルドリーファということになっている。

　いわば《鋼はがね》包ほう囲い網もうを主導した人物であり、敵国の王だったのだ。

　そんなかつての敵兵の中で、少ない供しかいない状態で長旅するというのは、恐ろしく感じて当然だった。

　逆に《鋼はがね》の大宗主レギンアークたる勇斗がいれば、まかり間違っても粗そ相そうはするまい。

「そうと決まれば、ほれ、早く乗るのじゃ。気が変わらぬうちにの！」

「ちょっ、乗りますから押さないでくださいよ」

　ぐいぐいっと勇斗は強引に馬車の中に押し込まれる。

　さすがは双紋のエインヘリアルだけあって、華きや奢しやに見えて凄すさまじい剛ごう力りきである。

「へえ、中はけっこう広いんですね？」

　中を見回し、勇斗は小さく感かん嘆たんの声を上げる。

　さすがは神帝テイウダンス用にあつらえただけあり、その後、シグルドリーファにファグラヴェール、フェリシア、美月と四人が入ってきたが、それでもまだ余よ裕ゆうがある。

　内装も凝こっており美しく、目に楽しい。

　窓らしき突とつ起きもあるが、閉じられているのはリーファの体調をおもんぱかってだろう。

「そうじゃろう？　ああ、しかし、まさかおぬしと婚約し、こうして席を同じくしてグラズヘイムに向かっておるとはのぅ。あの時の夢が叶かなったわ」

　腕うでを組みしみじみとかぶりを振りながら、リーファは言う。

「あの時？」

「忘れたのか!?」

　勇斗の問いに、リーファが目を剥いて問い返してくる。

　その詰め寄りように若じやつ干かんたじろぎつつ、

「さすがにその言葉だけではどれのことだか……」

「妾が生まれて初めての接せつ吻ぷんを捧ささげ、別れた時に決まっておろう。まったく乙おと女めの初めてをなんと心得ておる！」

　ぷりぷりと怒おこるリーファだが、勇斗としてはいまいち納なつ得とくがいかない。

　思い返せば、彼女がそういう「叶わぬ夢」を見ていたと言われれば、シチュエーション的に納得はいくものの、それを自分に察しろというのは無理な気がした。

「あの時だって、普通、英えい雄ゆうたる丈夫ますらおならば、俺のそばにいろっと抱だき寄せるのが相場というものであろう？」

「神話の読みすぎですよ」

　げんなりと勇斗は肩を落として返す。

　あの時は、《雷いかづち》軍との戦いに向け、まさに出しゆつ撃げきするときだった。

　もう一つの敵氏族《豹ひよう》の動向も不気味であった。

　そんな状態で、神帝テイウダンスなんて爆ばく発はつ物ぶつを囲い込み、ユグドラシル中の氏族を敵に回していたら……当時の《狼おおかみ》ではひとたまりもなかっただろう。

　だが、そんな事情をリーファに察しろというのも無理な話だろう。

「相変わらずつれない男じゃな！　そんなふうに女心を軽かろんじておると、そのうち手痛いしっぺがえしを食うんじゃからな！」

　そんな捨てゼリフとともに、しばらくの間、ぷりぷりし続けるリーファであった。







「革命じゃ！」

「なっ!?　ここにきて殺せつ生しような！」

「ふはははっ！　機は熟した！　いかな軍神スオウユウトとは言え、もはやなすすべあるまい？　ふふっ、耐えに耐えた甲か斐いがあったというものよ。ふはははっ！」

　シグルドリーファが四枚のカードを叩きつけ、それはもう勝かち誇ったかのように哄こう笑しようを轟とどろかせる。

　勇斗はくぅっと顔を歪ゆがめ、自らの手に持つ一枚のカードを見み据すえる。

　そこにはルーン語で「２」と記されている。
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「ふふふ、焦あせりが顔に出ておるぞ？　どうやら妾の勝ちのようじゃなぁ？」

　リーファはにたぁっと口くちの端を吊つり上あげ、

「ふふっ、お兄様。お任せを。革命返し！」

「な、なにぃぃっ！」

　３という数字が刻まれたカードを四枚、叩きつけるフェリシアに、リーファは大きく目を剥いて大声を張り上げる。

「で、でかした、フェリシア！」

「ちょっ、手を組むのはなしじゃと言うとったろうが、貴様!?」

「わたくしはいついかなる時も、お兄様の味方ですから」

「ぬううう！　卑ひ怯きような！」

「よーし、俺の番。これであーがりっと」

「むがああああっ！　また負けたぁっ！」

　ダンダンダン！　と悔くやしそうにリーファが自らの腰こしかける椅い子すを叩きつける。

　さすがに双そう紋もんのエインヘリアルの全力には耐えきれないので、手加減はしているようだが、それでも相当の荒あれようだった。

「これで父上は負けなしの一〇連勝中か。さすがに強いと言いたいところですが、フェリシア殿を使うのはさすがに卑怯ではありませぬか？」

　遠えん慮りよがちに、だがきっぱりとファグラヴェールが忠言してくる。

　勇斗の盃さかずきを受け子分に降くだった身ではあるが、「妹」の為には逆らうことも辞さないようだった。

「まあ、そうだな。今回はノーカンでいいや。フェリシア、そういうことすると、ゲームが成り立たないから、今後、禁止な？」

「……わかりました」

　不承不承といった感じで、フェリシアも同意する。

　罪悪感からの強きよう迫はく観念こそなくなったが、それでも勇斗に尽つくすことが彼女の生き甲が斐いなのは変わりないらしい。

「よし、では仕切り直しじゃ。ファグラヴェール、カードを混ぜよ！」

「はっ！」

　ファグラヴェールが命令に従い、黙もく々もくとカードを集め、切り始める。

　最初の一回目こそ失敗してばらまいていたものだが、もうお手の物である。この辺り、器用な人間らしい。

「しかしこの大貧民というゲームは実に面白いな！　いくらやっても飽あきぬ！」

「でしょう？」

　満足げなリーファに、勇斗も得意げに返す。

　別に勇斗が考えたゲームではないが、自分の好きなゲームを相手が好きというのは、それだけでうれしいものだ。

「これなら道中、暇ひませずに済むのう」

「まあ、そのために作ったものっすからねー」

　この世界における勇斗の移動手段は、もっぱら馬車である。

　一日中、馬車の中で過ごすということもざらにあった。

　ぶっちゃけ暇である。

　退たい屈くつしのぎにトランプぐらいなくてはやってられなかった。

「そういえば今さらじゃが、美月も連れていくのはどうかと妾は思うぞ。今が大変な時じゃろう？　大丈夫なのか？」

「あはは。安定期に入ってますし大丈夫ですよー。それになんだかんだ勇くんのそばが一番安心できますから」

　ちらりと勇斗に視線を向けつつ、美月が笑う。

　彼女を連れていくかどうかは、結構迷ったのだ。

　だが、つい先日まで敵国だったところに正妻を一人置いておくわけにもいかず、美月も付いてくることを望み、今ここにいる。

「おお、いきなり惚のろ気けられたわ」

「つっ！」

「ど、どうした!?」

　突とつ如じよ、目を細め表情を歪める美月に、リーファは慌あわてたように詰め寄る。

　だが美月はたははっと笑って、

「いえ、子供が蹴けっただけですから。けっこうやんちゃなんですよ、この子」

「なんじゃ、驚おどろかせおって。ふむ、男の子かのぅ」

「うーん、どっちなんでしょうねぇ。まあ、どっちでもいいんです。健康に生まれてきてさえくれれば」

「……ふむ、その通りじゃな。健康なのがなによりじゃ」

　リーファは深々と頷うなずく。

　彼女自身、あまり健康でない身体で生まれ、不便している。

　そのあたり、痛感があるのだろう。

「ちょっと触さわってみてもよいか？」

「はい」

「どれ……おっ、確かに蹴っておるわ！　やんちゃじゃのう！」

　美月のおなかに手を触ふれつつ、リーファが楽しげに顔をほころばす。

　その後もしばし、飽きもせずリーファは美月のお腹なかを触っていたが、

「妾もユウト殿の子が欲しいのぅ」

　ポロリとそんなことをつぶやく。

「ふふっ、リーファ様も勇くんの奥おくさんになるんだから、そのうち授さずかりますよ」

「……ふむ、そうか、そうじゃな。楽しみじゃのう」

　そういって、リーファは小さく微笑ほほえむ。

　だがその笑えみは、どこかはかなげで寂さびしそうだった。







ACT 2







「お、見えてきた見えてきた」

《剣つるぎ》の族都シグトゥーナから南下すること五日、《鋼はがね》軍はついに神聖アースガルズ帝てい国こくの神都グラズヘイムへと辿たどり着ついていた。

《槍やり》その他ほか、他氏族の妨ぼう害がいがあるのではと構えていただけに、拍ひよう子し抜ぬけもいいところである。

「こりゃ壮そう観かんだな」

　さすがはユグドラシル全土を統一したというボーダンが築いた都である。

　たかだか一〇万かそこらの人口には圧あつ倒とうされないと高をくくっていた勇ゆう斗とであったが、いざその城じよう壁へきを目まの当あたりにすると、息を呑まずにはいられなかった。

　勇斗を圧倒したのは、ただただその長さである。

「ほへ～、まるで万ばん里りの長城だね～。実物見たことないけど」

　美み月つきも驚きに目を丸くしている。

　同じものを、勇斗も連想していた。

　城壁の高さはざっと一〇メートルほどだろうか、それが右も左も地平の果てまで続いている。

「水平線までの距きよ離りって、確か四・六キロだったよな……」

　つまり、どれだけ少なく見積もっても、ざっと九キロはあるわけだ。

　もちろん、そんなはずもない。

　城壁が一方向だけ街を守っているなどということがあるはずもなく、ぐるりと街を囲っているはずだ。

「ふふん、驚いたようじゃな」

　日ひ傘がさを差したリーファが、得意げに胸を張ってみせる。

　夏はさすがに厳しいが、冬の夕方ならば、傘かさを差せば多少外に出ることができるらしい。

「ああ、こりゃたまげた。いったいどれだけあるんだ？」

「大人が朝から晩まで休みなしで歩いても回り切れんとは聞いたのぅ」

「は～～～」

　溜ため息いきしか出ない。

　二一世紀の現代ならば、建機なり運うん搬ぱん車両なりあるからどうとでもなるが、この時代、何から何まで手作業である。

　これだけの量の煉れん瓦がを焼き、積み上げるために使われた労力を考えると、気が遠くなる勇斗だった。

「二〇年かかったってのはざらじゃねえな」

　話には聞いていたが、目の前にすると実に納得である。

「一応、歓かん迎げいはしてくれるらしいな」

　勇斗が視線を向けた先では、城門が開かれ、行商人と思おぼしき人々が列をなしている。

　皆みな、びくびくと怯えた様子で《鋼はがね》軍の動向を見守っている。

　さもありなん。

　武装した兵が二万も群れを成しているのだ。

　これで怖こわくないはずがない。

「スカーヴィズ！」

「はっ！」

　勇斗の後ろに控ひかえていた痩身の男が進み出て、片かた膝ひざをつく。

　ギムレーからの補給隊とともにシグトゥーナに現れ、そこで合流したのだ。

「兵たちに行ぎよう儀ぎよくしているよう徹てつ底ていしろ。この命令に背そむく者は皆の前で死よりもつらい拷ごう問もんに処せ」

　我ながら冷れい酷こくなことを言っているという自覚は、勇斗にもある。

　だが、冷酷であることが、全体としては温和であることより大勢の人にとって幸福を授けるということを、勇斗は経験上、熟知している。

　今回も、一いち罰ばつ百ひやつ戒かいという言葉があるように、皆の前でことさらむごたらしい罰ばつを与あたえれば、他の者も控えるようになり、被ひ害がいは最も減るだろうという判断だ。

　王たる者は、時にどれだけ胸が痛もうと、心を鬼おににせねばならぬときがあるのだ。

「ここにはユグドラシル中の行商人が集まっている。悪さをすれば、悪評は瞬またたく間まにユグドラシル全土に広がる。それだけはなんとしても避さけねばならない」

「なるほど、そのために俺をお呼びになったのですな」

　したり顔でスカーヴィズが頷く。

《狼おおかみ》時代、彼には「法」の存在を人々や兵たちに周知させるため、厳げん罰ばつの執しつ行こう者しやという役目を務めてもらっていた。

　ここにきて、《鋼はがね》軍も敗残兵を吸収して急拡大している。

　彼のような人材が、今は急ぎなにより必要だった。

「いつもすまんな。嫌いやな役ばかり押し付つけて」

　申し訳なさそうに、勇斗は頭を下げる。

　そう、必要不可欠ではあるのだが、誰も好んでこんな嫌きらわれ役を務めたがりはしない。

　人は群れる生き物であり、本能的に他人から好かれたがるものだ。

　この役目は周りから蛇だ蝎かつのごとく嫌われ、陰かげ口ぐちをたたかれ、そして誰にも、それこそ勇斗ぐらいにしか感謝してもらえない。

　そういうつらい役目だ。

　だが、スカーヴィズは平然と笑って言う。

「お気になさらず。俺にはこういうのが性に合っておりますから」

　改めて、良い家臣を持ったと勇斗は思った。







「お待ちしておりました。ようこそ、おいでくださいました。《鋼はがね》大宗主レギンアークスオウユウト様」

　出で迎むかえてくれたのは、年のころ一五歳さいほどだろうか、まだ幼さの残る少女である。

　着ている服は一目で絹製とわかる素す晴ばらしく上等なものだ。

　顔立ちには、多少、シグルドリーファの面おも影かげがあった。

「私はヤルル家が当主スヴェイグジルの孫まご娘むすめイヤールクと申します」

「ヤルル家か、聞き覚えがあるな」

　確か、帝てい国こく御ご三さん家けと呼ばれる高貴な家いえ柄がらのはずだ。

　神帝テイウダンスに御み子こがないときは、そこから新たなる神帝テイウダンスを輩出することになっていると、記き憶おくの片かた隅すみから引っ張り出だす。

「高貴なる方自らのお出迎え、痛み入る。自己紹しよう介かいは無用と思うが、周防すおう勇斗だ」

「ご高名はかねがね。このたびは寛かん大だいなる御処置、心より感謝する次し第だいです」

「ふむ、ならば孫娘などに任せず、当主直々が筋と思うがな？」

　まじまじと少女を見つつ、勇斗は皮肉げにつぶやく。

　征せい服ふく者しやだという自分の客観的評価ぐらい、勇斗も知っている。

　そんな人間を孫娘に一人で出迎えさせるなど、非道ひどすぎるのではないかとどうしても思ってしまうのだ。

「祖父は病びよう床しようの身でしてご容よう赦しやください。また、その、大宗主レギンアーク様はとても、その、女性がお好きと伝え聞いておりましたので……」

「そっちのほうが広まってるのか」

　思わず額を押さえるしかない勇斗である。

　昔は濡ぬれ衣ぎぬだと抗こう弁べんできたが、今はもうさすがにそれも難しい。

「わたくしごときでは陛下のそばに侍はべる美び姫きたちには敵かなうはずもございませんが、その末席に……」

「フェリシア」

　イヤールクの言葉を遮さえぎって、勇斗は後ろに控えていた美女に声をかける。

　特に言葉は交かわさなかったが、勇斗とフェリシアの間には四年という月日がある。

　目線だけで、ある程度は言いたいことを伝えられる。

　この時もそうだった。

　彼女は目ま蓋ぶたを閉じ、呪力を高めていき――

「《グレイプニル》！」

　手のひらから放たれた金色のヒモが、イヤールクを縛しばり上げる。

　勇斗召しよう喚かんに用いられた、異質なるものを捕とらえる秘法である。

　本来は神請ごいの儀ぎ式しきなどに用いられるものだが、エインヘリアルの力を封ふうじるといった場合にも使用される。

　今回は――

「どうだ？」

　ふらっとイヤールクの瞳ひとみから生気が失われ、ふらっとその場に崩くずれ落おちるのを横目に見つつ、勇斗はフェリシアに問いかける。

「手て応ごたえあり、です。おそらくお兄様の睨にらんだ通りだったかと」

　ぐいっとフェリシアがひもを引き寄せると、イヤールクの中から黒くくすんだもやのようなものが縛られて引きずり出されてきた。

　その黒くくすんだもやには、見覚えがあった。

　先日、リーファに《フィムブルヴェト》をかけた時にも、同様のものを見ていた。

「やはりまだ生きていたか、ハールバルズ」

　もやを見下ろし、勇斗は冷れい淡たんに吐はき捨すてる。

　ハールバルズ――

《槍やり》の宗主パトリアークにして神聖アースガルズ帝国大神官……だった男である。

　すでにその首を断たたれ世間的には死んだことになっているが、どうも意識のない人間に乗り移ることができるという厄やつ介かい極きわまりないルーンの持ち主であり、リーファの身体から追い出された後も、しぶとく生き残っていたらしい。

「何かこそこそ企たくらんでいたようだが、これで終わりだ。このまま封ふう印いんし……」

「っ!?　きゃっ!?」

　パァン！　ともやをしばっていた金色のひもが弾はじけ飛とぶ。

　そのままもやは空気に溶とけ込むように消きえ失うせ、影かげも形もなくなってしまう。

「ちぃっ！　逃にげられたか」

　もやの消えたほうを睨みつつ、勇斗は舌打ちする。

「も、申し訳ございません、お兄様。千せん載ざい一いち遇ぐうの好機だったというのに」

「いや、こればっかりは仕方がない。相手が一枚上手だったってことだ」

「うむ、伝えておらなんだが、彼奴あやつは妾を除けば、帝国一の秘法の使い手じゃ。奴やつを抑おさえきれるのは妾ぐらいのものじゃろうて」

　リーファも慰なぐさめの言葉を告げてくる。

　そういうことは先に言ってほしかったと思ったが、後の祭りであろう。

「それにしてもよく見み抜ぬけましたね、お兄様」

「うむ、妾にはぜんぜんわからなんだぞ」

「恥はずかしながら私も」

「あたしもだよ。勇くん、すごいね～」

　今後の懸け念ねんに頭を悩なやませていた勇斗であったが、フェリシア、リーファ、ファグラヴェール、美月とその場にいた女じよ性せい陣じんが一いつ斉せいに褒ほめてくる。

「半分は勘かんだよ。大したことじゃない」

　ちょっと照れくさくなり、勇斗はぶっきらぼうに返す。

「半分ということは、もう半分はちゃんとした根こん拠きよがあった、と？」

　ファグラヴェールがしっかり言げん質ちを取ってくる。

　明らかに説明を求めていた。

　他のみんなも同様である。

　やれやれと勇斗は頭を掻かき、

「あんま人間らしくなかったんだよ」

「はぁ、そんなふうには見えませんでしたが……」

「人間、身内のことを悪く言われると、ムカッとくるもんだ。そこが妙みように反応がなかった。薄うすいどころじゃなく、まったくなかったんだ」

　最初の違和感は、「ヤルル家か、聞き覚えがあるな」という勇斗の言葉への反応だ。

　これは本当に思い出せずつい口に出してしまったのだが、帝国でも御ご三さん家けといわれる高貴な家の出の人間に、こんな言い方をすれば普ふ通つう、カチンとくるだろう。

　それがまるでなかった。

　なので、祖父の件を持ち出して試ためしてみた。

　こちらも祖父は病床で、と実にあっさりと状じよう況きようを説明しただけで、祖父が勇斗の不興を買わないよう弁明しようという気配はなかった。

　明らかにおかしいというしかなかった。

「は～～、大したものじゃのぅ。よう人を見ておるわい」

　あらかた説明し終えると、リーファが心底から感心した目で勇斗を見上げていた。

「まあ、人の心に関しては、散々勉強しましたからね」

　宗主として多くの人を率いねばならないと分かった時点で、散々読よみ漁あさった。

　加えてそれから、実じつ践せんの機会にも恵めぐまれた。

　この程度のことはもう、勇斗にしてみれば褒められることすら照れくさいほどに、もはや朝飯前のことだった。

「とは言え、早さつ速そく仕し掛かけてくるとは、諦あきらめてねえなぁ、あのじいさん」

　勇斗はやれやれと苦く笑しようするしかない。

　すでに肉体を失ったというのに、まったく執しゆう念ねん深ぶかいというしかない。

　これからも色々と仕掛けてくるであろうことが容易に想像できる。

　出だしからなんとも頭の痛いことだった。







《鋼はがね》軍は、神都グラズヘイムの民にただただ沈ちん黙もくをもって迎えられた。

　他国の軍の侵しん入にゆうを許すのは、建国二〇〇年の歴史の中で一度としてなかったことだ。

　軍というものが、街の民を蹂じゆう躙りんし、略りやく奪だつする存在であることぐらい、グラズヘイムの民たちとて聞きき及およんでいる。

　それは遠い地の話のことで、自分たちには関かかわりのないことだと思ってはいたが、今こうして二万もの大軍を前にすると、恐きよう怖ふに固かた唾ずをのんで見守ることしかできなかった。

　ついで現れたのは――

「な、なんだ、ありゃあ!?」

「おいおいおいおい……」

「まさか、あれって……」

　白き巨きよ体たいを揺ゆらして現れた獅子や虎とらほどもある巨狼が、そんな彼かれらの静せい寂じやくをぶち破る。

　当然と言えば当然であろう。

　巨狼ガルムは三大山脈の高地にしか棲せい息そくしていないとされる幻まぼろしの獣けものだ。

　それも狂きよう暴ぼうにして強力、とても人間が手なずけることなどできぬと言われていた。

　それを――

「ガルムを乗りこなしてるとか、なんだよ、あいつ!?」

「黒くろ髪かみ！　もしやあれが《鋼はがね》の大宗主レギンアークスオウユウトか!?」

「まだ全然若く見えるのになぁ」

　民衆のどよめきが瞬く間に伝播していく。

　そんな民衆を横目に、かたわらを鹿か毛げの馬で並走するフェリシアがクスリと笑う。

「奇き襲しゆう成功といったところですわね、お兄様」

「ああ、信長の時の二番煎せんじだけど、やっぱりこいつはインパクトあるよな」

　ヒルドールヴの上で、勇斗は毅き然ぜんとした表情を保ちつつも、声には笑いがにじんでいた。

　やはり新たな為い政せい者しやの入城だ。

　今後の統治の効率を考えると、ここでできる限り鮮せん烈れつに、逆らってはいけない相手だと印象付けておきたいところだった。

「まあ、問題はそれよりも、ハールバルズとかいうクソ爺じじいが暗あん躍やくしていること、だな」

「他人に乗り移って操あやつれる能力、と言うのは正直寒気がしますわ」

　フェリシアがぶるるっと身体を震ふるわせる。

　そんなことが自由自在にできれば、信しん頼らいしていた味方がいきなり主を襲おそう刺し客かくへと変へん貌ぼうするのだ。

　護衛として、これほど恐おそろしいことはないだろう。

「疑ぎ心しん暗あん鬼きになりそうです……」

「まあ、そこまで神経質になることはないだろう。差し当たっては、意識のない人間しか乗っ取れないっぽいしな」

　勇斗はニッと口の端を吊り上げると、フェリシアが驚いたように目を丸くする。

「そう、なのですか？」

「ああ、多分な。まあ、さすがに断定は避けるが」

　そう前置きしつつ、勇斗はそう考えた理由を述べる。

　本当に誰でも彼でも乗っ取れるのであれば、いの一番に勇斗を乗っ取ってるはずである。

　それをしないということは、制限があるはずだった。

　先さき程ほどの少女イヤールクは、何か薬でも飲まされているのか、耳元で叫さけんでも、頬ほおを叩たたいても、一向に目を覚ます気配はなかった。

　思い返せば、リーファも《グレイプニル》の重ね掛けにより、意識不明に陥おちいっていた。

　これがただの偶ぐう然ぜんとは、勇斗には思えなかった。

「つまり、ヤツが身体を乗っ取るには、本人が意識を失っている必要があるってことだ」

「なるほど、このわずかな情報の中からあっさりと敵の能力を割り出すなんて……つくづくお兄様の洞どう察さつ力りよくには頭が下がります」

「そんな大したことでもないだろ、これぐらい。お前は相変わらず俺を高く評価しすぎだっての」

　笑って勇斗は取りあわない。

　ハールバルズに憑ひよう依いされた人間が二人とも意識がなかったのだ。

　こんなわかりやすい共通点はない。

「いえ、本当に凄すごいと思いますわ。あれがああして、こうして、ああなる。聞けばしかりと納得いたしますが、実際にそれを自分で導き出すのは難しいものです」

「そんなもんかねぇ」

　勇斗はいぶかしげに首を傾げるしかない。

　まあ、そういうことがないわけではないが、それにしては簡単すぎるようにも思える。

　そういえば、とある大物有名人が、算数とは論理だ、と喝かつ破ぱしていたのを思い出す。

　算数問題を子供のうちからこなすことで、論理思考が育はぐくまれるのだ、と。

　そのあたり、多少個人差なりなんなりあるのだろうが、多少の効果があるとするなら、確かに自分は、四則演算さえ満足にできれば、一生食べていけるこのユグドラシルの水準では、論理思考が圧あつ倒とう的てきにできるほうなのかもしれない。

「まあ、とは言え、それでも厄介極まりない能力なのは確かだな」

　意識がない身体を乗っ取れるというのなら、寝ねている人間の体を乗っ取れる可能性があるということだ。

　ユグドラシルでも抜ばつ群ぐんの機動力を誇ほこるフヴェズルングの独立騎き兵へい団の潜せん伏ぷく場所をことごとく見抜いたという話からして、まだ秘密もありそうだ。

「敵の手の内がわからないのに、こちらは筒つつ抜ぬけ、か」

　まったく面めん倒どうな相手と言うしかなかった。







「話に聞いてはいたが、まるで別世界だな」

　は～っと感嘆の吐と息いきとともに、勇斗はお上りさんよろしく、きょろきょろと辺りを見回していた。

　神都グラズヘイムの中心、神帝テイウダンスの居城ヴァラスキャールヴ宮きゆう殿でんは、小さな街ぐらいならすっぽりと入るほどの広大な敷しき地ちを誇る。

　その中に本来であれば街に一つか二つしかない巨きよ大だい建造物がこれでもかと林立しているのだ。

　違ちがう時代に迷い込んだのではないかと疑いたくなったほどである。

「街を囲む城壁と言い、これほどのものがこの時代、いや二〇〇年も前に築かれていたってのが驚きだな」

　むしろ現代よりその頃ころのほうが文明が発達していたのではないかと勘かん違ちがいさえしそうになる。

　これを築いた初代神帝テイウダンスボーダンの権力のほどがうかがい知れる。

　一方で、都の建築にここまで莫ばく大だいな投資をしたからこそ、帝国は二代目以降、急速に力を失っていったのだろうとも思った。

「そうじゃろうそうじゃろう。妾と結けつ婚こんした暁あかつきには、このすべてがそなたのものになるのじゃ。うれしかろ？」

「いや、それは別に」

「な、なにぃっ!?」

　勇斗のつれない返事に、リーファがぎょっと目を剥むき驚きをあらわにする。

「ユグドラシル一の大都市と巨城じゃぞ!?　この価値がわからんのか!?」

「いや、そりゃ価値はわかりますけどね」

　勇斗はむしろ面倒くさそうに、ポリポリと頭を掻く。

　そう、彼は実際、面倒に思っていた。

　本来であれば、ユグドラシル一の商業都市など宗主としてはこれほど美味おいしいものはないのだが、どうせ箱船ノア計画の際には打ち捨てていくのである。

　確か人口は、一〇万を数えたと聞く。

　大通りからちらっと見た程度だが、他の地域に比べ文化水準の高さを感じた。

　これは民を移動させるのは骨だと、彼にとっては面倒な懸けん案あんが増えたにすぎなかったのだ。

「まあ、そんなことより」

「そんなこと!?　グラズヘイムが！　ヴァラスキャールヴ宮殿が！　権力者であれば誰だれもが望むであろうこの二つが、そんなこと!?」

　リーファがガーンと何やら衝しよう撃げきに打ちのめされている。

　少々、気の毒には思ったが、仕方がない。

　本当にそんなことより急な案件があるのだ。

「ハールバルズです。ヤツが生きていることがわかった以上、早さつ急きゆうに何かしらの対策を取る必要があります。が、正直、あれは俺おれの専門外です」

　お手上げとばかりに、勇斗は両手のひらを空に向け、肩かたをすくめてみせる。

　勇斗は二一世紀から様々な知識・技術を持ち込んでいるが、さすがにアレをどうにかする手段には心当たりがない。

　あえて言えば、除じよ霊れいあたりだろうが、二一世紀のそれは、ユグドラシルにむしろ大きく遅おくれを取っているようにさえ思える。

　が、放置するには少々危険すぎる。

　裏でどれだけ暗躍されるかわかったものではない。

　となればやはり、ユグドラシル一の秘法使いというその道の専門家の意見をぜひとも聞いておきたかった。

「ん～、そうじゃな。《グレイプニル》という発想自体は悪くなかったと思うぞ。というより妾にもそれしか思おもい浮うかばん」

「しかし、逃げられました」

「フェリシア殿どのの呪力ではな。妾のものならば、いかなヤツとて逃のがれられん」

「ふむ、では次はリーファ様にお願いするとして、問題はどうやってその状況を作り出すか、ですね」

　口元に手を当てて、勇斗は難しい顔になる。

　一度捕ほ縛ばくされかけたのだ。

　次からはハールバルズも警けい戒かいするだろう。

　再び捕えるのはより難しくなったと言える。

　それに加え、フェリシアだからこそ阿あ吽うんの呼吸で合図を出せたが、さすがにその機き微びを出で逢あって間もないリーファに求めるのも酷こくというものだ。

　相手の意表を突つき、捕縛できたというのにあと一歩のところで取とり逃にがすというのは、まったくもって痛つう恨こんの事態であったと言える。

「そもそも、ヤツはいったい何が目的なんだ？」

　今さらながらに、気になった。

　少なくとも、勇斗を殺そうという意思はないように思えた。

　そのつもりなら、リーファに乗り移っていた時にすでになにかしらその手の疑わしげな行動が一つ二つあったはずである。

　が、その手の気配はまるでなかった。

「『死にとうない』」

「えっ？」

　リーファのつぶやきに、勇斗は振ふり返かえる。

「いや、今なんとなくふと思い出したのじゃ。ヤツに憑とりつかれておった時のことはほとんどまるで覚えておらんが、ヤツのこの言葉だけはうわ言のように何度も響ひびいておったような気がする」

「ふむ、死にたくない、か。それも奇き妙みような話だな」

　先の《鋼はがね》包ほう囲い網もうの責任を取り、勇斗はハールバルズの首を所しよ望もうした。

　交こう渉しようは難航するかと思われたが、ほぼ無む抵てい抗こうで、彼は自らの首を斬きり落としこちらに送り届けてきた。

　そんな人間が生に執しゆう着ちやくしている？

　矛む盾じゆんもいいところである。

「だが、生きていると言えば生きているの、か？」

　自らの肉体は失ったが、魂たましいはまだどうも現世に留とどまっているようだし、何より他人に乗り移り、身体を動かすこともできる。

「なるほどな、見えてきた」

　ふんっと勇斗は鼻を鳴らす。

「なに!?　もうか!?　妾にはさっぱりじゃぞ」

「恥ずかしながら、私も」

　リーファとファグラヴェールが難しい顔で唸うなっている。

「それで、ヤツの目的とは？」

「ああ、それはな」

　頷き、勇斗は自らの推理の元となる情報を並べていく。

　年老いた人間ほど、死を意識し、死にたくないという想おもいが強まるものだと、何かで読んだ覚えがあった。

　自分の死んだ祖父母も、中年までは不ふ摂せつ生せいな日々を送っていたそうだが、晩年は死にたくないと健康管理に勤いそしんでいたと聞く。

　ハールバルズも、この世界の常識ではもういつお迎むかえがきてもおかしくない老ろう齢れいだ。

　誰よりも死を間近に感じていたに違いない。

「そこにハールバルズの能力、彼の言動を加味すれば、おのずと答えは見えてこないか？」







「驚いたな。あれが《鋼はがね》の大宗主レギンアークか」

「見た目こそガキだったが……」

「見た目で判断できんだろう。ガルムも従えていたし、とんでもない戦いくさ上手らしいぞ」

「ああ、俺も聞いた。一代でアールヴヘイムのほとんどを征せい服ふくした《蹄ひづめ》のユングヴィをはじめ、あの双そう紋もんのエインヘリアル、『虎心王ドールグスラシル』ステインソール、ユングヴィ亡なき後あととはいえ、ミズガルズからアールヴヘイムを瞬く間に蹂躙した『仮面王グリームニル』フヴェズルング……」

「いずれも中央にまで名が轟とどろく豪ごう傑けつたちだ。それらを軒のき並なみ退け、今回に至っては『美び麗れい王』《剣つるぎ》宗主ファグラヴェール率いる五氏族連合軍の三万の撃げき破は、か」

「まったくとんでもないというしかないな」

　往来を通る勇斗を遠目に、人々がまことしやかに噂うわさしている。

　そんな人々の話に聞き耳を立てつつ、苛いら立だたしげに舌打ちしているモノがいた。

　漆しつ黒こくの身体に赤い瞳、その鋭するどいかぎ爪づめは民家の屋根をしっかり掴つかんでいる。

「カァッ！」

　一声鳴いて、翼つばさをはためかせる。

　一見どこにでもいるカラスである。

　が、見る者がみれば、その瞳には獣のものとは思えぬ激しい憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬが燃えていることに気づいただろう。

（おのれ、『黒きもの』め！　どこまでもどこまでも儂わしの思おも惑わくをぶち壊こわしおって！）

　カラスに身をやつしたハールバルズが、呪じゆ詛そを渦うず巻まかせる。

　また一つ、むざむざ駒を失ってしまった格好だ。

（さすがはユグドラシルの四分の一を平らげた覇は王おうといったところか。こりゃ出し抜ぬくのも一苦労じゃて）

　いったいいかなる理由で気が付いたのか、皆かい目もく見当もつかない。

　以前のリーファの時はまだ、以前、数か月、イアールンヴィズに滞たい在ざいし交流を持っていたというから違い和わ感かんを覚えられても致いたし方かたなかったが、あのイヤールクに至っては初対面である。

　言葉も所作も、宮きゆう廷ていの貴婦人たちを完かん璧ぺきに模も倣ほうしたと自画自賛できる。

　不自然な点など何一つないはずなのに、気づかれた。

　まだ十代だというのに恐ろしい洞察力と言うしかなかった。それこそ本当に人の心を読み取っているかのように錯さつ覚かくしかけるほどである。

（我わが野望のために役立つと思いしばらく生かしておいてやろうと思うたが、これは殺すしかないのぅ）

　このままでは目的を果たしても、いつ何時気づかれ、また《グレイプニル》をかけられかねない。

　略式の代しろ物ものだったゆえなんとか破ることができたが、さすがに入念に手順を踏ふんだものでは、逃れられる自信はない。

（まったくことごとく我が野望の前に立ちはだかってくれるわい）

　彼さえ現れなければ、今年のうちにリーファに自らの子を孕はらませ、その子に生まれ変わる準備が済んでいたはずなのだ。

　そして二〇年後には新たな神帝テイウダンスとして、大国《槍やり》の貢こう献けんの下、ユグドラシルに覇はを唱えていたはずなのだ。

　富も、権力も、若さも、全すべてを手に入れていたはずなのだ。

　だというのに、あの小こ僧ぞうが現れたおかげで、全てを失ってしまった。

（ならば今度は儂が、貴様から全てを奪うばってやる番よ。絶好の依より代しろも見つけたことじゃしなあ）

　ハールバルズは暗く嗤わらう。

　カラスの不気味な鳴き声が、グラズヘイムの街にこだまする。







　その夜、それは何の前まえ触ぶれもなく起こった。

　ガタガタガタガタ！　と寝しん室しつの調度品が揺れ動うごきけたたましい音を立てる。

　だが、揺れているのは家具ではなく、建物そのもの、否いや、大地そのものであった。

「地じ震しん!?」

　最も恐れていた事態に、勇斗は寝しん台だいから飛び起きた。

　揺れは収まる気配を見せず、なおその勢いを強めていく。

「わ、わわ、かなり大きいね！」

　隣となりで寝ていた美月も、あわあわしている。

　突とつ然ぜんの事態にパニックに陥っているようだ。

「美月！　机の下に隠かくれろ！　俺は寝台の下にもぐる！」

「あ、う、うん！」

　この辺りは地震大国日本出身の二人だった。

　学校の防災訓練などで身体に染しみついている。

「お兄様！」

　一方、地震にこれまでまったく縁えんのなかったフェリシアが、室内に駆かけ込んでくる。

　もっとも彼かの女じよの場合、知っていても護衛の任をまっとうするため果か敢かんに行動していたかもしれないが。

「ご、ご無事で……」

「馬ば鹿か！　動き回るな。何かの陰かげに隠れろ！　倒とう壊かいに巻き込まれればいくらお前でもただじゃすまないぞ！」
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　ほっと安あん堵どの吐息を漏もらすフェリシアに、勇斗が怒ど鳴なるように指示を出す。

　ユグドラシルの建築物は、基本、煉瓦と木材である。

　技術力も二一世紀とは比べ物にならない。

　いつ天てん井じようが崩れ崩ほう落らくしてもおかしくはなかった。

「は、はい！」

　慌あわててフェリシアが勇斗の寝台に滑すべり込んでくる。

　ほぼそれと同時に、揺れが収まっていく。

「なんとかやり過ごせたか」

　とりあえず生いき埋うめにならなかったことに、勇斗はほっと安堵の吐息を漏らす。

　が、それもベッドから這はい出でるまでであった。

　室内はまるで強ごう盗とうにでも襲しゆう撃げきされたかのように、家具は倒たおれ、土器の破は片へんが散乱し、散々たる有様だった。

「美月！」

　慌てて勇斗は愛妻の方を振り返り、

「な、なんとか大だい丈じよう夫ぶ～」

　机の脚あしをしっかり握にぎりしめた彼女の姿に、もう一度安堵の吐息を漏らす。

「無事か、よしとりあえず外に避ひ難なんするぞ。いつ崩れるかわかったものじゃないしな」

　言って、勇斗は美月をひょいっと抱だきかかえる。

　いわゆるお姫ひめ様さまだっこである。

　ユグドラシルでは決して強きよう靭じんとは言い難がたい勇斗だが、それでも毎日の訓練は欠かしていない。

　これぐらいのことはいざとなれば楽勝にできるのである。

「よし、行くぞ」

　勇斗たちはドアを開き、通路へと飛び出す。

　突然の大おお地じ震しんに混乱する声があちこちからこだましてきていた。

「ちっ、こりゃ完全にパニクってるな。仕方ねえ。フェリシア、美月を頼たのむ！」

「え!?　お兄様は!?」

「俺は宮きゆう殿でん内ないにいる人間を誘ゆう導どうする。ここの人間は地震に慣れてないみたいだしな」

「そ、それは危険すぎ……」

「ああ、だからこそお前に頼むんだ。お前にしか託たくせない」

「……わかりました」

　問答している暇ひまがないことは、彼女にもわかったのだろう。

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で、フェリシアが頷うなずく。

「まあ、そう心配するな。ルーネもすぐに駆けつけてくるだろう。あいつと一いつ緒しよなら滅めつ多たなことはないさ」

「……わかりました。お兄様に神のご加護があらんことを！」

　美月を受け取りつつ、フェリシアが心配そうに勇斗を見つめてくる。

　どうも別れがたい気持ちがあったようだが、振り切きって背を向け駆けていく。

「皆みなの者！　落ち着けえ！　まずは建物の外に避難する！　決して走るな！　前の人間を押おしのけるな！　これを守らぬ者は後で厳げん罰ばつに処すと思え！」

　自分のことだけを考え、他人を気にせず我先に逃げようとする者がいれば、むしろ逆に渋じゆう滞たいが発生する。

　助からないという恐怖が蔓まん延えんし、指示を受け付けないパニック状態になれば、非常に面倒である。

「絶対助かる！　だからきっちり並んで、整然と進め！」

　勇斗は喉のどが張はり裂さけんばかりに大声で叫び続ける。

　その甲か斐いあり、宮殿からの避難は無事、何事もなく完かん了りようする。

　だがその後も勇斗は、事後対応に追われ、まんじりともせず朝を迎える。

　そして――

　眼下に広がるグラズヘイムの光景に、思わず息を呑のむしかなかった。







ACT 3







「なんじゃ……これは……!?」

　眼下に広がるグラズヘイムの街並みに、リーファは愕がく然ぜんと身体を震わせた。

　まだ太陽も顔を出だしていない早朝に起き、街に光が差して赤みを帯びていく光景を見るのが好きだった。

　生まれてこのかた、ただの一度も街中を歩いたこともないが、それでも彼女はグラズヘイムという街を愛していた。

　病弱で奇き異いな容姿の持ち主である彼女にとっては、掛け替えのないよりどころだったと言っていい。

　このユグドラシル最大の都市の主である、ということが彼女のアイデンティティを支えていた部分が確かにあった。

　それが、ものの見事に崩ほう壊かいしていた。

　グラズヘイム自じ慢まんの街を囲む城じよう壁へきもところどころ崩れ堕おちている。

　家々も半数近くが潰れている。

　彼女の愛した雄美なグラズヘイムは、もはや見る影もなかった。

「俺も最初に見た時は絶句しましたよ」

　隣に立つ勇ゆう斗とが、沈ちん痛つうな面おも持もちで話しかけてくる。

　ほぼ徹てつ夜やでこの緊きん急きゆう事態に対応していたからだろう、その表情には疲つかれの色が濃こい。

「こんな事態だ。すみませんが、結婚は延期するしかありませんね。できれば正月にはって思ってたんですが」

「そ、そんなことは気にせずともよい！　そ、それより、こ、これはまさか、おぬしの言っていた……」

「はい、どうやら恐れていた事態が来たようです」

「は、早く新天地への避難を！」

「本国に戻もどったところでまだ船は建造中です。どうしようもない」

「…………」

　硬かたい表情で街を睨み続ける勇斗に、リーファも何も言えなくなる。

　勇斗自身、相当に焦あせっているのがうかがえた。

　彼は心を落ち着かせるようにふ～っと大きく息を吐いてから、

「とりあえず、すぐに暖を取れる場所を準備しないと凍とう死し者しやが出ます。ヴァラスキャールヴ宮殿の一角でいいので、一いつ般ぱん市民に開放する許可をいただけませんか？」

「う、うむ、そうじゃな、妾としてはまったく構わんのじゃが……名門出の廷てい臣しんたちはこぞって反対しそうじゃのぅ」

　自分たちは高貴の出だということに、なにより誇りを持っている連中である。

　彼らにとって、一定以上の身分の者しか入ることのできないヴァラスキャールヴ宮殿は一種の聖域であった。

　いかに緊急事態であろうと、そんな下々の者をいれるなど許しがたいと思うのが、目に見えていた。

「口くち惜おしいが……神帝テイウダンスと言っても今の妾には実際には何の力もない。彼らを抑え付つけ、言うことを聞かせる力は……」

　無念のにじむ絞しぼり出すような声で言って、リーファはうなだれる。

　できることなら、こんなことは言いたくなかった。緊急事態でなかったら、咄とつ嗟さにごまかしていたかもしれない。

　王として立派にやっている勇斗に、こんな情けない自分を晒さらすのが、耐たえがたいほどに恥ずかしく情けなかった。

「ああ、そこは問題ありません。神帝テイウダンスの許可をとったという大義名分さえ頂ければ、後はこっちでなんとかしますから」

「……おぬしはまぶしいのぅ」

　リーファは目を細め、小さく自じ嘲ちようじみた笑えみをこぼす。

　彼女にできないことを、なんともあっさりと簡単に言ってくれる。

「その王としての才覚と自信が、うらやましいぞ」

　そんなことを言っている場合ではない、ということはリーファもよくわかっている。

　それでもそう思わずにはいられなかった。

　自分が所しよ詮せん、張りぼての王にすぎないことは、リーファが一番よく知っている。

　それは多分にハールバルズによって何もさせてもらえなかったためだが、それでも、無力さをつきつけられて、つらかった。

　それに比べ、なんと勇斗の立派なことか。

　この緊急事態にも、すぐさま立ち直り、次々と迅じん速そくかつ的確に指示を出し、人を動かす。

　古い慣習などあっさりとねじ伏ふせ、よりよいものへと一新していく。

　まさしく彼女が夢に描えがき、一方で現実には諦めていた理想の王の姿だった。

「王なんか面倒くさいだけだと思いますけどね」

　だというのに、当の本人はぬけぬけとこんなことを言う。

　勇斗には勇斗の苦労があるのは、頭ではわかる。

　今だって徹夜で陣じん頭とう指揮を執とっていたようだし、なにより数万数十万の人間の命を預かる責任と重圧は、計り知れない。

　実際は自分などあっさりと押し潰される代物だろう。

　それらに耐え、歯を食いしばって立ち向かっているのだ。

　彼に比べて、では自分はどうだ？

　リーファは神帝テイウダンスとして、ユグドラシル至上の地位にありながら、民のために王らしいことはこれまで何一つとしてやってこなかったのだから。

　そして今も、ただただ立たち尽つくすことしかできていないのだから。







「今日ほど自分の無力を痛感した日はない……」

　がっくりと肩を落とし、リーファはぼやく。

　ここはヴァラスキャールヴ宮殿の一角である。

　この冬空の下、いつまでも外にいるわけにはいかない。大工に調べてもらい、まず崩落の危険はないと確かく認にんできた部屋に、身重の美み月つきとともに移動したのだ。

「ハールバルズさえいなくなれば、妾は立派に王の務めを果たせる、そう根こん拠きよなく思っておった。じゃが、実際はどうじゃ。この危急の時に、勇斗殿どのに任せっきりで、ただただうろたえ立ち尽くしていることしかできんかった……。自分が情けないわ」

「ま、まあ、勇くん、あんまりそうは見えないですけど、凄い人みたいだから、あんま比べたりしないほうがいいと思いますよ」

　落ち込むリーファに、美月が慰なぐさめの言葉をかけてくる。

　だが、リーファの心はまるで晴れなかった。

「比べることすらおこがましいわ。妾は何一つ、そう自分が何をすればいいのか、何一つわからんかった。そう、まったく何も、わからんかったんじゃ……」

　リーファは師事した教師から、政治に関しても一通り教わっている。

　それなりに好成績も収めている。

　だから、自分ならやれると信じていた。

　だが、実際にあの場に立った時、まったくわからなくなってしまった。

　学んだ知識はいくつもあったが、それが本当に正しいのかどうか、自信がなかった。

　もし自分の指示や提案が間ま違ちがっていたらと思うと、足がすくんで何も言えなくなった。

「それは、仕方ないんじゃないですかね～。これまでハールバルズさんに実権を奪われ何もさせてもらってこなかったのに、いきなりこんな緊急事態の対応とか、普ふ通つうに考えて無理ですよ」

「勇斗殿は初うい陣じんの際、五倍の兵に囲まれながら、あっさり敗走させたと聞いておるぞ」

「だから！　あれと比ひ較かくしちゃだめですってば。いろいろ反則技も使ってますし」

　なかなかこの妻も大たい概がいである。

　未来の神帝テイウダンスにして今を時めく《鋼はがね》の大宗主レギンアークを「あれ」呼ばわりするのだから。

　普ふ段だんのリーファならそこに意識がいくのだろうが、しかし今はそんな余よ裕ゆうは彼女にはない。

「未来の知識というやつか。いや、しかしそれも所詮は道具で、どう使うかは使う人間の資質であろう」

　リーファにだって、そういう「特別なもの」は与あたえられているのだ。

　神帝テイウダンスの地位と権力、双紋から得られる身体能力と呪力。

　病弱と言う部分を差し引いても、十分すぎるほどだと思うのだ。これほど持ち得ながら、何も為なせないのはやはり自分の王としての資質のなさだと思わずにはいられなかった。

「勇くんだっていきなりうまくできたわけじゃありませんって。最初の頃は失敗だらけでしたよ。散々愚ぐ痴ちきかされましたもん」

「ふ～む、勇斗殿にもそのような時期があったのか。どうも信じられんのぅ」

　半信半疑――否、全疑な様子で、リーファは眉み間けんにしわを寄せる。

　あそこまで有能極きわまりない人物が失敗ばかりなど、とても想像がつかなかった。

「本当ですってば。あたしの世界には『失敗は成功の母』って言葉があってですね。リーファ様も経験を積めば、勇くんほどは難しいかもだけど、いろいろできるようになりますよ」

「経験……か」

　確かに自分にはそれが圧倒的に足りていないとは思う。

　少なくともこのままでは、自分はただのお飾かざりのまま、何も残せず、何者にもなれない。

　そんなのは絶対に嫌いやだった。

　経験を積めば、本当になんとかなるのか。

　それはわからない。

　それでもダメかもしれない。

　だが、何もせずに諦あきらめることは、力不足で自分を責めるようなことは、もうしたくはなかった。







「というわけで勇斗殿。妾も民たちのために何かしたい。何かできることはないか？」

　翌朝、リーファは早さつ速そく勇斗のところに赴おもむき、意い気き揚よう々ようと扉とびらを開け放つなり言い放った。

　一方の勇斗はこちらに目を向け、ポカンとしていた。

　そのそばには《鋼はがね》の諸将たち、ファグラヴェールや《剣つるぎ》の『波の乙おと女め』など錚そう々そうたる面子が揃そろっている。

　何やら会議をしていたらしかった。

「……うっ、す、すまん。後にする」

　さすがのリーファも、空気が読めていなかったことは一いつ瞬しゆんで把は握あくできた。

　美月との会話で気持ちが盛り上がり、すっかりその気になってしまっていたが、この状じよう況きようで指揮官たちが忙いそがしくないわけがなかった。

　自分のわがままで振り回まわしていいはずがない。

　今さらながらに恥はずかしくて穴があったら入りたくなってくる。

「ああ、いえ、ちょうどよかった」

　踵を返そうとしたリーファに、勇斗が声をかけ引き留めてくる。

　自分に何かしてほしいことがあるのか!?　とリーファの心は期待に沸わき立つが、

「民に食しよく糧りようを配給したいんですが、うちから持ってきた分じゃさすがに足りなくて。宮殿の食糧庫を開ける権限をいただけないでしょうか？」

「……好きにせよ」

　ぶすっと不ふ機き嫌げんを隠すことなく、リーファは承しよう認にんの言葉を吐はき捨すてる。

　これは何かが違う。

　勇斗が考え導き出したものに、ただただ頷いているだけではないか。

　これではハールバルズの傀かい儡らいだったころと何も変わらない。

「どうかしました？」

　リーファの様子に、少し心配そうに勇斗が問うてくる。

　よくよく見れば、目の下の隈くまが濃い。

　昨日からほぼぶっ続けで仕事していたようだった。

　やはり自分も何かしなければ、と改めて思う。

「だから、妾にも何かさせてくれ。ただおぬしの提案に頷くだけなのは、いやなのじゃ。民たちの為ために何かしたいんじゃ」

「おおっ！　リーファ様！　なんと尊い御心！　このファグラヴェール、感服いたしました！」

　反応を返してきたのは勇斗ではなく、リーファの乳ち兄弟きようだいであるファグラヴェールである。

　彼女もその顔に疲ひ労ろうの色が濃い。

《鋼はがね》との闘たたかいで使った《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》の副作用でまだ体調が万ばん全ぜんではないというのに、事態が事態だけに無理を押して頑がん張ばっているのだ。

　そんな人間に、尊い御心と言われても、何か馬鹿にされたような気がしてくるリーファである。

　本人にそのつもりがまったくないことは、わかってはいるのだが。

「しかし、御身体のこともございます。我々がリーファ様の分まで頑張りますから、リーファ様は勇斗殿と幸せになることだけをお考えくださいませ」

「そういってくれるのは有あり難がたいのじゃが……」

　む～～っとリーファは表情を曇くもらせる。

　ファグラヴェールが自分のことを心から案じてくれているのはわかる。

　それを嬉うれしいと思う反面、わかってもらえていないとも思う。

「頼むから、何かさせてほしい。どんなに些さ細さいなことでも、いい。皆が忙しく頑張っておるというのに、独りのほほんとしていたくはないんじゃ……」

　それはとても、みじめな気持ちになるのだ。

　自らの無能っぷりを思い知らされるし、自分だけ仲間はずれな気もしてくる。

　自分で自分を責め続け、嫌な考えばかり浮かんでぐるぐるしてしまう。

「あー、まあ、その気持ちはわからないでもありませんね」

　そういって理解を示したのは、ほかならぬ勇斗であった。

　彼女にとっては有能さを形にしたような男だっただけに、実に意外だった。

「おぬしに、わかるのか？」

「わからいでか、ですよ。何もできない自分って、ほんときついしつらいんですよね。俺もユグドラシルに来たばかりの頃ころは、喉から手が出るほど、自分にできることはないかって探し求めていましたよ。『無駄飯喰らいスコル』なんて呼ばれてたし」

「美月から話には聞いておったが、本当におぬしにもそういう時期があったのじゃな」

「ちょっ、あいつ、リーファ様に何吹ふき込んでんの!?」

　勇斗がむ～っと不機嫌そうに眉間にしわを寄せるが、本気で怒おこっているわけではないのは口元を見ればすぐわかる。

　おどけることで、空気を軽くしようとしているのだろう。

「まあ、俺おれの黒歴史がどれだけ流出しているかは後で聞かせてもらうとして、わかりました。実際、猫ねこの手も借りたいところだ。リーファ様にも働いてもらいましょう」

「まことか!?　なんでも言ってくれ！　なんでもする！」

　グッと両の拳こぶしを握り締しめ、リーファは勇斗に詰つめ寄よる。

　どんなつらいことにも耐え、やり遂とげる。

　その紅あかい瞳ひとみは、そんな強い意志で満ち、燃えに燃えていた。







「ふむ、ここじゃな」

　かつてパーティ用の広間ホールだった場所の扉を見上げ、リーファはごくりと喉を鳴らす。

　ここは勇斗がヴァラスキャールヴ宮きゆう殿でんの一角に用意した救急の病院であり、そこにいる人々を慰め励はげますのがリーファに与えられた仕事であった。

　いわゆる慰い問もんである。

　怪我けがや病気の人間は、心も弱るものである。

　そして心が弱ると、回復も思うようにいかず、治るものも治らない。

　そこで民衆に人気のある著名な人物に接する機会を与えることで、心に活力を取り戻させるのだ。

『これが意外と馬鹿にできないんだぜ』

　とは勇斗の弁である。

　本当に苦しいとき、厳しいとき、些細な優やさしさがとてもうれしく、心を救うのだそうだ。

「実に妾向きの仕事ではあるな」

　矛盾してはいるが、神帝テイウダンスとしてではなく一人の人間として見てほしいという想いがある反面、せっかく神帝テイウダンスという立場に生まれたのだから、自分だけにできる何かをしたいという想いも、リーファにはあった。

　どちらもまた、偽いつわらざる本心である。

　神帝テイウダンスは現あら人ひと神がみとして、民衆からは絶大な支持を得ている。

　彼かれらはきっと喜んでくれるはずだ。

　そんな確信の下、リーファは扉を開き――

「うっ……」

　いざその現場を目まの当あたりにして、そのやる気に満ちた心がたやすく揺ゆらぐ。

　身体から血の気が引き、目眩めまいがした。

　胃の中から酸すっぱいものがこみあげてきて、リーファは思わず口を押さえずにはいられなかった。

　中は、血の臭においとうめき声で埋め尽くされていた。

　書物で読むのとは違ちがう『現実』が、そこにはあった。

　これまでそんなものからは縁えん遠どおく、優ゆう雅がでお綺き麗れいな世界で生きてきたリーファである。

　その生々しさに、あっさり打ちのめされた。

「陛下、がんばりましょう！」

　一方、まったく気にした風もなく、むしろやる気を一層みなぎらせて腕うでまくりしたのは、美月の御お付つき侍じ女じよであるエフィーリアである。

　独りでは色々と不安だろうと、身重な美月が代わりにと貸してくれたのである。

　エフィーリアにはイアールンヴィズ滞在時にも交流があったし、シグトゥーナでも美月とはよく話していたので、その折によく話もしている。

　けっこう見知った仲であり、とても心強くはあった。

「へ、陛下!?」

　近くにいた者が、エフィーリアの声を聞きとめ、大声を上げる。

　その声に反応し、たちまちリーファに広間中の視線が集まった。

「お、おお！　その雪のように白い肌はだと髪かみは、お噂に聞く通り……」

「いや、噂以上に美しい」

「我らのために宮殿を開放していただき、さらにそのご尊顔まで拝はい謁えつさせていただけるとは……」

「ありがたやありがたや」

　はらはらと涙なみだを流す者や、胸の前で手を組んで祈いのりを捧ささげる者まで出始める。

　改めて、民衆にとって神帝テイウダンスが敬うべき現人神なのだとリーファは身をもって思い知った。

「うむ、こ、このたびは皆、災難であったな。汝なんじらは我が民、我が子こや孫も同然じゃ。ぜひ妾にもその手当をさせてもらいたい」

「「「「「わあああああああああああ」」」」」

　リーファの言葉に、広間がびりびりと震ふるえるほどの歓かん声せいが巻き起こる。

　その顔を見れば、皆が喜んでくれているのが一目でわかる。

　とてもうれしく、充じゆう足そく感で胸がいっぱいになるリーファであったが、世の中そこまで甘あまくはなかった。

「むっ、なんか緩ゆるいような……」

「あっ、そこはこうしてこうです」

　包帯を巻きつつ首を傾かしげるリーファに、目の前で実じつ践せんしてみせるエフィーリア。

　なんとも手慣れた流れるように鮮あざやかな手て際ぎわである。

　勇斗が開設した粘ねん土ど板ばんの家で習い、何度も反復したのだという。

「こ、こうか？」

　リーファもそれを見み様よう見み真ま似ねでやってみて、

「あたたたたたたっ！」

　患かん者じやが大声で悲鳴を上げる。

　どうやら今度は包帯を締めすぎてしまったらしい。

「わ、わわ、す、すまぬ」

「勘かん弁べんしてくださいよ、陛下ぁ」

　よっぽど痛かったらしく、涙交じりの声で患者に言われてしまう。

　一応、リーファも応急手当の方法は前に教師から習っていたので何とかなると思っていたのだが、聞くのと実際にやるのとは大おお違ちがいであった。

　一事が万事こんな調子で、やがて人々は怖おそれをなし、リーファの列から一人また一人と離はなれ、エフィーリアのほうへと移っていく。

　リーファが手て持もち無ぶ沙さ汰たになり、独りとぼとぼと広間を後にしたのは、わずか半刻（一時間）後のことであった。







「こ、これなら妾にもなんとかなりそうじゃ」

　次にリーファに与えられた仕事は、食事の配給係であった。

　思えば、怪け我が人にんの手当は少々、自分にはいきなり難易度が高すぎた。

　双そう紋もんのエインヘリアルであるリーファは普通の人よりはるかに力が強い。加減が難しいのだ。

　だが、今回はスープを器にすくって、それを民たみに手て渡わたしをするだけである。

　何も難しい部分はない。

　これならいかに不器用な自分でもできそうであった。

「おお、陛下みずからよそっていただける日がこようとは……長生きはするものですなぁ」

　スープをなみなみと注いだ器を手渡すと、老人がそれはもう感動したように身体を打うち震えさせる。

「もはやいつお迎むかえがきてもかまいませぬ」

「そんなことを言うな。せっかく命をつないだのだ。長生きするがよい」

「はは～っ、もったいないお言葉でございます」

「うむ、では次の者」

　鷹おう揚ようにうなずき、リーファは後ろの男に声をかける。

　なんともでかい図ずう体たいの男である。

　割とユグドラシルでは勇斗はかなりの長身の部類に入るのだが、それよりもさらに顔半分ほど大きい。

　加えて勇斗はひょろっとしているのだが、この男は骨格からがっしりしており、非常に筋肉質だ。

「おお、でっかいのぅ。兵士か？　さぞ剛ごうの者なのだろうな」

「大工っス」

「おお、ではこれから頑張ってもらわねばならんな」

「はい、なので大盛りにしてもらえると助かるっス」

「む、そういうのはしてはいかんと言われておるんじゃが……まあ、よかろう」

　大工にはこれから街の復興のため頑張ってもらわねばならないのだ。

　それぐらい奮発してやっても罰は当たるまい。

　そういう軽い気持ちだったのだが、

「陛下、俺も大工っす！」

「陛下、俺も俺も」
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「俺はさっきまでがれきを運ぶ人夫やってました」

　たちまち次の者たちが言葉を弄ろうし、大盛りを求め始める。

　元々、冬の真っただ中、食糧の余裕などない状況である。

　一日に供出できる量は、先にフェリシアが全体を見つつ決めてしまっている。そこで分量を守らなければ――

「陛下ー、ごはんください」

「う、うむ」

「えー、これだけー？」

　のちのち、足りなくなるのは当然の帰結であった。

　悲しそうな子供の視線が痛い。

「あの、もう少しいただけませんか？」

「そうしてやりたいのは山々なんじゃが……」

　母親と思おぼしき女性の懇こん願がんにズキリと心が痛むも、視線をずらせばその後ろにはまだまだ人が長ちよう蛇だの列を成している。

　この大おお鍋なべで最後ということを考えると、もうこれ以上、サービスしてやれる余裕はなかった。

「前のほうの方には多くよそっていたそうじゃありませんか」

「む、むぅ……」

　弁解の言葉すら思おもい浮うかばず、リーファは押し黙だまるしかない。

　王とは時に情を捨ててでも公平に徹てつさねばならぬときもある。

　そう教師から習いはしたが、それがこれほど難しいことだとは思いもしなかった。

　民は決して「民」という一個の存在ではなく、それぞれに命があり意思があり感情があるのだ。

　そしてリーファも人間である以上、女ならなおさら、情に流されたくなる部分もある。そこを自制するのは難しい。

「おい、後ろが支つかえてんだ。もらったんならさっさとどけ」

「そうだそうだ。こっちも腹減ってるんだ」

　後ろの者たちの野や次じに、親子はしぶしぶといった感じで器を受け取り去っていく。

　その恨うらみがましそうな目が、強きよう烈れつに印象に残り、しばらく脳のう裏りから離れてくれなかった。







「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、リーファ様！」

　夜、リーファが寝しん台だいで休んでいると、ファグラヴェールが血相を変えて駆かけ込んできた。

　肩かたで息をしている。

　ここまでよほど全速力で走ってきたらしい。

「何事じゃ、ファグラヴェール」

　リーファは気だるげに身体を起こし、乳兄弟を睨ねめつける。

　正直、落ち込んでいる時に騒さわがしくされるのは、頭に響ひびいてはなはだ不快であった。

「いえ、リーファ様がお食事をいらぬと申されたと聞きいてもたってもいられず……」

「思うところあって自じ粛しゆくしただけじゃ。特に体調的には問題はない」

「そう、なのでございますか？　しかし、リーファ様がお食事を抜ぬかれるなど、よっぽどのことがおありになったのですね」

「お主の中で妾がどれだけ食くいしん坊ぼう扱あつかいになっておるのか後々ぜひ聞いておきたいところじゃが、それはさておき、その通りじゃ」

「お聞きしても？」

「むしろ聞いてくれ。正直、さっきからずっと頭の中がぐるぐるして誰だれかに吐き出したいところじゃった」

　それから、リーファは今日あったことをファグラヴェールに話して聞かせる。

　他の人間には言えずとも、彼かの女じよには胸の内を明かせる。

　このあたりは乳兄弟ゆえであった。

「なるほど、それは大変でございましたな」

「いや、本当に大変なのは、実際に宗主パトリアークとして国を治めているおぬしや勇斗殿であろう。おぬしらの苦労に比べたら、妾のものなどほんに些細なものよ」

「そんなことは……」

「慰めはよい。そんな些細なことさえ、妾は満足にこなせんのだ……っ！」

　グッとリーファは唇くちびるを噛かみ締める。

　そうでもしないと、涙が零こぼれ落おちそうだった。

「リーファ様……」

「いらん！　だから慰めはよい！」

　ただならぬ様子を察して、そっと抱だきしめようとしてくるファグラヴェールを、リーファは両手を突つっ張ぱって押しのける。

　そんなことをされたら、本当に泣かずにはいられなくなる。

「本当につらいのは、あの親子であり、その後に満足に食事をもらえなかった人々じゃ」

　配給の食事を見て、その粗そ食しよくぶりに驚おどろいた。

　自分が普段食べているものと比べると、とても口には発することはできないが、ゴミ同然にさえ見えた。

　そんなものを彼らは有あり難がたがり、わずかの量の差に一いつ喜き一いち憂ゆうしていた。

　知識としては知っていた。

　民の中にはその日食べるのにも困る者も少なくない、と。

　だが、知識と実際に目の当たりにするのとでは全く違う。

　衝しよう撃げき的てきだった。

　頭を金かな槌づちでぶん殴なぐられたような気さえした。

　彼らにとっては、あの粗食が生きていくために必要不可欠な糧かてなのだ。

「妾の不ふ手て際ぎわが彼らから食事を奪うばったのじゃ。今の妾に必要なのは慰めなどではなく、むしろ罰なのじゃ」

「それでお食事を？」

「うむ、彼らが食べれぬというのに、その元げん凶きようたる妾が腹はら一いつ杯ぱい食べるなど道理に合わぬじゃろう？」

「なるほど。ご立派なお考えかと。このファグラヴェール、心底感服いたしました」

「だから世辞や慰めはよいと……」

　顔をしかめるリーファに、ファグラヴェールはぶんぶんと強く首を左右に振ふり、

「いえ、世辞ではなく、嘘うそ偽いつわりなき本心でございます。民と同じ苦しみを味わおうなど、なかなかできることではございませぬ」

「こんなもの、ただの自己満足じゃ」

　リーファが食事を抜いたからとて、あの親子が食事にありつけるわけではない。

　そんな感傷的で偽ぎ善ぜん的てきな行こう為いよりも、他国から略りやく奪だつしてでも民を食わせるのが、正しき王の姿だとリーファは習ってきた。

　もっともだと思う。

　神帝テイウダンスなどと祭り上げられていても、今のリーファには現実、彼らに生きるための最低限の量さえ食べさせる力さえないのだ。

　ただただ自分が情けなかった。

「焦らぬことです。何事も経験ですよ」

「皆みなそう言うが、だからといって、経験を積めば誰でもできるというものでもなかろう」

　世の中には厳然と、才能というものがある。

　リーファには世界に数人しかいない双紋が宿っているし、ファグラヴェールの持つ《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》も、王のルーンと呼ばれるほど強力なものだ。

　たとえ倍の経験を積んだところで、それに匹ひつ敵てきするものを手に入れられるとは限らないのだ。

「ええ、たしかに経験が全すべて身になるとは限りません。しかしそれでも、人は経験を積まねば、前には進めぬ生き物ですよ」

「むぅ」

「特に失敗の経験が大事です。人は成功からではなく失敗からこそ最も多く学べるのですから」

「おぬしのような者でも、そう思うのか」

　リーファにとって、ファグラヴェールは実によく出来た完かん璧ぺきな姉だった。

　剣けんを取っても一流、将としては超ちよう一いち流りゆう。

　政治家としても一流で、『波の乙女』たちからも心から慕したわれている。

　呪歌ガルドルや秘法も一通り使いこなす。

　そんな彼女も失敗をし、そこから何かを得ているというのがいまいちピンとこなかった。

　なんでもそつなく、簡単にこなせるように、どこか思っていた。

「ええ、最近ではヴィーグリーズの会戦がそれですね。父上の采さい配はいは精せい緻ちにして神速！　上には上がいるのだと、まだ自分には学ぶべきことは山ほどあったのだと思い知らされました」

「おまえにそこまで言わしめるほどか」

　ファグラヴェールとて、ユグドラシルで間違いなく五本の指に入るであろう屈くつ指しの名将のはずなのだ。

　そんな彼女を圧あつ倒とうする勇斗にしても、当初は失敗ばかりだったと美月は言っていた。勇斗も否定しなかった。

「はい、リーファ様も、此こ度たびの失敗から色々お気づきになったはずです。それはリーファ様にとってあまり面白おもしろくないことばかりだったやもしれませぬが」

「まあ、の」

「それらを糧にして、リーファ様がその尊き優しい御心をお持ちのままご成長あそばされれば、必ずや名君とよばれましょう。私が保証致いたします」

「……ふん、お前の保証は当てにならんわ。こと妾に関しては、お前の目は曇っておる。妾贔屓びいきがすぎる」

　ファグラヴェールの言葉は胸がジーンとするほど嬉しかったが、それを素す直なおに言えるリーファではない。

　口ではついひねくれた言葉を口走ってしまう。

　ファグラヴェールとは気心がしれているだけに、なおさらそう甘えてしまうところがあった。

「それは致いたし方かたありませんね」

「おい、否定ぐらいはせよ」

　思わずリーファはツッコミを入れる。

　もっとも本気で怒っているわけではない。

　目と目が合った瞬しゆん間かん、互たがいにぷっと吹き出だす。

　悩なやみの全てが、解決したわけではない。

　自分が今現在、どうしようもなく無能なことにも、変わりはない。

　また失敗するのが恐おそろしい。

　冷たい視線を感じるのは、もう二度とゴメンだとも思う。

　宮殿の奥おくで独り引きこもっていたいとも、正直思わないでもない。

　それでも。

　たった一人でも自分を信じてくれる人がいるのなら、頑張ろうと思った。
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（酷ひどい有様じゃな。栄えい華がを誇ほこったこの神都が、まさかこのように崩ほう壊かいするとは、儂わしも予想だにしておらんかったわい）

　街を上空より見下ろしつつ、ハールバルズは独りごちる。

　この時代の平均寿じゆ命みようの倍近く生きている彼である。

　当然、地じ震しんに遭そう遇ぐうしたことも幾いく度どかあったが、しかしこれほどの大きさのものはついぞ記き憶おくになかった。

（くくくっ、まあ、いい気味じゃわい）

　寝ねる間さえなく震しん災さいの対応に追われ駆け回る『黒きもの』の姿には、正直スッとする想おもいであった。

　あの小こ僧ぞうのせいで、自分はこのような状況に陥おちいっているのだ。

　しかもこれまで、やられっぱなしもいいところである。

　自分の四分の一も生きていないようなガキ相手に、だ。今まで長い年月をかけて積み上げてきた自信を、粉々に打ち砕くだかれたといっていい。

　少しぐらいひどい目に遭あってもらわねば、やっていられなかった。

（ふむ、しかし、案外これは、好機やもしれぬ）

　震災の対応に大量の人員が割さかれており、宮きゆう殿でん内ないの警護が手て薄うすになっている。

　この混乱に乗じれば、勇斗の暗殺の成功確率が上がる気がした。

（少し仕し掛かけてみるとしようかの）

　くつくつと嗤わらい、ハールバルズは夜の闇やみに溶とけ消えた。







ACT 4







「やはり、本国のほうでも被ひ害がいは甚じん大だいだったようです」

　フェリシアがリネーアからの手紙を読み上げつつ、痛ましげに表情を曇らせた。

　すでに震災から一週間が経過しようとしていた。

　今日、ギムレーから早馬で緊きん急きゆうの手紙が届けられたが、内容は勇ゆう斗とにとって気持ちの良いものではなかった。

「イアールンヴィズやギムレーだけでなく、ノーアトゥーンまでか」

　唸うなるような声だった。

　ギムレーやイアールンヴィズはまだユグドラシル中央部寄りだが、ノーアトゥーンはかつての《蹄ひづめ》の族都、つまりユグドラシルのほぼ西せい端たんにある街である。

　つまり今回の地震は、グラズヘイムだけを襲おそったものではなく、かなり広い規模で起こっていたことがわかる。

「お兄様、これはやはり……」

「ああ。できれば杞き憂ゆうであってほしかったが……おそらく間ま違ちがいあるまい」

　フェリシアの問いかけに、勇斗も硬かたい表情でうなずく。

　ついに始まったのだ。

　ユグドラシル沈ちん没ぼつのカウントダウンが。

「プラトンの『ティマイオス』には、沈没の前に異常な地震と洪こう水ずいが何度も起こり、とあった。さすがに今すぐどうこうの話ではないだろうが、こうなった以上、神帝テイウダンスの即そく位いを強行するしかないな」

　強ごう引いんに継けい承しようし、僭せん王おうのそしりを受けることは権けん威いと求心力の低下を招きかねず、できる限りここは正式な手順を踏ふんで、と思っていたが、どうもそうも言ってられなさそうだった。

「それこそ今日明日にでも……」

　コンコン。

　唐とう突とつに、執しつ務む室しつの扉がノックされる。

　さすがに内容が内容だけに、思わずビクッと勇斗は身体を硬こう直ちよくさせる。

　ふ～っと大きく深呼吸し、心を落ち着けてから、

「なんだ？」

「クリスティーナです。お父様に緊急にお伝えしたいことが」

「っ！　入れ」

　一も二もなく、勇斗はクリスティーナを部屋へと招き入れる。

　クリスティーナは勇斗直属の情報機関『風の妖精団ヴインダールヴス』の長であり、年こそきわめて若いがとにかく頭がキレる少女だった。

　その彼女が『緊急』と言うのだ。

　どれだけ忙しかろうと、耳に入れないわけにはいかなかった。

「何があった？」

　少女の顔を見るなり、勇斗は単刀直入に問いただす。

　クリスティーナはコクリと一つ頷うなずいて、

「民たちの間に、あまりよろしくない噂うわさが急激に広まっております。このままでは近く暴動が起きかねません」

「なっ!?」

　さしもの勇斗も、絶句せざるを得なかった。

　一刻も早く神帝テイウダンスの即位をしなければと言っていた矢先だけに、痛つう恨こんもいいところだった。

　神帝テイウダンスは、グラズヘイムの人々にとって、敬愛の対象だ。

　暴動が起きかねない時にその地位を不ふ遜そんに略奪しようものなら、火に油を注ぐようなものである。

　グラズヘイムの人口はおおよそ一〇万人。

　そんなものが暴走しようものなら……。

　考えただけで、ゾッと背筋に寒気を覚えた勇斗である。

　詳しよう細さいは聞かねばわからないが、どうやら事はそうそう彼の思い通りには進められないようだった。







「は？　この大おお地じ震しんが俺のせい？」

　さすがに予想外すぎて、勇斗は思わずオウム返しで訊きき返した。

　確かに勇斗は、今や『軍神の化け身しん』『神の御使い』などとまことしやかに噂され、半ば信じられてもいる。

　麦その他の食糧の収しゆう穫かく量りようを瞬またたく間まに数倍にしたり、二一世紀の知識でこの世界の常識を著いちじるしく逸いつ脱だつしたものを作り上げたりする所は、神の御業にしか見えないかもしれない。

　だが、

「天変地異を起こす力なんて俺にはないぞ」

　イアールンヴィズ籠ろう城じよう戦では平衡錘投石機トレビユシエツトを用いて流星雨を偽ぎ装そうしたり、《雷いかづち》との闘いでは人工的に洪水を起こしはしたが、どちらもタネも仕掛けもある。

　さすがにこれほどの大地震を発生させる術など、そのとっかかりすらまるで見当もつかなかった。

「いえ、お父様が引き起こしたのではなく、これはお父様が大神ユミルの御意向に逆らった天てん罰ばつである、と」

「？　どういう意味だ？」

「初代神帝テイウダンスボーダンは、大神ユミルよりこのユグドラシルの統治権を賜たまわったとされています。双紋はその証である、というのはお父様も見知っていますよね？」

「ああ。その話は、俺も何度か耳にしている」

　本来であれば、統治支配を正当化させるための与よ太た話にすぎないのだが、双紋という神秘的な力を受うけ継ついでいるという点が、話に一定の信ぴょう性を作り、ユグドラシルでは割と本気で信じられているのだ、と。

「その自らがユグドラシルの支配者と任じた一族をないがしろにし、玉座を力ずくで略奪せんとする不届き者に、大神ユミルは大層お怒いかりであり、天罰を下したのだ、と。そういう噂が民衆の間に急速に広がっております」

「ふむ……」

　科学的ではまるでないが、馬ば鹿か馬ば鹿かしいと一いつ笑しようにふすこともできなかった。

　この時代は祭さい政せい一いつ致ちが基本である。

《鋼はがね》の支配領域でも、今は禁止しているが、疑わしき者を激流に放ほうり込み、溺おぼれたら有罪、溺れなかったら無罪なんて冗談みたいな裁判が、ごくごく普ふ通つうにまかり通っていたぐらいである。

　なんでもかんでも、神のおかげ、神のせい、になぞらえるのが民の普通の感覚なのだ。

「なかなか面めん倒どうくさい事態だな」

　やれやれと勇斗は嘆たん息そくする。

　基本、現実主義者リアリストの勇斗にとって、こういう問題が一番対処法に正直困る。

　とにかく論理が通じないからだ。

「とりあえず、リーファ様に声明を出してもらうか？」

　神帝テイウダンスをないがしろにしたせいでこうなったというのなら、神帝テイウダンス自らそんなことはないのだと力説してもらえばいい。

　シンプルではあるが、効果的に思えた。

「無理やり言わされているだけ、と捉とらえられるでしょう。怪我人の慰問や食料の配はい膳ぜんなども、そういう話になってます」

「マジか!?　……あー、なるほどね。そこは軽けい率そつだったな」

　王室の慈じ善ぜん活動は、二一世紀では世界的に見てもごくごく当たり前のものだ。

　人間、当たり前と思っていることには疑問を覚えることができない。

　それゆえ安易にリーファに提案してしまったのだが、確かに言われてみれば、神帝テイウダンスにあえて下々の人間のやることをさせることで、権力者が代わったのだという見み世せ物ものにしているというふうに見えなくもない。

「ではどうする？　何かいい案はあるのか？」

「すぐに思いつく手といたしましては、風の妖精団ヴインダールヴスを使って、お父様に好意的な噂を流す、といったところでしょうか」

「なるほど」

　勇斗は感心したように頷く。

　このあたりはさすが奸雄ボドヴィッドの血を受け継ぎ、その英才教育を受けて育った少女である。

　特に勇斗は基本的には正面から力でねじ伏ふせる戦略を好むだけに、こういう時は本当にクリスティーナの存在がありがたかった。

「ではそれで行こう。自分のいい噂を流せってのは正直こっ恥ずかしいことこの上ないんだが、この際、手段は選んでいられない」

　今後のことを考えると、リーファと結けつ婚こんし、神帝テイウダンスの地位と権威は、是ぜが非ひでも手に入れておきたいところである。

　だが、今、そんな噂が流れている状じよう況きようで結けつ婚こん式しきを強行すれば、本当に暴動が起きかねないし、僭王のそしりを受けようものなら、それこそ元も子もなくなる。

　タイムリミットのことも考えると、早さつ急きゆうになんとかする必要があった。

「承知いたしました。実際のところ、お父様は民重視の政策を執とっているのでそのあたりは問題ないかと思います。ただ……一つ気にかかることが」

「まだ何かあるのか」

　げんなりと勇斗はため息をつく。

　積み上がる問題の数々に、正直もうパンク寸前であった。

　名君だの軍神だのなんだの祭り上げられてはいるが、彼はまだ一七歳さいの少年なのである。

　さすがにこれ以上は勘弁してほしかった。

「どうも噂の広がり方に、作さく為い的てきなものを感じます」

「……ほう、どういうことだ？」

　すっと表情を厳しくして、勇斗は問う。

　それはすなわち、民を煽せん動どうしようとしている者がいるということだ。

　為い政せい者しやとして、さすがに聞き捨てない情報である。

「グラズヘイムは、とても大きな街です。が、慰問からまだ三日、東西南北どこでもこの噂でもちきり、というのはさすがに周知されるのが早すぎます」

「なるほど、そりゃ確かに不自然すぎるな」

「はい、何者かが意図的に情報を広めようとしていない限り、これはありえません」

　クリスティーナは情報を扱あつかうプロフェッショナルだけに、その言葉は重かった。

　彼女がそういうのなら、十中八九、間違いあるまい。

　そして、その煽動者にも、勇斗は心当たりがあった。

「どうやら、あのクソジジイが暗あん躍やくしているとみて良さそうだな」

　まったくつくづく鬱うつ陶とうしい存在というしかなかった。







「なんじゃその根も葉もない噂はっ！」

　リーファはぎょっと目を剥むき、思わず大声を張り上げていた。

　自分が勇斗にないがしろにされている？

　それを言うなら、ハールバルズである。なぜ今いま頃ごろになって、それも勇斗にそんな噂が立つのか、意味不明もいいところであった。

　ファグラヴェールが去った後、寝しん室しつでうとうとしていると、勇斗が訪おとずれ、喜んで出で迎むかえたところにこれである。

　天国から地じ獄ごくとはまさにこのことであった。

「まあ、おそらくハールバルズが流したもので間違いないでしょう」

「自分のことを棚たなにあげおって。厚こう顔がん無む恥ちも甚はなはだしいわ！」

　リーファは怒りとともに吐はき捨すてる。

　本来、罪を犯おかした者が裁かれず、そうでない者が咎とがめを受けるなど、あっていいはずがなかった。

　こんな理り不ふ尽じんがまかり通ってよいのかと、神に直じき訴そしたくなるほどである。

「ええ、俺おれとしても納なつ得とくはいかないんですが、そういう噂が広まっているのは事実です」

「妾から声明を出そう。ないがしろにされているどころか、勇斗殿どのにはとてもよくしてもらっていると！」

　リーファが叫さけぶと、勇斗が少しだけ表情を柔やわらかくして笑う。

「お気持ちは有あり難がたいのですが、問題の解決にはつながらないかと」

「そ、そうなのか？」

「はい、その声明が、本心なのか、無理やり書かされたのか、民にはわかりませんから」

「むぅ」

　リーファは唇を尖とがらせる。

　まったくの誤解もいいところなのに、それを解く手段が自分にはないというのが、なんとももどかしかった。

「あと、申し訳ないのですが、慰い問もんは今後、控ひかえていただけると有り難いな、と」

「なぬっ!?」

「どうもそれが誤解に拍はく車しやをかけているようでして。俺が無理やりリーファ様に望まぬ汚よごれ仕事をさせている、と」

「な、なんじゃそれはっ!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が出た。

　事実無根どころか、真逆ではないか！　とそんなものに騙だまされる民に怒りさえ覚えるリーファである。

　そして、次の瞬間には勇斗に申し訳なくて泣きたくなった。

「すまぬ……妾は本当に役立たずじゃ。妾が何かさせてくれといったばかりに、そなたに多大な迷めい惑わくを……」

　穴があったら入りたいとは、こういう時のことを言うのだろう。

　彼女としては、これほど『自由』なのは生まれて初めてのことであった。

　もちろん、それゆえ自らの無知無能を痛感させられ、苦しみもしたが、それさえ尊いと思えた。

　以前は経験さえできぬ籠かごの鳥だったのだから。

　自由を与あたえてくれた勇斗には、並々ならぬ恩義を感じているというのに、仇あだでしか返せない自分が情けなかった。

「リーファ様は何も悪くありませんよ。全てはハールバルズの奸かん計けいのせいです。仮に貴女あなたが人前に出ることなく宮きゆう殿でんの奥にずっといたとしても、きっと同じような噂が立っていたはずです」

「それは、そうかもしれんが……」

　勇斗の慰なぐさめはうれしくはあったが、心は晴れなかった。

　好きなひとにはいいところを見せたいのに。

　役に立ちたいのに。

　いつも迷惑ばかりかけてしまう。

　そんな自分が嫌いやで嫌で仕方なかった。

「まあ、こっちはこっちでちゃんと手を打ったのでご安心を」

「うむぅ、それならばよいのじゃが……」

　だがしかし、その後も事態は好転せず、悪化の一いつ途とをたどることになる。







「……勇斗殿の悪評は、止まらぬか」

「はっ、今や民たみたちの間では勇斗殿はすっかり悪者扱いです」

「むぅ……」

　ファグラヴェールの報告に、口くち惜おしげにリーファは下した唇くちびるを噛んだ。

　震災からはや一〇日、勇斗の悪評は止とどまるところをしらず加速していた。

『スオウユウトはグラズヘイムを出ていけーっ！』

『ここは神帝テイウダンス陛下の、俺たちの街だ！』

『神帝テイウダンス陛下を解放しろーっ！』

　そんな声が普通に街に響くのだという。

「まったく恩知らずな民じゃ。真実は真逆じゃと言うのに」

　怒りを露あらわにリーファはつぶやく。

　彼かれがいなければ、相当の数の凍とう死し者しやと餓が死し者しやを出していたことだろう。

　そして、今、彼に出ていかれようものならば、間違いなくグラズヘイムの民はこの冬を越こえられない。

「なぜそれがわからんのじゃ……」

　グラズヘイムの代表として、とても恥ずかしかった。

　頭ではわかるのだ。

　広間に他人とぎゅうぎゅう詰めの生活が続けば、それは精神も疲ひ弊へいするだろう。

　食べ物にしたところで好きなものが食べられず量も少ない。

　震災前に比べれば、間違いなく生活の質は暴落している。

　それが勇斗がちょうど統治を始めた時と被かぶされば、全て彼のせいにしたくなるのが民衆というものである。

　わかってはいるのだが、それでもやはりどうしても納得がいかなかった。

「なんとか民に本当の勇斗殿を伝えたいが、なんとかならんのか、ファグラヴェールよ」

「そのあたりバーラとも相談はしているのですが、この手の情報戦はハールバルズの最も得意とするところでして、なかなか良案は……クリスティーナ殿どのも頑がん張ばっておられるようですが、やはりここは彼奴の膝ひざ元もとで地の利の面で不利はいなめず……」

「そうか……」

　リーファは肩を落とす。

　バーラとは、ファグラヴェールの腹心で、《剣つるぎ》の軍師である。優すぐれた頭脳の持ち主だと聞いているが、その彼女をしても難しいというので暗あん澹たんとした気持ちになった。

「御館様～。陛下～」

　コンコンとノックとともに、なんともおっとりと間延びした声が響く。

　件くだんのバーラである。

「どうした、バーラ？」

「大変よ～。広間に集まっている民衆が～、暴動を起こしたの～」

「「なっ!?」」

　ファグラヴェールとリーファは思わず絶句する。

　その口調ゆえ緊きん張ちよう感に著しく欠けるが、明らかな緊急事態であった。







「勇斗殿！」

　取るものもとりあえず、リーファが勇斗の執務室に飛び込むと、彼はなんとも困った顔で額を押おさえていた。

「ああ、リーファ様か」

　一拍ぱく遅おくれて勇斗がこちらに目を向ける。

　その表情には多分に疲ひ労ろうの色が濃こかった。

「我わが民が暴動を起こしたと……」

「ええ、暴徒の数はざっと五〇〇〇ほど。災害対応で警備に回す兵が少なかった隙すきを突かれました。五つあった食しよく糧りよう庫こが同時に襲われ、現在その全てが占せん拠きよされています。宮殿内に避ひ難なんしていた民たちの中に内応した者たちもいたらしく、対応する間もありませんでした」

「なんとっ!?」

　想像以上に最悪の状況であった。

　当たり前ながら、人は食べねば生きていけない。

　その生命線を押さえられるなど、極きわめて危険な状態だった。

「また暴徒は他には目もくれず食糧庫に一直線に向かっており、明らかに宮殿の構造を熟知している者が手引きしております」

「あのクソジジイハールバルズ、か。まったくこの国家危急の時に、混乱を助長させるとは……つくづく腐くさった男じゃ。とっとと隠いん居きよして茶でもすすっておればいいものを」

　こんなことをすれば、民の立場が悪くなることがわからぬ男ではない。

　この問題が長引けば、大勢の餓死者も出よう。

　にもかかわらず自らの欲望を優先し煽動するとは、あの男には良心というものが欠片かけらもないらしい。

「とりあえずこちらとしてもすでに軍を出動、各所とも包囲が完かん了りようし、現在、説得交こう渉しようを始めていますが、どこも聞く耳を持ってくれないみたいで……」

　親指と人差し指で眉み間けんを揉もみしだきつつ、勇斗は嘆息する。

　対応に相当、苦く慮りよしているのがありありとわかった。

　本来であれば、いかにハールバルズが老ろう獪かいであったとしても、ここまで後手を踏まされる勇斗ではない。

　震災という突とつ発ぱつ的てき事態が、彼の民を一番に想う心が、狡こう猾かつにも利用されたのだ。

「力をもって鎮ちん圧あつすることは簡単ですが、それをすれば俺たちと民衆の軋あつ轢れきはより一層深まるでしょう。ですが、いざとなればそれをするしかない」

「っ！」

「リーファ様!?」

　いてもたってもいられず、リーファは踵を返し、執務室を飛び出した。

　ヴァラスキャールヴ宮殿の構造は、リーファも頭に入っている。

　迷うことなく、ほど近い食糧庫へとたどり着く。

　勇斗の言葉通り、武装した兵士たちが通路を封ふう鎖さしていた。

「へ、陛下!?　こ、ここは危険でございます！」

「構わん！　道を開けよ！　妾が暴徒たちを説得する！」

　リーファは毅き然ぜんと声を張り上げる。

　今、彼かの女じよを動かしていたのは、純然たる怒りであった。

　民のために一心不乱に頑張る勇斗を、私利私欲で邪じや魔まをするハールバルズに。

　そんなハールバルズに踊おどらされる暴徒たちに。

　そしてなにより、こんな状態を作ってしまった根本たる自分の不ふ甲が斐いなさに。

「し、しかし……」

「いいからどくのじゃ！」

「っ!?」

　しぶる兵士であったが、リーファのあまりの迫はく力りよくにビクッと身体を震ふるわせ、思わず身体を譲ゆずる。

　彼女は生来病弱であり、陽ひの下を歩けぬハンデを抱かかえ、奇き異いな容姿で周囲からの白眼視を受けてきた。

　だが、彼女は決してそれに腐らず、むしろなにくそと政治学や帝てい王おう学がく、武芸、秘法と時間と体力の許す限り励はげみ続けてきた。

　言葉にすれば簡単だが、並なみ大たい抵ていの精神力でできることではない。

　華きや奢しやな外見とは裏腹に、相当の気骨の持ち主なのである。

　確かに最近は経験不足と世間知らずさから失敗を繰くり返かえし気弱になっていたが、怒りで我を忘れた今の彼女に、一いつ介かいの兵士風ふ情ぜいが太刀たち打うちできるものではなかった。

　ゴクリと唾つばを飲み込む音が響ひびき、次々と兵士たちがリーファの迫力に気け圧おされ、道を開けていく。

「お、おお、神帝テイウダンス陛下！」

「ご無事でしたか！　見てください。食糧庫は我らが押さえました」

「これだけあれば、もうひもじい想いをせずに済みます！」

　暴徒たちがリーファの姿を捉えるや、誇らしげな顔で自分たちの為なした成果を報告してくる。

　自分たちは悪いことなどしておらず、むしろ皆みなのために頑張ったのだと言いたげな顔だった。

　ぷちんと、リーファの中で感情を塞せき止とめていた最後の一線が切れた。

「この……痴しれ者ものどもがっ！」

　まだ年とし端はもいかぬ少女の口から発せられたとはとても思えぬ、烈れつ火かのごとき怒ど号ごうであった。

「「「「「っ!?」」」」」

　褒ほめられるとばかり思っていたのだろう、暴徒たちは棒でも呑のみ込んだような顔で一いつ斉せいにたじろいだようにその場でのけ反る。

「おぬしらは自分たちが何をしたのかわかっておらぬ！　勇斗殿がおぬしらを救うためにどれだけ骨を折っておるか、苦心しておるか、その恩をこのような形で返すなど何事か！」

　怒ど髪はつ天を衝つきかねない勢いで、リーファは暴徒たちを叱しかりつける。

　その迫力は暴徒たちどころか、彼女の背後に控える兵士たちさえうっと身体を縮こまらせるほどのものであった。

「へ、陛下は騙されておられるのです！」

　暴徒の一人が、怯ひるみつつも必死に声を張り上げる。

　その一声に、気圧されていた暴徒たちも我を取とり戻もどしたようだった。

「そ、そうです、陛下はあの男に騙されておるのです」

「我々をあんなところにぎゅうぎゅう詰めに押し込み！」

「食事もろくに与えず、この寒さにも暖も取らせず！」

「このままでは我らは凍とう死しか飢うえ死じにするところだったのですぞ！」

「なのに見てください。自分たちはこんなに大量に食糧をため込んで！」

　溜たまりに溜まった不平不満を口々に喚わめきたてる。

　それは確かに、彼らにとっての事実ではあるのだろう。

　彼らとて、この状況に相当に苦しんでいたのだろうとは思う。

　だが、その愚おろかさに、リーファは目眩めまいを覚えずにはいられなかった。

「お前たちは、本当に何もわかっておらぬ……」

　その声はもはや、怒りを通とおり越して、悲しみに満ちていた。

「じゃあなぜ今、おぬしたちは凍死も餓が死しもせずに生きておる!?　勇斗殿が廷てい臣しんどもの反対を押し切きって宮殿を開放してくれたからじゃろうが！　自分たちが持ってきた食糧を惜しげもなくそなたたちに分け与えておるからじゃろうが！」

　それでも気力を振ふり絞しぼって叫ぶが、

「そ、そんなはずありません」

「だ、だったら俺たちがこんなひもじい想いしてるはずがねえ！」

「リーファ様、騙されてはなりません！」

「そ、そうです！　俺たちより他国の奴やつらを信じるんですか!?」

　暴徒たちの心にはどうにも届かないようだった。

　彼らとて、生きるために精せい一いつ杯ぱいであり、そのためにやむにやまれず、危険を冒おかして行動を起こしたのだ。

　追いつめられ、こちらの言葉に耳を傾かたむける心の余よ裕ゆうがないのだ。

「どうしてわかってくれんのじゃ……」

　どれだけ真しん摯しに言葉を紡つむいでも、つらさと怒りに覆おおわれた彼らの心を溶かすことができない。

　所しよ詮せん自分はどこまでいっても結局、何もできない小こ娘むすめに過ぎないのだ。

　弱気が頭こうべをもたげる。

　そう心が折れかけ――

「リーファ様！」

　想い人勇斗の声に、奥おく歯ばを噛かみ締しめすんでのところで踏みとどまる。

　自分などより、彼のほうがよほど多くのものを背せ負おっている。

　その華はな々ばなしい活かつ躍やくの下で、艱かん難なん辛しん苦くを乗のり越えてきたはずなのだ。

　それを想えば、この程度でへこたれてはいられない。

　どれだけ落ちぶれようと自分は神帝テイウダンスであり、自らの民のことぐらい自分でなんとかできずして、どうして彼の隣となりに並び立てるというのか!?

「神帝テイウダンス……か」

　不意に、脳のう裏りにある考えがよぎる。

　よくよく考えてみれば、勇斗たち《鋼はがね》の陣じん営えいには優ゆう秀しゆうな人材がこれでもかと揃そろっている。

　その中で、他の誰だれにもない自分にしかないもの。

　それはやはり神帝テイウダンスという肩かた書がきと、それに付ふ随ずいする――

「ル～ル～ルルル～、ル～ル～ルルル～♪」

　大きく息を吸い込み、呪力を歌声に乗せ響かせる。

　鎮ちん静せいの呪歌ガルドルであった。

　これ自体はそれほど難しいものではない。フェリシアなども、安あん眠みんのため勇斗によく歌ってあげていると聞く。

　本来であれば、気休め程度の効果しかない。

　しかし、それも双紋のエインヘリアルにして、その才に驕おごらず秘法使いとして長年修練に修練を重ねたリーファが唄うたえば、まったくの別物に変わる。

　その美声に、暴徒たちも惚ほうけたように聞き入る。

　歌声が染しみわたるとともに、暴徒たちの表情からみるみるうちに険しさが消えていく。

　安らぎに、満ちていく。

　やがてリーファが唄い終わると、

「も、申し訳ありません、陛下！」

「俺たちが間違っていました」

「陛下の想おもい、確かに俺たち感じました！」

「ええ、こんなにも俺たちのせいで心を痛めていたなんて」

　暴徒たちは皆、こぞって武器を放り捨て、涙なみだを流すとともにその場にひざまずき、まるで人が変わったように謝罪の言葉を述べていく。

　芸術というものは、時に論理を飛とび越える。

　どんなに言葉を尽つくすよりも、リーファの歌は彼女の想いを彼らに届け響かせたようだった。







「陛下！　も、申し訳ございませんでした！　俺たち……」

「よい。これからは勇斗殿を妾と思い、その言葉に従ってくれ。それだけが妾の願いじゃ」

　平伏する暴徒のリーダー格に、リーファは優やさしく声をかける。

　彼もまたリーファの歌に感動し、その心に触ふれ、改心したようだった。

「お疲つかれ様さまです、リーファ様。正直、かなり助かりました」

　そう勇斗が感謝の言葉を告げれば、

「す、す、素す晴ばらしかったです。わ、わ、私はもう胸がいっぱいで涙が止まりませぬ」

　その隣ではファグラヴェールがぼろぼろと感かん涙るいにむせび泣いている。

　少し照てれ臭くさかったが、悪い気はしなかった。

「ふふん、これぐらい大したことはないわ」

　言葉とは裏腹に、リーファは大いに胸を張って誇ほこらしげに答える。

　すぐに調子に乗るのは彼女の悪い癖くせではあるが、今日は心の中でさえそれを誰も突っ込もうとはしなかった。

「いやいや、ほんと大したもんですよ。まさか五か所全部、平和的に解放できるなんて今でも信じられません」

　感心しきりと勇斗が絶賛する。

　そう、五つの食しよく糧りよう庫こ全すべて、武力行使を一いつ切さい行わず、一滴てきの血さえ流れることなく奪だつ還かんできたのは、間違いなくリーファの手て柄がらと誰もが認めるところだった。

　これまで《鋼はがね》の人間がどんなに説得に心を砕くだいても聞く耳をもってくれなかったというのに、リーファが唄うだけで武器を捨て、投降するのである。

　他の誰にもできない、双紋のエインヘリアルにして呪力の扱いになれたリーファだからこそできる奇き跡せきの御業であった。

「ふふふっ、まあ、妾の力をもってすれば、これぐらいたやすいことよ。また何かあれば頼たよるがよい。じゃがまあ、さすがに今日はもう疲れた。部屋に帰って休ませてもらうとするわい」

「あ、はい、今日は本当にお疲れ様でした」

「うむ」

　ひらりと手を振って、リーファは踵を返し、通路を曲がる。

　瞬しゆん間かん、どっと身体から力が抜ぬけ、その場によろめく。

　なんとかたたらを踏ふんで倒たおれることだけは堪えるも、

「ぐふっ、ぐふっ、ぐふっ！」

　嫌な咳せきが幾いく度どとなく口から洩もれる。

　口元を手で押さえ、必死で音を押し殺ころす。

「リ……」

「っ！」

　追いかけてきたファグラヴェールが、リーファのただならぬ様子に声をあげかけるも、リーファは咄とつ嗟さにその口を押さえる。

「声をあげるでない。勇斗殿にバレるじゃろうが」

　キッとファグラヴェールを見み据すえつつ、押し殺した声でリーファは言い、コクコクと彼女が頷うなずくのを見てから手を離はなす。

「リ、リ、リーファ様、そ、それ……っ！」

　声を潜ひそめてはいたが、ファグラヴェールの声は緊きん迫ぱく感に満ちていた。

　彼女の視線が、リーファの口元と手を行き来する。

　リーファも自じ嘲ちよう気味な笑えみとともに、自らの右手を見下ろす。

　その手は、彼女の血でべっとりと紅あかく染まっていた。
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ACT 5







「ふう……」

　歌い終えるや、リーファは大きく息をつく。

　全身が気け怠だるく、身体が重くて仕方がないが、それでも外面はにっこりと満面の笑えみを浮うかべ、民衆に向けてひらひらと手を振る。

「「「「「わあああああああああああああああっ!!」」」」」

　松明たいまつと月だけが照らす夜の闇やみの中、大気を揺ゆるがす大だい歓かん声せいと拍はく手しゆの嵐あらしがたちまち巻き起こった。

　ユグドラシルで最も高い建造物と名高かったグラズヘイムの聖塔フリズスキヤールヴは、先の大おお地じ震しんで無む惨ざんに倒とう壊かいしていたが、その跡あと地ちには今や数千という民衆が押しかけてきていた。

　皆、リーファの歌を聞くためにである。

「うおおおおっ！　陛下ぁっ！」

「なんと素晴らしい歌声か。心が洗われるようだ」

「聞いてると心が軽くなるよな」

「うむ、明日もがんばろうって思えるよな」

「ありがたやありがたや！」

　皆、はらはらとその双そう眸ぼうから感動の涙を流し、絶賛の言葉を口にする。

　リーファが歌によって暴動を鎮圧したことは、たちまちグラズヘイム中の話題をかっさらった。

　以来、この五日ほど、リーファは震しん災さいとそれに伴ともなう苦しみを、ほんの少しでも癒いやせれば、とこうして皆の前で呪歌ガルドルを紡ぎ続けていた。

　連日大量の民が押しかけ、勇ゆう斗とが慌あわてて整理券を作り配るほどの満員御おん礼れいの大だい盛せい況きようぶりだった。

『皆の者、今日も一日ご苦労であった。明日も勇斗殿の命をよく聞き、頑張るのじゃぞ！』

　辺り一帯に、リーファの声が響き渡わたる。

　特定の人間の声を一定範はん囲い内ないに響かせるという、ファグラヴェールの持つルーン《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》の能力の一つである。

　ファグラヴェールはもっぱら全軍に将の言葉を伝え鼓こ舞ぶしたりするために使っていたのだが、リーファの呪歌ガルドルをより大勢に届けるのにもってこいのものであった。

　このあたりでも、実に相あい性しようの良い二人と言える。

「リーファ様よかったですぅぅっ！」

　民衆からは見えない陰かげに引っ込んだ瞬間、美み月つきがガバッと飛びついてくる。

　それを抱だき留とめつつ、リーファは笑う。

「まったくおぬしも大げさじゃのう。いい加減、聞きき飽あきたじゃろうに」

「そんなことまったくないですよぉ。何度聞いても涙がちょちょぎれるぐらい感動しますもん」

　涙なみだ声ごえなだけに、実に説得力があった。

　本当に心から感動しているのが伝わってくる。

「そーかそーか」

　上じよう機き嫌げんでリーファは頷き、美月の背中をポンポンと叩たたく。

　歌声だけで、感動させられたのではないことぐらい、リーファも認にん識しきしている。

　呪歌ガルドルによる心理作用のほうが多分に影えい響きようしていることも。

　ズルしているようなうしろめたさもないわけではないが、それでも、この『力』もまたリーファにとっては切り離せない「自らの力」だった。

　自分だけが、自分だからこそできることなのだと、胸を張って誇りをもって彼女は歌っている。

「お疲れ様です。今日も素晴らしかったです。最近は妙みような噂うわさもとんと聞かなくなりました。全すべてリーファ様がところどころで俺を立ててくれるおかげです」

「ふふん、まあ、夫を立てるのがいい女というものじゃからな！」

　鼻高々と言った感じで冗じよう談だんっぽく言って、リーファが胸をそらす。

「あら？」

　そらしすぎてバランスを崩くずして、後ろにすっ転びそうになる。

「調子にのりすぎですよ、リーファ様」

　すんでのところでさっと彼女を受け止めたのは、ファグラヴェールである。

「さっ、明日もあるのですから、早くお休みになられてください」

　そしてそのまま強ごう引いんにずるずると引きずられる。

「やれやれ、お前はいつまでたっても過保護じゃのう」

　リーファは唇くちびるを尖らせ不満を表明こそするものの、押しのけようとはしない。

「まあ、こやつに下手に逆らうと口やかましいので妾は去る。ではな」

　ひらひらと手を振って、そのまま引きずられていったリーファだったが、やがて人の気配が遠ざかったのを確かく認にんしてから、

「いつもすまんな、ファグラヴェール」

「いえ、リーファ様の御おん為ためならこのぐらい……御身体のほうは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「いつも通りじゃよ。いつも通り……悪い」

　言って、ふふっと自嘲するようにリーファは笑う。

「……やはりもうこのようなことはおやめになったほうがよろしいのでは？」

「その辺はもう十分に話し合ったであろう？」

「しかしっ！」

　抗こう弁べんするようにファグラヴェールは声を荒あらげるが、リーファの決意は固かった。

「どうせもう残り少ない命じゃ。好きに使わせてくれい」

「…………」

　悲ひ壮そうな不退転の決意を固めて壮そう絶ぜつに笑うリーファに、さしものファグラヴェールも何も言えなくなってしまう。

　リーファが自らの異変に確信を持ったのは、《剣つるぎ》で目覚めてすぐのことだった。

　以前より身体にどうにも力が入りにくく、疲れやすくなった。

　また右手も思うように動かない。

　最初は半年近くも意識のない状態だったから身体がなまっているのかと思った。

　日が経たてばそのうち元に戻るだろうと高をくくっていた。

　だが、一〇日も経つと、一向によくならないどころか、わずかずつではあるが明らかに日を追うごとに弱っていっていることにいやがおうでも気づいてしまう。

　おそらく勇斗殿を召しよう喚かんした際に、無む茶ちやをしたのが原因であろう。

　あの時、《グレイプニル》の二重掛けの際、意識を失う直前、右手が砕け散ちるかのようなそんな感覚があったことだけははっきりと覚えている。

　右手がおかしいのも、それの影響だろう。

　そして、この右手から、生命力のようなものが急速に零こぼれ落おちていっているのが、自分でもわかるのだ。

　喀かつ血けつしたその日、ファグラヴェールはグラズヘイムでも名医と評判の者を何人も見み繕つくろい、リーファを診みさせた。

　しかし皆一様に原因がわからないと首を振るのみであった。

　秘法使いのことは秘法使いに訊きくのが一番だろうと、わらにもすがるつもりで、《豹ひよう》の先々代宗主パトリアークにして『ミズガルズの魔ま女じよ』と謳うたわれるシギュンにも診てもらったが、

『霊体の右みぎ腕うでが、吹ふっ飛んでますね。そこから神力アースメギンがどんどん零れ落ちていっちゃっています。正直、今、生きているのが不思議なぐらいです。こんな状態、普ふ通つうはあっという間に身体が衰すい弱じやくして死んでしまう。双紋の並外れた力が、なんとか命をつないでいるのでしょうね』

　というのが彼女の見解であった。

　なんとかならないのか、とファグラヴェールは掴つかみ殺さんばかりの勢いで詰め寄よったが、彼女にも手の施ほどこしようがないと首を振られるだけだった。

　リーファもシギュンと同意見である。彼女もまた、秘法使いであり神力アースメギンの扱あつかいに長たけている。その知識と経験から、わかってしまうのだ。

　自分の命はもうそう長くは持たない、ということが。

　もちろん、ファグラヴェールはすぐには納なつ得とくしなかった。

　滋じ養ようのあるものを食べ、しっかりと寝ねれば治るはずだ、と。

　だがそれこそ、リーファには納得できないことであった。

　彼女はずっと、このヴァラスキャールヴ宮殿の奥おくに閉じ込められてきたのだ。

　このまま籠の鳥として一生を終えるのは、まっぴらごめんだった。

　今ようやく外に出ることができるようになったのだ。

　せめて最後の一時ぐらい、これまでできなかったことをしたかった。

　この世に、悔くいを残したくなかった。

「ファグラヴェール、今ようやく妾は、生きとると実感しとるんじゃ。これが最さい期ごのわがままじゃ。好きにやらせてくれ」

　その言葉に、ついにはファグラヴェールも、涙ながらにその言葉に頷いてくれたのだった。







「ふふふっ、ここまで鮮せん烈れつに印象付ければ、勇斗殿どのたちも、グラズヘイムの民たちも、妾のことを覚えていてくれるじゃろう」

　寝しん台だいで布ふ団とんをかぶりつつ、リーファはファグラヴェールに得意げにほくそえんで見せる。

　ファグラヴェールに自室まで引きずられ、有う無むをいわさず寝台に寝かしつけられたのだ。

　正直、興奮冷めやらず、まったく眠ねむくはないのだが、ファグラヴェールには無茶を聞いてもらっている分、この辺りは仕方ないと諦あきらめている。

　リーファの願いを尊重こそしてくれているが、それでもファグラヴェールとしてはきっと、一日でも長く生きてほしいと願ってくれているのだろうから。

　そのことはこそばゆいとは感じつつも、とてもうれしく有あり難がたいことだった。

「はい、皆、子々孫々まで陛下の歌のすばらしさを語かたり継ついでくれることでしょう」

「そこまでは言い過ぎではないかのぅ。相変わらずお前は妾贔屓びいきがすぎる」

「主を敬愛し、えこ贔屓するのは臣下として当然のことにござります。少なくとも私は、家訓を残し、子々孫々、末代まで語り継がせる所存です」

「ほう？　そこまで言うからにはおぬし、もう相手はおるのか？」

「うっ、そ、そういう意味ではなく、《剣つるぎ》の氏族にということです」

「もったいないのぅ。せっかくそんな美人に生まれたというのに」

「私など！　リーファ様のほうがよっぽどお美しくあらせられます」

　ぶんぶんと首を振り、生き真ま面じ目めそのものな顔でファグラヴェールは言う。

「おぬしはいつもそれを言うがのぅ……」

　やれやれとリーファは嘆たん息そくする。

　はっきり言って、ファグラヴェールは相当の美女である。

　グラズヘイムの街中を歩けば十人中九人は間ま違ちがいなく振り返るだろう。

　そんな人間に言われても、正直嫌いや味みと思うのだが、

「リーファ様がご自身の容姿を嫌きらっておられるのは知っております。が、これは私としても譲れぬところでございます！」

　この通り、本人は本気も本気、心の底から言っているからタチが悪い。

　何度言っても、聞いてくれた例ためしがない。

「おぬし、時々凄すさまじく頑がん固こよな」

「初めてお会いした時、なんとお美しいのだろうと思ったものです。これまで貴女あなた様さまに仕えてきたのは、その時、その美しさに心奪うばわれたからやもしれません」

「妾のことはこの際どうでもよい！　おぬしのことじゃ」

　いい加減、こっぱずかしくなり、リーファは強引に話を元に戻す。

「はあ」

　一方のファグラヴェールは、なんとも気のない返事である。

　自らの美にはまったく興味がないのだろう。

「せっかく美人に生まれたんじゃ。もういい歳なんじゃから、良い相手ぐらい見つけたらどうじゃ？」

「ははっ、こんな年とし増まをもらってくれる男性など、今さらおりませんよ」

　ファグラヴェールがひらひらと手を振り、からからと笑う。

　ユグドラシルでは一いつ般ぱん的てきに女性は十代半ばで結けつ婚こんするのが普通である。

　その意味でファグラヴェールは二十代半ばで未み婚こんと立派な行き遅おくれ以外の何物でもなかったのだが、気にさえしてすらいない。

　重じゆう症しようだった。

「のう、ファグラヴェールよ。そなたが妾にこれまで尽くしてくれたことには、心から感謝しておる。じゃがそろそろ、おぬし自身の幸せを考えてほしいんじゃ」

「リーファ様の御為に尽くすことが、私の幸せにございます」

　わずかの迷いもなく、ファグラヴェールは返してくる。

　その言葉には、一切の嘘うそはないのだろう。

　だからこそ、厄やつ介かいだった。

「そうは言うがな。おぬしにはまだ長い人生が……」

「仰おつしやらないでください。たとえ何があろうと、私は貴女あなたの臣下であり、僭せん越えつながら姉だと任じております。これは生しよう涯がい、いえ、この身が朽くち果はてようとも、変わりませぬ！」

　きっぱりと切って捨てられる。

　取り付く島もないとはこのことである。

　だが、だからこそ、ここまで真心を尽くしてくれた愛する姉には、死んだあとにまで自分などに縛しばられず、誰よりも幸せになってほしいというのが、リーファの心からの願いでもある。

　さてどうしたものか、思案しているうちに夜は更ふけていった。







「これじゃこれじゃ」

　リーファは屋台を指さし、ぐいぐいっと勇斗の腕うでを強引に引いていく。

　大通りにはテントが無数に立ち並び、すっかり震災前と同じような賑にぎわいを見せていた。

「へえ、こりゃ確かにおいしそうだ」

　勇斗も屋台を覗のぞき、その香こうばしい香かおりに思わずゴクリと喉のどを鳴らす。

　情勢も落ち着いてきたので、街にお忍しのびで視察に来たのだ。リーファもせっかくの機会だからとそれに同行した形である。

　日差しの弱い冬の夕暮れ時ならば、リーファも普通に外を歩くことができるのだ。

「じゃろう。前に馬車で通りかかった時に見かけてな。それ以来、ずっと食してみたかったのじゃ」

　我が意を得たりとばかりに、リーファも頷く。

　それは牛肉を木き串ぐしで刺さし、炭火で炙あぶっただけという宮きゆう廷てい料理と比べれば実に簡素というしかない代しろ物ものだったが、なぜか無む性しように食欲をかきたてられる。

「んじゃ買いますか」

「待て。妾にさせてくれ。したことがないからそれも一度してみたかったのじゃ」

「ああ、はい。ではこれを」

　納得したようにうなずいて、勇斗が革かわ袋ぶくろから豆まめ粒つぶほどの銀を手て渡わたしてくれる。それを持って早さつ速そくリーファは屋台へと行き、それを手のひらに乗せ見せて言う。

「店主、これで牛串を五つくれ」

「まいどありー。ちょっと待ってくださいね。お、こりゃ銀子じゃないですか。剛ごう毅きですねぇ。いいとこのお嬢じようさんですかい？」

　店主が嬉うれしそうに顔をほころばす。

　貨か幣へいという概がい念ねんがなく物ぶつ々ぶつ交こう換かんが基本のユグドラシルでは、銀は交こう換かん対象として最も喜ばれるものの一つである。

　希少品で加工がしやすく、どの地域でも高価だからだ。

「うむ、まあ、そんなところじゃ」

「へえ、お客さんなかなかの美人だし、噂の《鋼はがね》の大宗主レギンアーク様に声かけられたりしたんじゃないですか？」

「あー、ふむ、声はかけられたことはあるな」

「やっぱり！　俺おれたちの神帝テイウダンス陛下を嫁よめにしようってのに、早さつ速そく浮うわ気きたぁ、大宗主レギンアーク様の女好きにも困ったもんだ」

　やれやれといった体で首を振る店主に、リーファは思わずほくそえんで勇斗のほうを見やる。

　思った通り、ぶすっとした顔をしていて、それがまた笑いを誘さそう。

「はははっ、ちょっと世間話をした程度じゃよ。しかし、おぬし、俺たちの、とは随ずい分ぶんと陛下に肩かた入いれしておるようじゃのう？」

「はぁ？　もしかしてお客さん、陛下の歌、聞いたことがないんで？」

「ん？　ああ、まあ、そうじゃな。ちゃんとは聞いたことがないのぅ」

「そりゃもったいない。グラズヘイム市民なら死ぬまでに一度はあの歌を聞かないと」

「ほう、それほどか」

「ええ、そりゃもう！　あの方の御み世よに生まれた俺たちは幸運だって街のみんなが言ってますよ」

「ほ、ほう？」

　面と向かっての大絶賛に、リーファはさすがにニマニマと頬ほおが緩ゆるむのをとめられなかった。

　なんともむず痒がゆくはあったが、一方で実に心地ここちよくもあった。

「俺もね、この地じ震しんで家が潰つぶれちゃったんですけどね」

「お、おお、そりゃ災難じゃったのぅ」

「ええ、もう明日からどうすりゃいいんだって目の前真っ暗になってたんすが、陛下の歌はね、不安がやわらいで、明日もがんばろうって気にさせてくれるんですよ」

「そ、そうか」

　店主の熱っぽい口調に押おされ、リーファは引き気味で相あい槌づちを打つ。

　すっかり惚ほれ込み、入れ込んでいるのがこれでもかと伝わってくる。

「だからお客さんも是ぜ非ひ聞いてみてくだせえ。はい、焼きあがったよ。ほら、旦だん那なさんも」

　威い勢せいのいい声とともに、店主が両手で串を差し出だしてくる。

　二人で受け取りつつ、リーファは勇斗に笑いかける。

「ふふっ、旦那じゃとよ。妾たちが夫ふう婦ふに見えたようじゃな」

「みたいですね」

「……なんじゃ、すっかりスれた反応をするようになったのぅ」

　つまらなさそうに、リーファは唇を尖とがらせる。

　一年前はこういう時、もう少し戸と惑まどったり焦あせったりしていたはずだというのに、自分だけが浮かれているみたいで面白おもしろくないリーファである。

「ええ、すっかりからかい甲斐がなくなってしまいました」

　下のほうからも、つまらなさげな声が響く。

　同行者のクリスティーナである。

「まったくじゃ」

　我わが意を得たりとリーファも頷く。

「それにしても、バレんもんじゃな！　一応、変装しておるとはいえ、相変わらずおぬしの力は便利なものじゃ。ほれ、おぬしの分」

　リーファは言いつつ、牛串を渡す。

「お褒めに与あずかり光栄です」

　言葉とは裏腹に無表情の澄すました顔で、クリスティーナは牛串を受け取る。

　彼かの女じよのルーン《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》は、本人だけでなく、手を握にぎった者の気配を消し、その存在感を薄うすくすることができる。

　お忍び視察には欠かせぬ存在であった。

「陛下！　アタシも！　アタシにもください！」

　もう一人の同行者アルベルティーナがじゅるっとよだれを飲み込みながら催さい促そくしてくる。

　容姿は瓜うり二ふたつだというのに、こういうところは真逆な二人だった。

「うむ、ほれ」

「陛下、お待ちを！」

　手渡そうとしたところで、クリスティーナに牛串を奪われる。

「えっ、ちょっ、クリス!?」

　当然、食べられないアルベルティーナは涙目となるが、

「アル姉、働かざる者、食うべからずです。ワタシはお二人の気配を消すという任務をまっとうしていますが、アル姉は何もしていないでしょう!?」

「ええっ!?　ア、アタシも護衛の仕事ちゃんとしてるよ！」

「嘘をつきなさい！　さっきから護衛そっちのけであっちこっち注意散さん漫まんになっているのはお見通しです！」

「うっ！」

　アルベルティーナが棒でも呑み込んだような顔で呻うめく。

　どうやら図星だったらしい。

「どうしても食べたいというのなら、芸をしてお父様と陛下を楽しませるのです」

「げ、芸？」

「はい、お手」

　パシッ。よほど仕込まれているのか、反射的にアルベルティーナがクリスティーナの手に犬のごとくシュタッと手を置く。

「おかわり」

　パシッ。今度は逆の手を置く。

「三べん回ってワン！」

　くるくるくる。

「ワン！」

「はい、良くできましたね」

「わーい。クリス、ありがとー！」

　クリスティーナが差し出す牛串を、アルベルティーナはそれはもう嬉しそうに顔をほころばせて受け取っている。

　完全に犬扱いであったが、

「ん～♥　おいしい～♥」

　アルベルティーナはまったく気にした風もなく、肉を頬ほお張ばり幸せそうに舌した鼓つづみを打つ。

　それを見て、クリスティーナは頷き、

「お父様、陛下、毒見は済みました。どうぞお食べになってください」
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「アタシ、毒見役だったの!?」

　ガーンっとアルベルティーナが衝しよう撃げきを受けている。

　その涙目の顔があまりに面白くて、

「ふはははっ、おぬしら二人は相変わらずじゃな！　特にアルは変わっていないようでなによりじゃわい」

　リーファは懐なつかしげに笑みをこぼす。

　イアールンヴィズ滞たい在ざい時も、身分に物もの怖おじせず、またリーファの行動にも怪け訝げんな顔をしない天てん真しん爛らん漫まんなアルベルティーナとは気が合ってよく一いつ緒しよに遊んだ仲だった。

「う～……」

　アルベルティーナは何か納得がいかないらしく、唇を尖らせ唸うなっている。

　そんな顔もまた可愛らしかった。

「さて、勇斗殿、妾たちも食べようか」

「ええ、そうですね」

「どれ……（もぐもぐ）……うむ、イアールンヴィズの時も思ったが、塩を振ふっただけの実に素朴な味じゃが、これがまたよいのじゃ」

「ですね。料理人たちの出してくれる料理も美味おいしいんですけど、たまにこういうのが食べたくなるんですよね～」

「うむ！」

　リーファも大きく頷き、次々とほおばっていく。

　あっという間にたいらげるや、しみじみと街に目を向ける。

　視界のあちこちに倒壊した建物が映り、なんとも痛ましい気持ちになる。こうなる前に、街を歩いてみたかったと思わなかったら嘘になる。

　しかしそれでも、人々は日々たくましく生きている。

　自分の歌が、ほんの少しでもその助けになっている。

　それがしっかりと肌はだで感じられた。

「勇斗殿、連れてきてくれて、ありがとうな。今日のことはずっと忘れん」

「ははっ、大げさな。ちょっと街歩いて買い食いしたぐらいじゃないですか」

　勇斗がいきなりどうしたという顔で笑う。

　そう、それだけのことだ。

　だが、たったそれだけのことがリーファにはこれまで遠かったのだ。

　しかも愛いとしい男が隣となりにいて、一緒に歩いてくれている。

　これ以上など望むべくもなかった。

　これほど満ち足りたと感じる時もなかった。

　だからリーファは笑う。

「ふっ、これが妾にとっては最高の贅ぜい沢たくなのじゃよ」







「三日後に式!?」

　翌朝、自室を訪おとずれるなり発した勇斗の言葉に、リーファは素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　式とは当然、震災による民衆の不満の高まりにより延期されていた勇斗とリーファの結けつ婚こん式しきのことである。

　彼女としては望んでいたことではあるのだが、

「父上、さすがに急すぎる話ではございませんか？」

　代弁するように、傍かたわらに立つファグラヴェールが問いかける。

　その顔には隠かくしようのない怒いかりの色がにじむ。

　当然であろう。

　神帝テイウダンスの結婚となれば本来、最低半年は準備に時間をかけるところだ。

　それがわずか三日後とは、神帝テイウダンスを軽かろんじているとしか思えない日数である。震災の対応で物資に余よ裕ゆうもないこの状じよう況きよう下では、とてもまともな式になるとは思えなかった。

「ええ、失礼な話という自覚はあります。が、なんとか受け入れてほしく思います」

「どのような理由があろうと、陛下にこのような扱いは……」

「まあ待て、ファグラヴェール。勇斗殿は何の思し慮りよもなくこのようなことを言わぬ」

　リーファはさっと手で制し、落ち着いた声で問いかける。

　少し前の彼女であれば、自己への自信のなさなどから不安を増大させ慌てて勇斗に詰つめ寄っていたことだろう。

　だが今は、自分のできることを見つけ、心に余裕を持てるようになった。

　そして彼女には、勇斗が急ぐ理由に、心当たりもあった。

「そうじゃな。すでに地震も起きた。民の不安も収まった今、もはや躊躇ためらう理由はないな」

「ご理解、ありがとうございます」

「リーファ様!?」

　一人、わけがわからずファグラヴェールが目を白黒させている。

　事情を知らぬのだから仕方ないといえば仕方がない。

「それに、こちらとしても願ってもない話であろう？」

「っ！」

　目くばせとともに、リーファがファグラヴェールに微笑ほほえむと、彼女も察したようだった。

　勇斗に時間がないのと同様、リーファにもまた時間がないのだ。

　正直、とても半年後まで生きていられるとは思えない。

　三日後などこちらとしては願ったりかなったりであった。

「ん？　どういうことです？」

　今度は勇斗がきょとんと首を傾かしげる番だった。

　彼かれはリーファの事情を知らぬのだから、仕方がない。

　伝えるつもりも、ない。

　変に気き遣づかわれ、重い空気の中を生きるなど御ご免めんだった。最後の一時ぐらい、楽しく笑って過ごしたかった。

　だから、リーファはそっと人差し指を自らの唇に押し当あてる。

「乙おと女めの秘密じゃ」







「なかなかこれはしかし、緊きん張ちようするのぅ」

　その夜、リーファは美月の部屋を訪れていた。

　扉とびらを前にしてゴクリと唾つばを飲み込み、スーハースーハーと深呼吸する。

　ここにくるのは初めてではない。

　むしろ他人とは思えないほどに気が合うので、しょっちゅう入いり浸びたってさえいる。

　だが、こと今日に限っては、回れ右をして脱だつ兎とのごとく逃にげ去さりたいというのが正直なところであった。

「果たして受け入れてもらえるじゃろうか？」

　今夜ここに来たのは、美月主しゆ催さいのお茶会に誘われたからである。

　出席する面子は、美月のほかにフェリシアとジークルーネ、アルベルティーナにクリスティーナと、まさしく勇斗の腹心ともいうべき女性たちである。

　双ふた子ごはまだ幼いからともかくとして、フェリシアやジークルーネと勇斗のやり取りからは、すでに男女の関係であることが匂におっている。

　そんな中に、自分は新参者の分際で、他を押しのけ第二正せい妃ひなどという高位に割り込もうというのだ。

　彼女たちにしてみれば、面白かろうはずもない。

　リーファは神帝テイウダンスとして、後宮というものがどういうものかをよく知っている。ぱっと見華はなやかであっても、裏はどろどろと嫉しつ妬とと陰いん謀ぼうにまみれている。

　男が絡からめば、女の友情など露つゆと消えることも、知識として知っている。

　だが、今日のお茶会の面子は皆みな、かつては共に鍋なべを囲んだ仲である。

　ファグラヴェールを除けば、初めて気やすく触ふれあえるようになった友人たちなのだ。

　難しいことはわかっているが、なんとしても仲よくしたかった。

「リーファ様、私も付いておりますので」

「うむ」

　ファグラヴェールの言葉に、神しん妙みような面おも持もちで頷うなずく。

　実際、彼女が隣にいてくれるのは心底頼たのもしかった。

　勇気をもらい、ファグラヴェールは扉を叩く。

「陛下、いらっしゃいませ」

　扉を開いて出で迎むかえたのは、亜あ麻ま色いろの髪かみの幼い少女である。

　名はエフィーリア、リーファも幾いく度どとなく顔を合わせ、最近はよく言葉も交かわしている美月御お付つきの侍じ女じよだった。

「リーファ様、よくきてくださいました！」

　今日の茶会の女主人である美月が、立ち上がり両手を広げて歓かん迎げいを露あらわにする。

　その表情も嬉しそうで、内心ほっとする。

　だが、油断は禁物だった。

　すでに円えん卓たくには、先に訪れたフェリシア、ジークルーネ、アルベルティーナ、クリスティーナの四名が着席している。

　他人とは思えぬ魂たましいのつながりをもっていた美月とは違ちがう。

　ここからが本番だった。

「こちらこそお招き感謝する。今さらではあるが、改めて自己紹しよう介かいさせてもらいたい。新たに勇斗殿の妻となるシグルドリーファじゃ。これからよろしく頼む」

　言ってから、心臓をバクバクさせつつ、女じよ性せい陣じんの沙さ汰たを待つ。

　ほんの一いつ瞬しゆんがそれはもう永遠なほどに長く感じられたが、やがてパチパチと拍はく手しゆが巻き起こる。

　正直、拍ひよう子し抜ぬけなほどである。

　表では祝いつつも裏では、と一いつ瞬しゆん勘かん繰ぐったが、彼女たちの表情を見ると、そういうわけでもないらしい。

「はい、こちらこそよろしくお願いしますね、リーファ様」

　代表するように、美月がにこにこと応じる。

　心底ありがたいとリーファは感じた。

　第一正妃がここまで友好的に受け入れてくれているのだ。他の者もそれに倣ならうのが道理というものである。

「さ、様付けはいらぬ。リーファでよい。あと敬語もな。結婚すれば、そなたのほうが位は上になるのだから」

「だったらむしろ陛下が敬語を使うべきかもですね。むしろ今のままだと陛下のほうが偉えらそうです」

　ぼそりとそんなことを告げたのは、クリスティーナである。

　キタ、とリーファは笑え顔がおの裏で緊張を疾らせる。

　現あら人ひと神がみである神帝テイウダンスに対しても歯はに衣きぬ着きせぬあたり、大した度胸だった。

　だが、一理はある。

「む、そ、そうじゃな。その、あらためて、よろしくお願いする……します。ミツキ……様？」

「ちょっ、や、やめてください。今まで通りでいいですよぉ！」

「うむ、さすがにこれは妾も薄ら寒いからそういってもらえると助かる」

「はいっ！」

「じゃが、その、様付けはいらぬ。リーファと、呼んでくれ。そなたには、心からの友であるそなたには、そう呼んでもらいたいのだ。ミツキ」

「う……うん！　リーファ」

　頷き合い、どちらからともなくひっしと抱だき合あう。

　その後は、お茶会によくあるノリで雑談とあいなったのだが、

「でもほんと勇くんってば女心わかってないね！　三日後ってありえない！」

　当然、話題となるのは突とつ如じよ三日後に決定した結婚式である。

「さすがにこの短期間ではとてもドレスを新調できるわけないじゃん。となると既すでにリーファが持っているものの中から選んで、それを少し手直しして式に使うしかないけど、女の子にとって結婚式って一生ものなのに！　お金ないならともかく、多分ユグドラシルでも一番お金持ってるくせに！」

　なぜかリーファ本人よりも、美月のほうが納得がいかないらしくぷりぷり怒りを露わにしていた。

「お、お気持ちはわかりますが、お兄様にもきっとご事情が……」

「いつも思うけど、フェリシアは勇くんに甘あまい！」

　フェリシアがまあまあととりなすも、美月はにべもなく一刀両断する。

　事情を知らないのだから仕方なくはあるのだが、フェリシアは苦く笑しようするしかない。

　一方、語気を強めて同意を示したのが、ファグラヴェールである。

「陛下を軽んじすぎでございます」

「うん、ひどいよね！」

「はいっ！　それをまさか大女将様にわかっていただけるとは……っ！　正直、リーファ様の後宮入りには不安を覚えていたのですが、貴女のような方が正妃でほっと胸を撫なでおろしております」

「え、そ、そう？」

「リーファ様をよろしくお願いいたします。今後とも末永く仲良くしてくださいませ」

「うん、こちらこそだよ！　あー、それにしてもファグラヴェールさんってなんか他人な気がしないなぁ。なんかずっと前から知ってる感じがする」

「奇き遇ぐうですね。僭越ながら私もです。リーファ様と瓜二つのご容姿だからかと思っておりましたが、それだけではない何かを感じると申しますか……」

「うんうん、ファグラヴェールさんも、今後ともよろしくね。もっといっぱい話したい！」

「はっ！　もったいないお言葉」

　あっという間に意気投合してしまう二人である。

　美月は心の友であり、ファグラヴェールは乳ち兄弟きようだいである。

　二人には仲良くしてほしいと心から願っていたのだが、いざされると妙みように複雑なものを感じてしまうリーファであった。







「こうして話しておるとしかし、あの鍋の日を思い出すのぅ」

　茶をすすりつつ、リーファはしみじみと当時を思い起こしていた。

　あれは一年前の冬、正月の翌日のことだ。

　勇斗の腹心である女性たちとともに鍋を囲んだことがあったのだ。

「鍋？　……ああっ、あの頃ころはまだリーファ様がまさか陛下であるとは露知らず、ご無礼いたしました」

　思い出したように、ジークルーネがペコリと頭を下げる。

　リーファはひらひらと手を振って、

「よいよい、隠していたのは妾のほうじゃからな。それに、自分より他の誰だれかを優先されるというのは新しん鮮せんな経験じゃった」

「あ～、あれは内心ハラハラいたしましたわ～」

　フェリシアが頬に手を当てて、ほうっと嘆息する。

「なんだ、お前は知っていたのか？」

「ええ、そりゃあわたくしはお兄様の副官ですから、ね」

「その割にはお前も醜しゆう態たいを晒さらしていたような気がするがな？」

「ええっ!?」

「酔よっぱらってくだ巻いて、服まで脱ぬいでいたぞ」

「そ、そうでしたっけ？」

「おお、そうじゃそうじゃ。ありゃあ見物じゃったわい」

「忘れてください」

　真っ赤な顔になってフェリシアは身体を縮こまらせる。

　彼女は普ふ段だんはいかにも才女というかできる女な気配を漂ただよわせているが、けっこうな酒乱なのだ。

「リネーア殿どのやイングリット殿は息災かのう。ぜひまた会いたいものじゃ」

「お元気ですよ。ただ二人ともかなりお忙いそがしいみたいですね。リネーア様は震しん災さいの対応に、イングリット様はお父様から頼まれた新兵器の開発にかかりっきりのようです」

　クリスティーナが答える。

　遠いギムレーの情勢も、しっかりとつかんでいるらしい。

　このあたり、さすがは勇斗の『目』であり『耳』であった。

「ふむ、呪歌ガルドルの一つも歌ってその疲つかれを癒いやしてやりたいところじゃが、さすがにギムレーにまで声は届かぬな」

「ふふっ、そうですね～。お二人にもぜひリーファの歌、聞かせてあげたいなぁ」

　美月がうっとりとした顔で言えば、

「うん！　陛下の歌、ほんといいよね～」

　と、アルベルティーナも思い出すかのように目ま蓋ぶたをつむる。

「天上の歌声と呼ぶにふさわしいかと」

　同じく呪歌ガルドルの使い手であるはずのフェリシアも賞賛の言葉を口にし。

「はい、もう初めて聞いた時は涙なみだが止まらなかったです！」

　身分の差さえ忘れて、エフィーリアも食い気味に話に乗ってくる。

「うむ。わたしも歌のことはとんとわからぬが、陛下のそれは心に染しみる」

「そうですね。もし平民であったならば、風の妖精団うちにぜひ勧かん誘ゆうしていたところです」

　沈ちん着ちやく冷静さには定評のあるジークルーネとクリスティーナまでもが絶賛である。

「だよねだよね！　すごいよね、リーファの歌！」

　美月も我が事のように興奮して何度も頷く。

　褒ほめられて悪い気はしないのだが、面と向かってというのは、正直くすぐったい。

「わ、妾など大したことはない」

「え～、凄すごいって～」

「本当に凄いのは、そなたたちであろう。ここにいる者たちはそれぞれ、素す晴ばらしい技能をもって勇斗殿どのを陰かげに日ひ向なたに支えてきたと聞いておる。確かに勇斗殿は太陽のごとき比類なき英えい雄ゆうなれど、さりとて今の《鋼はがね》の躍やく進しんは、そなたらの働きなしでは決して語れまい」

　言って、リーファはぐいっと一息にお茶を飲み干す。

　まぎれもない本心ではあるのだが、少々、場の空気に酔って、しゃべりすぎた気がする。

　緊張のせいか、喉がからっからに渇かわいて仕方なかった。

「ん？」

　チラリと皆の様子をうかがうと、アルベルティーナを除く全員がポカンとした顔をしてリーファを凝ぎよう視ししている。

「も、もしや妾は何かおかしなことを口走ってしまったか？　不快な想おもいをさせたなら、すまぬ」

　慌あわててリーファは頭を下げるが、それに輪をかけて慌てたのはむしろ女性陣のほうであった。

「ぜ、全然！　リーファは全然おかしなこと言ってないよ！」

　はっと一足早く我に返った美月が、ぶんぶんっと首を勢いよく左右に振れば、

「は、はい。おかしなことは何も……ただ、なんといいますか……ご成長なされましたね」

　フェリシアがしどろもどろにそう告げ、

「うむ、一年前とはまるで別人だ」

　ジークルーネも重々しく頷く。

「んん？」

　意味がわからず、リーファは怪訝に眉まゆをひそめる。

　彼女としてはごくごく当たり前のことを言っただけであり、別段褒められるほどのことを言ったつもりはまったくない。

　なぜここまで褒められるのかまるでピンとこなかった。

　そんな疑問に答えてくれたのは、奇くしくも先さき程ほど、一いち撃げきを加えてきたクリスティーナであった。

「少なくとも、一年前のリーファ様なら、ワタシたちが褒めても謙けん遜そんなんてまずしませんでしたね。自らの力を誇こ示じし、ふんぞり返っていたように思います」

「……ふむ」

　相変わらず神帝テイウダンス相手に歯に衣着せぬ物言いであったが、今回は有あり難がたかった。

　あまり自覚はなかったが、確かに一年前の自分はもう少し自己顕けん示じすることに必死だった気がする。

「それはおそらく、本当の自信を手に入れられたからかもしれんな」

　しみじみとリーファは言って、自じ嘲ちようするように小さく笑えみをこぼす。

　今ならわかる。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんに振るまってこそいたが、その実、自分に自信がなくて、虚きよ勢せいを張っていただけだったということが。

　知識があるから認めろ。

　力があるから認めろ。

　偉いのだから認めろ。

　そうやって、自分を認めることを他人に押し付つけていたような気がする。

　だが、そうやって無理やり得た承しよう認にんでは、結局、心が満たされることはない。

　心は乾くばかりで、より一層相手に強く求め、そして相手に引かれてしまう。

　そんなことをずっと、繰くり返かえしてきた。

　だが――

「民の為ために唄うたい、心から喜ばれ、認めてもらえたからのぅ。いまさら声こわ高だかに認めてくれとがなる必要はなくなったのじゃろうな」

　ずっと、こんな容姿で生まれたことに引け目を感じていた。

　自分にかしずくのも、賞賛するのも、所しよ詮せん、神帝テイウダンスだからだろうと思っていた。

　だが、あの民たちの涙は、間ま違ちがいなく本物だった。

　安らぎに満ちた顔も。

　喜んだ顔も。

　リーファが、リーファの力で成しえたことである。

　それが出来た自分を初めて、そう本当に生まれて初めて、誇ほこらしいと思えた。

　自分で自分を認められた。

　もし、本当に自分が変われたというのなら、おそらくはそういうことなのだろう。

「だが、妾一人では、きっとここにたどり着くことができなかったじゃろうな」

　そういう確信が、リーファにはあった。

　自分の心は弱い。

　彼女がいなければ、きっとひねくれねじくれ世を儚はかなみ、どうしようもないほどに腐くさっていたに違いない。

「ファグラヴェール、おぬしのおかげじゃ。もし妾が成長したというのなら、おぬしが妾に寄より添そい、背中を押してくれたからに他ならぬ」

「リーファ……様……っ！」

　ファグラヴェールが感かん極きわまったように、口元を押さえ、目元を潤うるませる。

　すぐにぽろぽろと大おお粒つぶの涙となって零こぼれ落おちていく。

　そんな主従に、その場にいた女性陣もまた思わず涙ぐんだのであった。







「う、ううっ、リーファ様、私は、私は……貴女あなた様さまに仕えることが出来て、本当に幸せ者でございます……うううっ」

「まったくいつまで泣いておるんじゃ。おぬしがここまで泣き虫じゃったとはついぞ知らなんだぞ」

　お茶会も終わり、美月の部屋からの帰り道、まったく泣なき止やむ気配を見せないファグラヴェールに、リーファは思わず天をあおぎ嘆たん息そくした。

　彼女に言った言葉には何一つ嘘うそはないが、まさかここまで大泣きするとは思ってもいなかった。

「まったくなごやかに和気あいあいとしておったのに、すっかりしんみりしてしまったではないか」

「も、申し訳ございません。で、ですが、それも私にとっては本当に嬉うれしかったのでございます。あんなに楽しそうに笑われるリーファ様を見るのは初めてで……」

「まあ、確かに楽しかったがの」

　そう本当に、楽しかった。

　時間が経たつのが早くて、あっという間にお開きの時間になってしまった。

「ようやくリーファ様にも、心許せる御友人と呼べる存在ができたのですね」

「友人？　……ふむ」

　リーファはその言葉に、きょとんとした顔をする。

　自分は常に「特別」であった。

　身分の上でも。

　容姿の上でも。

　だからずっと、他人から一線を引かれていたように思う。

　だが、今日に限っては、そういう線引きをまるで感じなかった。

　第二正妃、すなわち二番目、というのがよかったのかもしれない。

　あの輪の中では自分は、決して「特別」ではない。

　彼女たちは同じ男を想い、支えようとしている者の一人にすぎないのだ。

　それが、心地ここちよかった。

　自分が彼女たちの「仲間」なのだと思えるから。

「そうじゃな。ようやく妾にも友人と呼べる者ができたらしい」

「はいっ！　ううっ、よかった、本当にようございました……っ！　このファグラヴェール、もういつ死んでも本ほん望もうでございます」

「こらこら、死んでどうする。おぬしには妾が亡なき後も、勇斗殿の力になってもらわねば困る」

「亡き後などとそのようなっ！　皆みな様さまにも受け入れられ、まさにこれからではございませんか！　ようやっと幸せになれるのではございませぬか！」

「ふふっ、確かにのぅ。また彼女たちと……」

　そこまで言ったところで、不意にリーファは意識が急速に遠のくのを感じた。

　視界が暗転し、上下がわからなくなる。

　これはやばいと感じたが、どうすることもできない。

「リーファ様っ!?」

　驚おどろいたようなファグラヴェールの声を最後に、リーファの意識は闇やみに沈しずんだ。







「ここ……は……？」

　目蓋を見開くと、見覚えのある天井が視界に入ってくる。

　いつもと代わり映ばえしない風景をこれまで忌いんできたが、今日はそれが嬉しかった。

　どうやらまだここは死者の国ヴアルハラではないらしい。

「リーファ様！　お目覚めになられましたか!?」

　涙でにじんだ声とともに、ファグラヴェールが覗のぞき込んでくる。

　視線が合うや、ぽろぽろとその瞳ひとみから涙がこぼれ、リーファの頬ほおを濡ぬらしていく。

「リーファ様！　よかった、心配しましたよ」

「むっ、勇斗殿!?　それに美月にフェリシア殿も。……しゃべりおったな、ファグラヴェール」

「も、申し訳ございません、しかし……」

「彼かの女じよを責めるのはお門かど違ちがいですよ、リーファ様。なんで黙だまってたんですか!?」

　ムッと怒ど気きの混じる声で、勇斗が訊きいてくる。

「まったくだよ。倒たおれたって聞いたとき、血の気が引いたんだからね」

「はい、このまま目を覚まさなかったらと、本気で心配いたしましたわ」

　美月やフェリシアも怒りをにじませた涙なみだ声ごえだった。

　バレてしまった以上は、もう取とり繕つくろっても仕方がない。

　リーファは観念したように大きく嘆息する。

「悪かったのぅ。じゃが、言えば寝ねておれと言うとったじゃろう？」

「「「当たり前です！」」」

　勇斗、美月、フェリシアの声が綺き麗れいにハモる。

　三人とも、心から心配してくれていたのが伝わってくる。

「なんで言ってくれなかったんですか。知ってれば、無理して歌わせなんてしなかったのに」

「じゃからじゃよ。死ぬ前ぐらい、好きに生きたいわ」

「そんな自じ暴ぼう自じ棄きになられなくても……ゆっくりと休めばきっと以前のように元気になられますよ。フェリシア、式は延期に……」

「ダメじゃ！」

　思わず勇斗の言葉を遮さえぎるように、リーファは声を張り上げる。

「しかし、その体調では……しないと言っているわけではなくて、身体がよくなってから改めて……」

「それではダメなのじゃ！」

　きっぱりと言い切る。

　正直、今の体調では大声を出だすのもきつかったが、それでも叫さけばずにはいられなかった。

「自分の身体のことは自分が一番ようわかっておる。身体を休めたところで弱っていく一方じゃよ」

「リーファ様、病は気からと申します。弱気になっては治るものも……」

「美月、フェリシア殿、そなたらならばわかるじゃろう？」

「「…………」」

　ちらりと二人に視線を向けると、彼女たちは沈ちん痛つうそうに表情を歪ゆがませた。

　彼女たちは神力アースメギンの扱あつかいに長たけた秘法使いである。

　その心眼を使ってしっかりと視みれば、わからないはずがないのだ。

　もはや手の施ほどこしようがないということぐらい。

「おい、二人とも、なんで黙る!?　どういうことだ!?」

　一人わけがわからず、勇斗が声を荒あらげる。

　だが、そんな彼から二人はつらそうに顔を背そむける。

「妾の命の炎ほのおは、もう尽つきかけておる、ということよ」

「そんなこと……っ！」

「あまり言わせんでくれ。妾とてつらいんじゃ」

「……っ！」

　さすがにこれには、勇斗もグッと唇くちびるを噛かみしめ黙り込む。

　卑ひ怯きようとは思ったが、このような押おし問もん答どうを続けても益はない。

　死期が迫せまっているからこそ、神聖アースガルズ帝てい国こく神帝テイウダンスとして、民たみの為にも、為なすべきことを為さねばならなかった。

「頼む。妾に、務めを果たさせてくれ」

「務め、ですか？」

「ああ、勇斗殿、そなたの行く手には、まだまだ多くの壁かべが立ちふさがるじゃろう。それらを乗のり越こえようとするとき、神帝テイウダンスの称しよう号ごうはきっと助けになる」

「それは、そうでしょうね」

「じゃが、それは禅ぜん譲じようでなければならぬ。妾自らが譲ゆずり渡わたさねば、そなたは僭王のそしりを受けるじゃろう」

「それは……しかし、それでリーファ様に死なれては……」

「勇斗殿、妾一人の命と、ユグドラシルの民と、どちらを重んじるべきか、そなたならばわかっておろう」

「……っ！」

　勇斗が表情をゆがめ、下した唇くちびるを噛みしめる。

　彼も、重々承知しているのだ。

　正統なる神帝テイウダンスとならねばならぬ必要性を。

　王たる者、大を生かすために小を切り捨てねばならぬ時があるということを。

「頼む……っ！　どうせ死ぬのならば、妾はそなたの妻として死にたいのじゃ」

　勇斗の目を見み据すえ、リーファは必死に訴うつたえかける。

　このままでは死んでも死にきれなかった。

　勇斗の足手まといにだけは、なりたくなかった。

　自分も妻の一人として、彼の為に何かを残して逝いきたかった。

　その想いが通じたのか、

「…………わかりました」

　長い長い沈ちん黙もくの末、絞しぼり出すような声で、それでも勇斗は頷いてくれたのだった。







「あれで美月は気が利きく女よの」

　ランプの明かりだけがほのかに部屋を照らしていた。

　二つの影かげが、壁でゆらゆらと揺ゆれている。

　他の者たちは、美月の一声で部屋を後にしていた。

　二人っきりで話したいこともあるだろうから、と。

「そういえば、何気におぬしと二人っきりになるのはこれが初めてではないか？」

　はたと気が付いたように、リーファはポンっと手を打つ。

　お互たがい身分があり、常にリーファのそばには誰かがいたし、勇斗のそばにも同様だった。

　明後日には結けつ婚こんするというのに、何とも奇き妙みようと言えば奇妙なものである。

「そう、ですね」

「改まると、これはこれで実に緊張するな」

「そう、ですね」

　勇斗は同じ言葉を繰り返す。

　表情も硬かたく、どこか上の空である。

　まだリーファが余命あとわずかという現実が受け止められていないのだろう。

「こら」

　パァン！　と気つけに勇斗の両頬を手のひらで小気味よく音を立てて挟はさむ。

　そして、ジッと勇斗の目を見据えて言う。

「初夜だというのに他所事を考え、心ここにあらずとは新にい妻づまに失礼であろう？」

「す、すみません！」

「それもじゃ」

　パァン！　ともう一度、両頬を挟み込む。

「これから夫ふう婦ふになるというに、妻相手に敬語でどうする？　もう様付けもなしじゃ」

「そうで……いや……そうだな」

「うむ、それでよい」

　リーファも大きくうなずく。

　ようやく自分に対等の言こと葉ば遣づかいで接してくれる者が現れたことが嬉しかった。

「そう憐あわれんでくれるな、勇斗殿。妾は幸せじゃよ」

「リーファ……」

　心配げに瞳を揺らしながら、勇斗が名を呼んでくれる。

　呼び捨てにされるなどいつ以来であろうか。

　それが愛する男からである。

　これほど喜ばしいことはなかった。

「そう、幸せじゃ。神帝テイウダンスとしてうまいものを食べ、綺麗なものを着、柔やわらかく暖かな布ふ団とんにくるまれて眠ねむれてきたのじゃからな。多くの者には手に入れられんものじゃ」

「…………」

「そして今は好いた男と一いつ緒しよになれたし、友人もたくさんできた。これで不幸だなどと言っておったら罰が当たるわ」

　捲まくし立たてるように言って、リーファはかかっと笑う。

　それこそ盛大に笑い飛ばそうとして、

「お……おや？」

　その双そう眸ぼうから零れ落ちる涙に、きょとんとする。

　こんなはずではなかった。

　もはやこの身は、手の施しようがない。

　泣いたところで、勇斗を困らせ、引かれるだけである。

　だからこんな姿、見せるつもりなどなかったというのに。

　楽しい想おもい出でだけを残して逝きたかったのに。

「くそっ、止まれ。止まるのじゃ。妾には泣いている暇ひまなど……」

「いいんだ」

　ぐいっと腕うでを掴つかまれ、勇斗の胸に抱き寄せられる。

　温かかった。

　彼かれの温ぬくもりがじんわりと伝わってきて、心まで温かくなる。

「泣いて、いいんだ。むしろ泣いたほうがいい。いくらでも、泣いていいから」

　その上、こんなことまで言われては、もう堪えようがなかった。

　感情を堰せき止とめていた堤てい防ぼうが、溶とけてしまう。

「……死にとう、ない」

　ついにその言葉が、リーファの口から漏もれる。

　絶対に言うつもりなど、なかったというのに。

　心の奥おく底そこ深くに、蓋ふたをして閉じ込めていたというのに。

「死にとうない！　死にとうない！　死にとうない！　ようやっと籠かごの鳥から抜ぬけ出せたのに！　好いた男と一緒になれたのに！　気安く話せる友人たちができたというのに！　なぜ死なねばならん!?」

　納なつ得とくなど、できるわけがなかった。

　なぜ自分ばかりがこんな目に遭あわねばならぬ。

　太陽の下を歩くことさえできず。

　病気がちでほとんどを床の上で過ごし。

　臣下はおろか、血を分けた家族からさえ奇き異いの目で見られ忌み嫌きらわれ。

　奸かん臣しんハールバルズには自由を奪うばわれ。

　ようやく忌まわしき楔くさびから解放され、幸せを掴めたというのに。

　これからだと思えるのに。

　生きててよかったと思えたのに。

　死ななければならないというのか。

　受け入れることなど、できるわけがなかった。

　リーファはまだ一七歳さいの少女にすぎないのだ。

「生きたい……生きたい！　神帝テイウダンスなど、なんじゃというんじゃ！　おぬしとともに生き、おぬしの子を産み、皆と楽しく賑にぎやかに過ごしたかった。もっと一緒に……いたかった……いたかったのじゃ、うあああああああっ！」

　もう泣き叫ばずには、いられなかった。

　一度、噴ふき出すと、もう止まらなかった。

　押し殺ころしてきた感情があふれ、荒あれ狂くるう。

「ああ、そうだな。俺おれもお前ともっと一緒にいたいよ」

　ギュッと勇斗が抱き締しめる力を強める。

「うううっ、うああああああああああっ!!」

　子供のように、リーファは勇斗にすがりついて、泣き叫ぶ。

　泣き叫び、続ける。

　泣いて、泣いて、涙が涸かれるほどにまで泣くと、少しだけすっきりした。

「ぐすっ、すまんかったな」

　鼻をすすりつつ、リーファは謝罪の言葉を口にする。

　まったく計算外もいいところである。

　こんな無様、晒すつもりは毛頭なかったというのに。

　格好良く、綺麗な思い出として、彼の中に残るつもりだったのに。

　それでも、気分は悪くなかった。

　もっと彼のことが好きになった。

　こんな自分を受け入れてくれる彼が、心から愛いとおしかった。

　だから自然と、言葉が漏れる。

「抱いてくれ、勇斗殿。そなたを愛し愛された記き憶おくを、この身体と心に刻んでほしい」







ACT 6







「陛下ーっ！」

「シグルドリーファ様！」

「お幸せになってくださいませー！」

　歓かん声せいがあちこちから飛とび交かう。

　声を上げているのは、グラズヘイムの民衆たちである。

　大通りの両りよう脇わきには、これでもかと人がごった返していた。それこそグラズヘイム中の人々が詰つめかけているかのようである。

「ふふっ、誰が何と言おうと、今の妾は間違いなく世界一幸せな花はな嫁よめじゃな！」

　ヴァラスキャールヴ宮きゆう殿でんより式場へと向かう馬車の上で、リーファは民衆に笑え顔がおで手を振ふりつつ、自信満々にのたまう。

　たとえ天上の神々全すべてに否定されようと、これだけは譲るつもりはなかった。

　これほどの数の祝福を受けた花嫁は、古今東西を探してもまずいまい。

「はいっ！　まったくでございます！」

　ファグラヴェールが涙ながらにうんうんと頷うなずいている。

　式場までの付き添いは、彼女以外考えられなかった。

　血のつながった親しん戚せきは何人か宮きゆう廷てい内にいるが、彼女だけがリーファにとっては「家族」だったから。

「おっ、着いたようじゃな」

　馬車がその歩みを止めると、槍やりを構えた精せい悍かんそうな男の石像が目に留まった。

　神聖アースガルズ帝国初代皇こう帝ていボーダンの像である。

　ここはフロプト公園。

　グラズヘイムで最も大きな公園であり、市民たちの憩いこいの場だ。

　従来、神帝テイウダンスの結けつ婚こん式しきは聖塔フリズスキヤールヴの頂上にある神殿ホルグルで行われるのが通例であったが、今回に限っては、リーファのたっての希望で、ここで式を挙げることとなったのだ。

「陛下、どうぞ」

　御ぎよ者しやを務めていた『波の乙おと女め』の一人エルナが、リーファたちの座すわる荷台の縁を外して、階段を立てかけて言う。

「リーファ様、お手を」

「うむ」

　ファグラヴェールより差し出された手に自らの手を乗せて、リーファは立ち上がった。

　昨日まで身体を包つつんでいた倦けん怠たい感かんが嘘のように、身体が軽かった。

　もちろん、治ったというわけでは決してない。

　どうやら彼女の身体も、よくわかっているらしい。

　今日という日が、自分にとってどれだけ大事なのか、を。

　今日を乗り越えられるなら、そこで命の炎が燃もえ尽きようとかまわない。

　それだけの覚かく悟ごで、彼女は今日という日を迎むかえていた。

「これが妾の、一世一代の晴れ舞ぶ台たいじゃ」

　気合を入れるとともにリーファは馬車を降り、ボーダンの像のところまで進むと、その足元に舞台が整えられ、少年が待っていた。

　ユグドラシルでは非常に珍めずらしい黒くろ髪かみが、とにかく目を惹ひく。

　これまで無数の修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきたのだろう、精悍で凛り々りしい顔つきをしていた。

　特に瞳が印象的だった。

　これまで成なし遂とげてきたことに対する自信と、これから為すべきことを見据えた燃えるような意志がみなぎっている。

　それでいて、全てを包み受け止める海のような優やさしさも内包している。

　この瞳に惹かれたのだと、リーファは思う。

「その衣装は……」

　そのリーファが恋こいした瞳が、驚いたように少し大きく見開く。

　今日この日まで、彼にはあえて見せなかったのだ。

　彼には自分の一番綺麗な姿だけを覚えておいてほしかったから。

「うむ、美み月つきにあしらってもらったんじゃ。似合うか？」

　今のリーファは、絹の布をふわりと帽ぼう子しのようにして被っている。

　なんでも、勇ゆう斗との故郷の民族衣装を真似まねたものらしい。

　帝国の風習にはない奇異なものではあったが、かまわなかった。

　むしろこれがいい。

　男は、好きな相手を自分のものにしたいと思うらしいが、女は違ちがう。

　好きな男のものになりたいと願う。

　自分はこれより、神聖アースガルズ帝国神帝テイウダンスなどではなく、勇斗の妻ものとなるのだから。

「うん、とてもよく似合ってる」

「そうか」

　自然とリーファの口元に笑みが浮うかぶ。

　好きな男に綺麗と言われる。

　それだけでこれまでのもろもろの苦労が報むくわれるというものだった。

「それではこれより、《鋼はがね》が大宗主レギンアークスオウユウト様と、神聖アースガルズ帝国神帝テイウダンスシグルドリーファ様の結婚式を執とり行おこないたいと思います」

　祭司を務める帝国神官長が、威い厳げんのある声を響ひびかせる。

　リーファ個人としては、ハールバルズの下に付いていた者などより、《鋼はがね》の神官長であるフェリシアに一任したいところであったが、この結婚は下手をすれば今後のユグドラシルの行く末にかかわるほどに、政略としても極きわめて重要なものである。

《鋼はがね》側が強行したと取られかねないことは、できる限り避さけねばならぬ。

　妻として、夫の将来にわずかの禍か根こんも残したくはなかった。

「天に神かむ留づまり坐ます。皇すめら親がむつ神かむユミルの詔みことのりもちて。皇すめ御み祖おや神かむボーダンよ、諸もろ々もろの枉まが事ごと罪つみ穢けがれを拂はらひ賜たまへ清め賜へと申す事の由よしを、ヴァルハラの神達共に聞きこ食しめせと恐かしこみ恐み申す」

　神官長がボーダンの像へと身体を向けひざまずき祓詞を粛しゆく々しゆくと述べ、いよいよ式が始まった。







　民衆が一声も発することなく固かた唾ずを呑んで式を見守る中、笛の音だけが響いていた。

　そんな中、巫女みこが静々と壇だん上じように上がり、二人の前にかしこまって盃さかずきを置く。

　続いてまた一人の巫女が現れ、その盃にとくとくと酒を注いでいく。

　グラズヘイムではこれを新しん郎ろうと新婦が交こう互ごに飲み干していくことで、神に永遠の夫婦の誓ちかいを立てるのだ。

　まずは勇斗が盃を持ち空へと掲かかげ、一口つけて巫女に手て渡わたす。

　巫女の一人がそれを仰ぎよう々ぎようしく受け取り、もう一人の巫女がお神酒みきを足し、リーファの下に置く。

　リーファも勇斗同様、空へと掲げてから一口つけて巫女に手渡す。

　巫女がボーダンの像の足元に据すえられた神台にその盃を置くと、神官長がヤドリギの枝を振り、さらに祝詞を唱えてその盃を清める。

　それをさらに二度繰り返す。

　そのたびに、誓うのだ。

　最初は先祖への感謝を。

　二度目は、二人の永遠の愛を。

　三度目は、子孫の繁はん栄えいを。

「今ここに、大神ユミルと、皇御祖神ボーダンの名の下に、我、神聖アースガルズ帝国神官長ローニは、二人の結婚が成立したことを宣言する！」

「「「「「おおおおおおおおおおおおおおっ!!」」」」」

　すべての式の手順を終え、神官長が声を張り上げると、それまでの静せい寂じやくから一転、たちまち周囲から大だい歓かん声せいが巻き起こった。

　それはもうビリビリと衝しよう撃げきとなって、リーファの身体に響いてくる。

　大気どころか、グラズヘイム全体がその歓声に揺れているかのように感じられた。

　それほどまでに、人々が自分の結婚を祝ってくれていることが、うれしくてたまらなかった。

「皆みな、妾の結婚を祝ってくれるため、よくぞ集まってくれた。まずは礼を言わせてもらう」

　歓声がいくらか落ち着くのを待って、リーファは言う。

　ファグラヴェールの《力》によって拡大されたそれは、式場となった公園の隅すみ々ずみにまで響き渡った。

　瞬しゆん間かん、ぴたっと静けさが戻もどる。

　皆、リーファの言葉を聞きき逃のがすまいと誰だれに言われるまでもなく口を閉じたのだ。

「皆も見ていた通り、妾は今、ここにいる《鋼はがね》の大宗主レギンアークスオウユウトの妻となった。どうじゃ、妾の夫は実にいい男であろう？」

　そっと紹しよう介かいするように、リーファは勇斗を手のひらで指し示し、

「もう妾の一ひと目め惚ぼれでな。毎日見ておるだけで思わずため息が漏れるほどじゃ。しかも優しいのじゃ。妾の体調をいつも慮おもんぱかってくれるし、妾の嫌いやがることはまずせぬし、それどころか妾が喜ぶことをいろいろしてもくれる。さっきも妾のこの姿を見て、綺麗じゃと言うてくれたしの」

　それはもう幸せそうに、蕩とろけるような笑顔と声で完かん膚ぷなきまでに惚のろ気けてみせたものである。

　ドッと集まった観衆から一いつ斉せいに笑い声がこぼれる。

　これが、リーファの作戦であった。

　この結婚が強制されてではないと、リーファ自身が言ったところで、結局、変に勘かん繰ぐる者が出てくるのは目に見えている。

　だが、民衆の前でリーファがここまで盛大に惚気て見せれば、まさかこれが政略などとのたまう者はいまい。

　リーファが、リーファの意思で、勇斗に惚ほれ妻となった。

　リーファの表情からも、声からも、それは誰の目にも明らかであると、ここに集まった全ての民が証言してくれるだろう。

　そのために聖塔フリズスキヤールヴや宮殿などではなく、ここを式場と選んだのだ。

　ここでなければ、ならなかったのだ。

「じゃが、甘あまいだけの男では決してないぞ。この男がビフレストの弱小氏族に過ぎなかった《狼おおかみ》を、わずか三年足らずで大国《鋼はがね》へと導いたのは皆も知っての通りじゃ。強く、賢かしこく、そしてなにより、このユグドラシルの全てを背負えるだけの器うつわの持ち主である！」

「「「「「おおおおおおおおおっ!!」」」」」

　再び大歓声が巻き起こった。

　民衆にとって、民を豊かにし、外敵を排はい除じよしてくれる強く賢い王ほどありがたいものはないからだ。

　ここまではうまくいくであろうことは、予想通りである。

　問題があるとすれば、ここからだった。

「先日、このグラズヘイムを襲おそった大おお地じ震しんは、皆も記憶に新しかろう。そしておそらく、それは今後も続く。ユグドラシルは未み曽ぞ有うの危機を迎えることになる」

　おめでたい式で、幸せに満ちた甘い話をしていたはずなのに、突とつ如じよ、話が不ふ穏おんな向きとなり、ざわざわざわっと民衆がどよめきだす。

「すべてはひとえに、このユグドラシルの統治を任されながら、血で血を洗う戦乱の世としてしまったことで、大神ユミルの怒いかりを買った我ら神帝テイウダンス一族の怠たい慢まんと無能によるものである。そなたたち民にはただただ詫わびるしかない。すまぬ」

　これも勇斗たちと相談して決めたことだった。

　公表するならば、今この時、そしてリーファ自身がするしかない、と。

　地震はあくまで天変地異であり、そこに人の意思など介かい在ざいするものではないが、まだ神が至るところに息づいている時代である。

　勇斗の名で発布すれば、必ずや神の怒りを買った勇斗のせいであると、反勇斗の名目とする輩やからが出てくるだろう。

　そうさせぬためにも「罪」はすべて、滅ほろびゆく前王朝が持っていくべきだった。

「だが、皆の者、不安になることは何もない！　皆も伝え聞いてはおろう。我わが夫が用いた無数の天上の秘儀を！　起こした奇き跡せきの数々を！　この勇斗殿どのこそ、ユグドラシルの民を救う為ため、ユミルが新たに遣つかわしてくださった者である！」

　わずかの迷いもない力強い声で、リーファは断言する。

　そこに嘘は、一いつ切さいない。

　彼女は心の底からそう信じていた。

　彼こそまさに、伝承にあった『黒きもの』なのだから。

「我ら古きアースガルズの皇統はもはや役目を終えた。よって妾は神より賜たまわりし神帝テイウダンスの地位を返上し、彼に譲りたいと思う！　さあ、皆の者、新たなる神帝テイウダンススオウユウトの誕生じゃ！」

「「「「「おおおおおおおおっ!!」」」」」

「「「「「神帝万歳ジークテイウダンス!!　神帝万歳ジークテイウダンス!!」」」」」

　リーファが言い終わるや否いなや、今日最高潮となる大歓声が轟とどろく。

　今ここに、神聖アースガルズ帝国はその二〇〇年の長きに渡る歴史を畳たたみ、新たなる王朝《鋼はがね》が誕生したのである。







「ふう、なんとか務めを果たせたようじゃな」

　嘆たん息そくした瞬間、ドッと全身の力が抜け、疲ひ労ろう感と倦怠感が襲ってきた。

　やるべきことをやり遂げ、緊きん張ちようの糸が切れたからだろう。

　だが、それがよくなかった。

「ととっ」

　いざ壇上から降りようとしたところで、足がおぼつかず踏ふみ外はずす。

　このまま転てん倒とうしては、せっかくうまくいっていた式が台無しである。

　やはり妾は役立たずなのか！　と後こう悔かいとともに目ま蓋ぶたを閉じ、

「お疲つかれ様さま、リーファ。名演説だったぜ！」

　勇斗に抱だき留とめられ、事なきを得る。

　それを間近で見ていた見物客の女性たちがにわかに色めき立つ。

　災わざわい転じて福となす。新婦の危機を咄とつ嗟さに防いだ新郎として、仲睦むつまじさを語るむしろ格好の的となったようだった。

「……ふん、じゃろう？」

　夫婦となった今、ここで助かったなどと礼を言うのも無ぶ粋すいである。リーファもニッと口くちの端を吊つり上あげて返す。

　そのまま二人で寄より添そって、支え合って、公園の入り口に待つ馬車へと歩いていく。

「大だい丈じよう夫ぶか、リーファ？」

　さすがにすぐ間近にいる勇斗には、リーファの不調を気づかれたようだった。

「大丈夫じゃ。式が終わってつい気が抜けてしもうたが、まだやるべきことがあるのを思い出したからの」

　気合を入れ直し、リーファはキッと前を向く。

　一度切れた糸は、容易には元には戻らない。

　身体は重いままだし、倦怠感は消えない。

　このまま目蓋を閉じ眠ってしまえばどれだけ楽なのだろうと思う。

　だがまだ、意識を手放すわけにはいかなかった。

「やるべきこと？」

「うむ。それは……」

「リーファ！　なんか体調悪そうだったけど大丈夫!?」

　馬車に戻るや、美月が心配そうな顔で問いかけてくる。

　なまじリーファと同じ顔だけに、その姿を晒さらせば民衆にいらぬ混乱を与あたえかねないと馬車からの観覧となっていたのだ。

　本人は式に非常に出たがってはいたのだが、デリケートな問題だけに、涙なみだを呑のんでもらった格好である。

「おお、ミツキか。まだ大丈夫じゃ。心残りがまだあるからの。それを果たすまでは死んでも死に切れんわ」

「その意気だよ！　心残りってなに？　あたしに手伝えること？」

「うむ。心残りとはまさにその腹の子のことよ。おぬしと勇斗殿の御み子ことなれば、妾にとっても我が子こ同然じゃからな。元気な子を産むのじゃぞ」

　慈いつくしむように優しい笑えみを浮かべつつ、リーファは美月の大きくなったお腹なかを撫なでる。

　これで最期の挨拶は、済んだ。

　後は……

「うん！　うん！　そうだよ、リーファにはこの子を抱いてもらわないと」

「そうじゃなぁ。妾もぜひ抱いてやりたいものじゃ……《グレイプニル》！」

　力ある言葉とともに、美月の腹に当てていた手より神力アースメギンを放つ。

　ガッと何かを捕とらえた感かん触しよくに、リーファは会心の笑みを浮かべ、ソレを美月の腹より引きずり出す。

　出てきたのは、金色のひもに縛しばられた黒いもやである。

　かつてグラズヘイムを訪おとずれたばかりの頃ころ、イヤールクに取り憑ついていたものと全く同じものである。

「ようやく捕つかまえたぞ。ハールバルズよ！」

（な、なぜ儂わしがここにいるとわかった!?）

《グレイプニル》を通じて、ハールバルズから思念が伝わってくる。

　してやったりとリーファは思わず得意げにほくそ笑むしかない。

　この老人には、傀かい儡らいとして籠の鳥にされ、幾いく度どとなく煮にえ湯ゆを呑まされてきたのだ。

　仕返しの一つもしてやらねば、腹の虫が収まらないと思っていた。

　それを今回、まさに最高の機会で為せたわけである。

　自然と笑みもこぼれようというものであった。

「ふん、教えてくれたのはおぬし自身よ」

　リーファの身体を操あやつっていたとき、勇斗を殺そうとせず、その体を抱かそうとした。

　帝国大神官として、帝国を牛ぎゆう耳じろうとした権力思想。

　意識のない他者に乗り移れるという《力》。

　そして、死にたくないという妄もう執しゆうともいうべき強い残留思念。

　それらから類推すれば、勇斗の子に生まれ変わり、新たな帝国を我が物にしようとしていることぐらい導き出すのは、実に簡単なことであった。

「本当はもっと早くに気付いておったがな。時機を見計らっておったのじゃ」

　フェリシアに一度、《グレイプニル》を仕し掛かけられ、警けい戒かいしているであろうことは容易に想像がついた。

　ゆえに詠えい唱しよう破は棄きで不意打ち気味に《グレイプニル》を使えるリーファがなんとかするしかなかったわけだが、詠唱破棄は身体への負担がとにかく大きい。

《グレイプニル》ほど強力な秘法となれば、それこそ寿じゆ命みようを大きく削けずりかねない。

　二人の子に取とり憑きおって、と腸煮えくり返かえる想おもいであったが、なんとしても神帝テイウダンスを勇斗に禅譲せねばならぬという一念で堪えてきたのだ。

　だがもうそれが叶かなった今、もう我が慢まんする必要はどこにもなかった。

「古き因いん縁ねんは、全てもろともあの世に持っていくのが妾の役目じゃ」

　言うや、リーファは金色のひもにさらなる神力アースメギンを注いでいく。

　金色のひもがその太さを増し、黒いもやを締め上げていく。

（き、貴様ごとき小こ娘むすめにぃっ！）

　ハールバルズは暴れるが、いかな妖よう怪かいじみた男とはいえ、双そう紋もんのエインヘリアルであるリーファの神力アースメギンの前に太刀たち打うちできるはずもない。

「これで終わ……ごふっごふっ！」

　最後の一ひと押おしというところで、唐とう突とつに咳せきが込み上げてきた。

　制せい御ぎよしていた神力アースメギンが乱れる。

「こ、この肝かん心じんな時に……がはっ！」
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　馬車の中に、血が飛び散る。

　これまで無理をしていたツケが、どうやら回ってきたようだった。

（ふははははっ！　運は儂に味方したようじゃなぁっ！）

　哄こう笑しようとともに、黒いもやが膨ふくれ上がる。

　リーファの神力アースメギンが弱まった隙すきに、《グレイプニル》を引きちぎろうというのだろう。

　リーファにもう一度、《グレイプニル》を詠唱破棄で唱える力はもはや残されていない。

　ここで取り逃がせば、もはやこの男を誰も捕まえることができなくなる。

　この男を野放しにすれば、必ずや勇斗の作る新たな王朝に影を差させることはわかりきっているというのに、だ。

　だが、体に力が入らない。

　穴の開いたツボのように、力を入れてもすぐに零こぼれ落おちていってしまう。

　勇斗を召しよう喚かんした時のように、《グレイプニル》を多重に仕掛ける、という手を咄嗟に思いつきはしたが、すぐに打ち消す。

　美月もフェリシアも、《グレイプニル》を発動するには詠えい唱しようと舞まいがいる。もうそんな時間は残されていない。

「くっ、ここまできて……っ！」

「《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》！」

　物心つく前から聞き覚えのある、懐なつかしくも頼たのもしい声が響く。

　瞬間、身体に力がみなぎってくる。

「ファグラヴェール！」

　戦意を高めることで、味方の兵の潜せん在ざい能力を極限まで引きずり出だし、死をも恐おそれぬ精兵へと変える、王のルーンとも称しようされるリーファの乳ち兄弟きようだいの力であった。

「リーファ様！　私の力をお使いくださいませ！」

「うむ！　これで終わりじゃ、ハールバルズ！　もはや貴様ごときの出る幕ではない！」

　リーファは戦場さながらの咆ほう哮こうを発するとともに、神力アースメギンをほとばしらせる。

　金色のひもは瞬またたく間まに膨れ上がり、黒いもやを一気に押おし潰つぶす。

（ぐああああああああああっ！　やめろ、やめろ、やめろおおおおおお！）

　断だん末まつ魔まの声が響き、そして、やがて途と絶だえる。

　帝てい国こくを蝕むしばんできた亡ぼう霊れいは、今ここに、ついに滅んだのだ。







「やった、のか？」

　役目を終えた金色のひもが、きらきらと霧む散さんして虚こ空くうへと溶け消えていく。

　そんな中に、美しい婚こん礼れい衣装に身を包んだ真っ白な少女がたたずむ。

　現実感がまるでない、とても幻げん想そう的てきな光景である。

　思わず時も忘れ見み惚とれていた勇斗であったが、

「っ！　リーファ！」

　ふらりと少女の身体が傾かたむき、はっと我に返って抱き留める。

「おお、勇斗殿、安心せよ。あの妖よう怪かい爺じじいは妾が成敗したでな。これ以上、あやつが暗あん躍やくすることはない」

「あ、ああ、ああ！　見ていた！　よくやってくれた！　だけど、今はそんなことよりお前のことだ！　フェリシア！　早く……早くフェリシアを呼んでこい！」

　勇斗が切せつ羽ぱ詰つまったように大声を張り上げる。

《狼おおかみ》の先々代ファールバウティを亡なくして以来、宗主パトリアークとして常に沈ちん着ちやく冷静であることを自らに言い聞かせてきた。

　だが、今はもはやそんなことどうでもよかった。

「よい。もう妾は助からん。そんなことより手を、手を握にぎってくれんか？」

「っ！」

　虚空をさまようリーファの手を、勇斗は慌あわてて握りしめる。

　自分はここにいるぞと伝えるために。

　彼かの女じよの命を少しでもここに繋つなぎとめられるように。

「ふふ、おぬしの手はあったかいのう。安心する。不思議なもんじゃ。全然苦しくはない。《戦を告げる角笛ギヤツラルホルン》の効果かのぅ。これは役得じゃ」

　言葉通り、なんとも穏おだやかな顔でリーファは語る。

「リーファ様！」

　ファグラヴェールも涙ながらに駆かけ寄り、リーファのもう一方の手を握る。

「おお、その声はファグラヴェールか。おかげで助かったぞ。さすがは妾の一の忠臣よ」

「も、も、うぐっ、もったいない、ううっ、お、お言葉！」

　何度も嗚お咽えつを繰くり返しつつもファグラヴェールはたどたどしく感謝の言葉を告げる。

　そんな彼女の様子に、リーファはクスリと笑う。

「まったくほんに泣き虫じゃったんじゃなぁ、おぬしは。そんなんでは、安心してヴァルハラに逝ゆけんではないか」

「も、ひっく、も、ひっく、申し訳……ありませぬ。ううっ」

「やれやれじゃ。ならばファグラヴェール、そなたに最後の命を与える」

「はっ……ははーっ！　な、なんなりとお命じくださいませ。死出の旅路のお供、ぜひとも務めさせてくださいませ」

「早まるでない。最愛の姉に、そんなこと命じるはずがなかろう。良い人を見つけ、結けつ婚こんし、子を生なせ。それが妾の命令であり、願いじゃ」

「そ、それは……」

　ファグラヴェールが戸と惑まどうようなそぶりを見せる。

　これまで彼女にとって、リーファが全てであった。

　そう簡単に切きり替かえられるわけがない。

　だが、それは付き合いの長いリーファにもわかっていたのだろう。

「そうじゃな、妾が名付け親になってやろう。男の子ならシグルト、女の子ならリーファ、でどうじゃ？」

「っ！」

「なんなら勇斗殿との間に子を生してくれてもよいぞ。ぜひ妾の代わりに産んでやってくれ」

「は、ははーっ！　主命、承うけたまわりました。この命に代えましても、果たさせていただきます」

「うむ、頼むぞ」

　ふふっとリーファはおかしそうに笑う。

　勇斗にはわかった。

　おそらくはファグラヴェールにもわかっているのだろう。

　これは愛する乳兄弟に後を追わせぬための言葉だと。

　自分という妹を亡くす彼女に、新たな生いき甲が斐いを与えるための言葉だと。

「これで心残りは……いや、もう一つあったな。勇斗殿」

「ああ、なんだ？　なんでも言ってくれ」

「形見じゃ。受け取れ。少しはおぬしの力になるじゃろうて」

「っ！　熱っ!?」

　突如、リーファの手が、焼けた鉄かと思えるような熱を発する。

　ほんの一いつ瞬しゆんのことでそれは収まったが、ついで身体の奥おく底そこからカッカッと燃え滾たぎるように力があふれてくる。

「な、なんだ、これ……」

「ゆ、勇くん、目、目がっ！」

　美月が自分の目を指さし、驚おどろきに目を見開いている。

　釣つられて反射的に、馬車に取り付けられていた鏡に目を向け、硬こう直ちよくする。

　そこに映る自分の双そう眸ぼうには、十字の金色の紋もん様ようが浮かび上がっている。

「こ、これ、は……」

「ふふっ、だから、形見よ。新たにおぬしが神帝テイウダンスになるんじゃ。双紋がなければ様にならぬじゃろう？」

　リーファはくくっと楽しげに笑う。

　唐突に勇斗は理解する。

　自らの双紋を任意の者に譲ゆずることができる。

　それが神帝テイウダンスの一族が代々、双紋を受うけ継ついでくることができた秘密だったのだ、と。

「おや、いきなり視界が真っ暗になりよった。双紋を渡わたしたからかのぅ。いよいよお迎えが近いようじゃ」

「そんなっ！　こんな力いらない！　返す！　だから、だから、ほんの少しでいい。長生きしてくれ！」

「ははっ、そういわずにもらってくれ。妾がおぬしに残せるのはそれぐらいじゃからな」

「リーファ！」

　勇斗は思わず彼女の名を叫さけぶ。

　もうそれしかできなかった。
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　目め頭がしらが、ただただ熱かった。

「泣くな、勇斗殿。妾は幸せじゃった。我が民たみを、頼むぞ。そして美月や皆と幸せにな」

「逝いくな、リーファ。逝くなぁっ！」

「ふふっ、もし生まれ変われるのなら、またおぬしのそば……に……」

　その言葉を最後に、ふっと握る手から力が抜ぬけ落ちていく。

　カチカチと歯が鳴る。

　信じられなかった。

　信じたく、なかった。

「おい、リーファ！　リーファ！　リーファ！」

　だから、勇斗は何度も彼女の名を呼び続ける。

　だが、どれだけ呼よび掛かけても、もう彼女は反応しない。

　もうしゃべってはくれない。

　怒おこってはくれない。

　笑ってはくれない。

　その認めがたい事実を噛かみ締しめ、震ふるえる声で言う。

「お前の民のことは、任せておけ。俺おれがきっとなんとかするから」

　それが勇斗が亡き妻に贈おくる、最後の誓いの言葉であった。







EPILOGUE







「《槍やり》が若頭補佐ほさヘルモーズを討うち取ったとのことです。我が軍の勝利です」

「ふん、たあいないのう。鎧がい袖しゆう一いつ触しよくとはこのことか」

　伝令の報告に、その男はつまらなさげに鼻を鳴らした。

　長い黒髪を無調法に伸のばした、いかにも粗そ野やな印象の男である。

　だが一方で、その瞳ひとみには深い知性の光がある。

　そしてなにより特とく徴ちよう的てきなのが、その身にまとう覇は気きであった。

　名のある猛もう将しようも、彼かれの前では借りてきた猫ねこのように大人しくなる。

　ただただ平伏し、その威いに従わざるを得なくなる。

　男の名は、織田信長。

　戦国の覇は王おうにして、運命の悪戯でこのユグドラシルに流れ着き、今や南方の雄《炎ほのお》の氏族の宗主パトリアークとなって、次々と近きん隣りん諸国を呑み込む破竹の快かい進しん撃げきを続けている男であった。

「帝国を裏から牛耳る大国と聞いておったが、所しよ詮せんは小こ僧ぞうの食い残しか」

　耳に突っ込んだ小指に、ふっと息を吹ふきつけつつ、信長は興味なさげに言う。

《槍やり》が他の氏族と組んで、ヴィーグリーズにて《鋼はがね》と大決戦に及およんだことは、すでに信長の耳にも入ってきていた。

　その勝敗も。

　惨ざん敗ぱいし大きく戦力を減じた相手など、信長の敵ではなかった。

「殿、グラズヘイムに放っていた草より情報が」

「ほう？」

　打って変わって、信長が目を瞠みはらせる。

《鋼はがね》の小僧がグラズヘイムに入城したという情報は既すでにつかんでいた。

　このユグドラシルで、唯ゆい一いつ自分を熱くさせることができる男だ。興味がわかぬはずもなかった。

「《鋼はがね》の大宗主レギンアークスオウユウトが神帝テイウダンスシグルドリーファと結婚し、新たな神帝テイウダンスとなったとのことです」

「そうか……そうかっ！」

　獰どう猛もうな笑みとともに、信長が楽し気に頷うなずく。

　神帝テイウダンスを継いだということは、天下を治めるという意思を示したということだ。

　それはすなわち、信長の邁まい進しんする天下布武とは相あい容いれぬものである。

「言うておいたはずよなぁ、《鋼はがね》の小僧……我が野望の前に立ちふさがることあらば、容よう赦しやはせぬ、と！」







EPILOGUE II







　美み月つきは呆ぼう然ぜんとその光景を見つめていた。

　勇ゆう斗ともファグラヴェールも、駆け付つけたフェリシアやジークルーネ、アルベルティーナやクリスティーナも、みなリーファの死を悼いたみ目に涙を浮かべている。

　それをなぜか、申し訳なくも嬉うれしいと感じている自分がいる。

　悲しんでくれているということは、それだけリーファのことを好いていてくれたということだから。

　唐突に、理解する。

　いや、思い出したというべきか。

　自分がかつて、シグルドリーファと呼ばれた存在であったことを。

　ここで死に、三五〇〇年の刻を経て、願い通り愛する勇斗のそばに転生を果たしたのだ。

　まったく我ながら、一途と言おうか、執しゆう念ねん深ぶかいと言おうか。

　だが、得心するものはあった。

　全すべてが、つながっていく。

　なぜ自分はこれほどまでに、物心つく前から勇斗が好きだったのか。

　もうすでに、魂たましいが彼に恋こいをしていたのだ。

　なぜ自分は、一いつ般ぱん庶しよ民みんの娘むすめに過ぎないのに、王の妻としての心構えがすでにできていたのか。

　前世の記き憶おくが、教えてくれていたからだ。

　勇斗の腹心たる女性たちにほとんど嫉しつ妬とをしないのも、彼女たちが大好きだったからだ。

　彼女たちと一いつ緒しよにいるときだけ、「特別」ではなく、一人の恋する普ふ通つうの女の子になれた。

　だから、かけがえのない大切な友人たちの恋を、応おう援えんしてあげたかったのだ。

　皆に自分がリーファであることを打ち明けたかった。

　だが、今それを言っても、気が触ふれたと思われるか、死者を冒ぼう涜とくするなと怒りを買うかのどちらかであろう。

　それは自分にとっても、昔の自分リーフアにとっても、本意ではない。

　まだきっと、時間が必要だ。

　だから、美月は勇斗を抱き締める。

　ここにいるよ、と。

　リーファあたしはここにいるよ、と。




to be continued







あとがき







　お久しぶりです。鷹山です。

　今回はかなりヤバイ進行でした。

　いや、まあ、いつもわりとヤバイ進行ではあるのですが。

　基本的に作家というものは本文作成の前にプロットという設計図みたいなものを編集さんに提出して、それを元に作品を作っていくわけですが、今回はとにかくプロットが作れなくて四苦八苦しました。

　だいたいいつもは二～三日で作れるんですが、今回は一か月近くかかった気がします。

　プロットでそれぐらいかかるのなら、本文もお察しということで。

　とにかく難産な一四巻でした。

　ほんといつも思うことですが、張って来た伏線を回収するというのは、感かん慨がい深い反面、どう綺き麗れいにまとめるか、で七転八倒させられます。

　まあ、苦労した分、それなりのものにはなったのではないかと、作者的には思っております。

　既刊のものと多少毛色が違うのですが、読者様にも気に入ってもらえれば幸いです。

　では謝しや辞じを。

　担当編集のＵ様。今回はマジでヤバイスケジュールに付き合わせて申し訳ございません。

　いろいろご心労をおかけしました。

　イラストレーターのゆきさん先生もありがとうございます！

　無事、スケジュール通りに出せるのはひとえにＵ様とゆきさん先生のおかげだと思っております。

　挿絵一枚目、最高です（笑）

　関係者各位にも感謝を。

　そしてなにより、この本を手に取ってくださった読者様に心より感謝を。

　次巻もがんばりますのでよろしくお願いいたします。







鷹山誠一　
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